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　　　　■■一■■




　あなたは〝ひと耳み惚ぼれ〟を信じるだろうか。

〝ひと目め惚れ〟ではなく〝ひと耳惚れ〟だ。

　両者にさほどの違いはない。〝ひと目惚れ〟が視し覚かくから脳に届いて感情を動かすもので、〝ひと耳惚れ〟はそのスタート地点が聴ちよう覚かくになっただけである。

　聞いた瞬間に恋に落ちる……そんな声の持ち主に、俺は出会ってしまった。

　しかし、俺は人生初の〝ひと耳惚れ〟の相手とは結ばれなかった。それどころか、告白すらできなかった。

　ごく普通の失恋なら、或あるいは青春時代のいい思い出になり得たのだろうけど、そういう事でもなかった。世の中は悲ひ劇げきに満ちている。そんな事を高校生の若さで味わう事になろうとは、俺は思いもしていなかった。




　高校入学の初日、要は入学式の日に俺、田た野の音おと好よしはいつも通りの時間に目覚めた。

　いつも通りというのは、中学生時代を基準にしての〝いつも〟という事だ。中学校は家から徒歩十分の距離にあったので、朝礼開始の三十分前の時間に起きていた。一般的な男子中学生は、二十分もあれば朝の支し度たくは十分にできる。

　一方、この春から俺が通う事になった流りゆう星せい高校は自転車で三十分かかる。つまり……入学初日から遅ち刻こくの大ピンチというわけだ。

　高校の入学式を迎えるにあたって、俺には一つの強い決意があった。

　その決意とは〝素敵な青春時代を過ごす〟事だ。

　当然、誰もが高校生活には同じような期待を抱くものだろう。だが俺の場合は、気合いが数段違った。何故かというと、とある特殊な技能のせいで、かなり不ふ遇ぐうな中学生時代を過ごしたからだ。

　そんな暗い過去を払ふつ拭しよくする為の第一歩たる高校の入学式には、遅れるわけにはいかないのだ！

　俺は決して寝起きがいい方ではなく、目が覚めても布団でだらだらしがちなのだが、この日ばかりは違った。

　不思議なもので「起きたら思ってたのと違う時間だった時」は、スイッチがパチンと入るように目覚めてしまう。そしてそのあとも、合ごう理り化かの塊かたまりのような手順で朝の支度ができてしまう。

　結果として、俺は入学式開始五分前に学校の校門を息を切らせつつくぐっていた。

　どう考えても時間の計算が合わないが、気にしている暇ひまはない。

　自転車を所定の場所に置き、体育館へと向かった俺を待っていたのは、先輩方からの「入学おめでとう！」攻撃だった。

　わざわざその言葉をかけるためだけに学校に来たのか!?　何か青春！　と一瞬感激しかけたのだが、彼らは言葉と一緒に手に持っていた紙をどんどん渡してくる。見るとどうやらクラブ勧かん誘ゆうのチラシのようだった。

　流星高校は総生徒数が千人を超えるマンモス校だ。部活動も活発で、部の数がかなり多い。そのため、マイナークラブなどは慢まん性せい的てきに部員不足であり、新入生には早めに声をかけておきたい……という心理が働くのだそうだ。

　そうとも知らず、チラシは全部もらわねばいけないに違いない……！　と、無む知ちが故の使命感に燃える俺は、ものの数分で結構な厚さの紙束を手にしていた。

　そして折角受け取ったので、幾いくつかに目を通しながら歩く。




【盤上に広がる青春！　来たれ囲い碁ご愛あい好こう会かい！】

　う～む、青春って言葉は新入生には蠱こ惑わく的てきな響きだが、それを盤上に広げるのは何か違う気がする。広がりというよりは閉へい塞そく感かんを感じる。




【冒ぼう険けん好き以外はお断り！　冒険愛好会】

　強気に出たな冒険愛好会。ただでさえ入る人少なそうなのに、さらに門を狭くしてどうするんだ。そもそも、この愛好会に入ろうって時点で冒険心はあると思う。




【人生ひっくり返さないか？　オセロ研究会】

　高校生の時点で、ひっくり返したいような人生送ってる人はなかなかいないんじゃないだろうか……。いるとすれば第一志望の高校に行けなかった人ぐらいか。でもそれはオセロ研究会に入ってもひっくり返せない。もう白黒ついてる問題だ。オセロだけに。




【異性に意外とモテる!!　将しよう棋ぎ部】

　モテたい奴らを取り込もうという作戦か。でも、高校生にもなるとみんな知ってる。結局モテるモテないは〝顔〟であると。モテるための持ち駒ごまは、生まれた時に配られている。ちなみに俺のルックスは、飛ひ車しや角かく落おちだ。……ちくしょう！




【笑いの絶えない学生生活を約束します　落らく語ご研究会】

　言い回しがまじめだ。チラシでは笑いを取りに来なくていいのか落語研究会。ひょっとしたら裏面にオチがあるのかもと思ってひっくり返したら、部室の場所を示す地図が載っていた。すこぶるまじめだ。




【一人が好きなあなたに　孤独愛好会】

　なぜ勧誘する。




「（部活か……どこかには入りたいなぁ！）」

　俺がまだ見ぬ部活動に思いをはせて体育館に入ろうとすると、背後からその声は聞こえてきた。

「朗ろう読どく部ぶですか？　すごく興味あります！」

　正に鈴を転がしたような……いや、そんな表現は生ぬるい。世の中にある〝可愛い〟と〝美しい〟をギュッと集めて高温で煮詰めて、溶けた塊を鋳い型がたに注いで作った鈴を転がしたような声だった。

　分かりにくい喩たとえな上に、結局鈴は転がすのかよ！　というツッコミが聞こえてきそうだが、その声を聞いた瞬間、俺はその声の持ち主に〝ひと耳惚れ〟してしまったのだ。

　俺は五感の中で、聴覚がひときわ優すぐれている。そのためなのか、声に対する理想はかなり高く、生まれてこの方完璧な理想の声に出会った事はなかった。

　幼少期は時じ報ほうのお姉さんの声にハマり、ひたすら一一七に電話をかけていたりもしたのだが、感情が入っていない事に不満を覚えすぐに飽きた。

　小学生になると古こ今こん東とう西ざいの女性声優さんの声を聞きまくり、何人かのファンになったのだが、今度は感情が入りすぎている気がして、どこか物足りなかった。

　中学校時代は悲惨だった。

　耳の良さと音フェチ具合が加速してしまったのだ。

　健全な男子が女子の制服からチラリと見える素肌にドキドキするように、俺は制服と肌がこすれる微かすかな音にドキドキ。女子に屈くつ託たくない笑顔を向けられると心奪われるのと同じく、笑い声が耳に届くと心奪われる。特に好きだったのはヒソヒソ声で、耳にするだけで大興奮状態だった。

　最終的には耳の良さも極まってきて、普段から声を聞く同級生に関しては、体の好不調や機き嫌げんの良し悪し、喋っている相手に好意を持っているかどうか……すら分かるようになったのだ。

　それが周りに知れ渡ってからは、瞬またたく間に学内の恋愛アドバイザー的なポジションに祭り上げられた。そしてそのままの勢いで学校内の相談役的な地位に上り詰め、毎日さまざまな面倒事を聞かされる原因になった。

　そう、不遇な中学時代を過ごすハメになった「特殊な技能」とは、聴覚の事だ。

　聴覚が良すぎるせいで数多くのゴタゴタが舞い込み、青春している暇がなかったのだ。盛り上がっているのは周りばかりで、自分は常に蚊か帳やの外。いつも疎そ外がい感かんを感じながら中学時代を過ごしていた。

　だから！　だからこそ、中学卒業と同時に相談役は卒業し、高校では目いっぱい青春しようと決めたのだ！

　恋に友情に部活動に学校行事、その他色々！　高校生らしい青春を過ごす事に、俺は人一倍飢うえている！




　そんな中迎えた入学式で、いきなり出現した理想の声……。これはもう運命としか思えない。俺のその時の興奮度合いを分かってもらえるだろうか？　鼓こ膜まくから脳へ通り抜けた快感が、全身を駆け巡ったようだった。

　俺は逸はやる気持ちを必死で抑え、すぐさまその仮称〝美声の君〟の姿を確認すべく、声のした方へ顔を向けた。

　――いた。俺が惚れこんだ美声にふさわしい天使のごとき美少女がそこにいた。













　光沢のある髪はサラサラと上品に揺れ、白はく磁じのごとき肌は美しく透き通るようだ。大きく、うるんだ瞳は愁うれいを帯びており、長く反り返ったまつ毛が存在感を際立たせている。鼻筋はすっと通り、小ぶりな唇は、それでいて厚みがあってぶっくりとしており、見るからに柔らかそうである。

　この口からあの声が……。そう考えただけで、いやが上にも俺の気持ちは高ぶった。

　恐らく〝美声の君〟は同じ新入生だろう。同じクラスになれば幸せだが、そうならない可能性もある。

　ここはひとつ、知り合いになるきっかけを作っておこう。

　そう思って声をかけようとしたのだが……。

「あう……っ！」

　もう全くと言っていいほど、何と声をかけていいのか分からなかった。心の準備が全くできていなかったのだ。急な青春の予感に、体が完全に委い縮しゆくしていた。

　たっぷり十秒間は見つめあっただろうか。女神の視線には、さすがに不ふ審しん感かんがにじみ始めていた。

　かくなる上は……！　意を決した俺は、震える脚で彼女の方へ歩を進め、すっと横を通り過ぎた。そして朗読部なる謎の部活のチラシを持った、短髪でやけにガタイのいい部長と思おぼしき男性に声をかけた。何故か制服であるブレザーの袖そではなく、クールビズのような格好をしている。スッキリした首元から覗のぞくチェーンの首飾りも妙に怖い。

　普段なら絶対に声をかけない類たぐいの人物である。

「あの……朗読部に興味があるので、チラシを一枚ください！」

　そう、彼女に話しかけられなかったので、彼女が興味を持った朗読部に興味を持つふりをしたわけだ。

　結果として〝美声の君〟はその場を離れてしまった。しかし、高校生活は長い。今回に関しては〝成功する事〟より〝失敗しない事〟が大事なのだ。これで良しとしよう。

　一方で俺に急に声をかけられたガタイの良い先輩は、満面の笑顔で話しかけてきた。

「はい、チラシ！　俺は部長の志し村むら誠せい二じ郎ろう。みんなからはジローって呼ばれてる。しかし朗読部に興味があるって珍しいね。キミは変わりものだ！　ハハハ！　何にせよ入部は大歓迎さ。人数が多くない分、上下関係もそんなに厳しくないしね」

　バリトンボイスで、えらいグイグイ来る。満面の笑みには人の好さが現れているが、筋肉ムキムキなので妙な怖さがある。

　俺が若干引き気味にしていると、隣にいたモデルのようなプロポーションの女性が軽く微笑ほほえんでジロー部長を諫いさめた。

　彼女はとても大人っぽい魅力を発散しており、目鼻立ちも整っていてかなり美人だ。ロングな黒髪は上品で、全体的に高貴なイメージを醸かもし出している。

「ジロー。新入生に詰め寄ったらダメでしょ。あなたは威い圧あつ感かんがあるんですから。私は副部長の川かわ崎さき美み雪ゆきです。えーっと、あなたは……」

「あ、田野です。田野音好」

「いい名前ね。すぐに入部しなきゃダメってわけではないから、一回部室に……ではなくて、そのチラシに書いてある場所に遊びにいらしてね。ユウくんも」

　ミユキ先輩はそう言って、俺といつの間にか横にいたニコニコ顔にサラサラヘアーのイケメンに声をかけた。

「（コイツ……！）」

　俺の第六感が緊きん急きゆう警けい報ほうを鳴らしていた。

　ユウくんと呼ばれたその人物は、まるで少女漫画から飛び出して来たような高身長のイケメンだった。さっぱり系の目や鼻は誰にも嫌悪感を抱かせない造ぞう形けいで、たたずまいや自然な笑顔も年季が入っている。

　昨日俺が鏡の前で必死に練習をした笑顔など、戦せん闘とう力りよくたったの五。一方ユウくんの笑顔は戦闘力五十三万で、変身も二回ほど残してそうな勢いだった。

　こんなに純じゆん真しんそうな笑顔の奴は、なんとなく信用ならない。このニコニコイケメンは、俺と同じで〝美声の君〟を狙っているに違いない。根こん拠きよはないが確信はある！

　危機感を感じながら、軽い敵意を視線に乗せてユウくんと呼ばれた男を見ていると、明らかに着慣れていないぴっちりしたスーツを身にまとった教師が体育館から出て来て大声で叫んだ。

「新入生は早く体育館に入れ～～！　遅れたら入学させないぞ！」

　その一言をきっかけに、新入生たちがぞろぞろと体育館に入って行く。

　ユウくんも体育館に向かって首をかしげ「行こうよ」的なジェスチャーをして歩いて行く。その仕草が妙に様さまになっていてカッコよかった。

　イケメンは、ちょっとでも油断するとすぐこういう事をやってきやがる。

　変な対抗心が生まれた俺は、眉を持ち上げながら「やれやれ」とでもいうように軽く肩をすくめて歩き出した。

　自分で言っておく。……ダッセェ！




　　　　■■二■■




「要するにぃ～、学生の本分たる学業の方を……え～、今ひとつ新入生諸しよ君くんには……え～～～……要するにぃ～頑張って欲しい。このように要するにぃ～思っておる次第であるからして……え～……要するにぃ～」

　拷ごう問もんのごとき校長の式しき辞じが始まっていた。この世の中で、入学式の校長の式辞ほど心に届かないものはない。卒業式の式辞であれば、多少は感ずるところもあるだろうが、今日初めて会ったおっさんの長話なんか誰が聞きたいのか。

　校長は校長で、新入生の態度から「自分の話が響いてない」と察したのだろうか、必死に挽ばん回かいしていい話をしようとしている節がある。

「要するにぃ～……」

　最大に気になるのがこの「要するにぃ～」だ。その出しゆつ現げん頻ひん度どもさることながら、イントネーションがいただけない。最初の〝よ〟にアクセントを置いているので、聞いていて気持ち悪いことこの上ない。

　俺は育った環境の影響で、人一倍イントネーションに敏びん感かんである。

　父は国営放送のアナウンサーで、母は国語の教師である。そのため俺は、幼少期から正しいイントネーションの日本語を聞いて育った。

　家の本棚には当たり前のように〝イントネーション辞典〟が数冊入っていたし、箸はしの持ち方を正されるように、間違ったイントネーションで単語を覚えようものなら即行で矯きよう正せいされた。

　だからだろうか、間違ったイントネーションを耳にすると、どうも体調が悪くなる。

「（今日耳みみ栓せん忘れて来たなぁ……）」

　俺の耳がいい事は既に述べたが、聞こえ過ぎる事で不便な事もある。特にこのようなたくさんの人が集まる場所ではそうなのだが、周囲の雑談や物音が耳に入ってきて情報過多になってとても疲れるのだ。

　その為、俺は市販品を自分で加工したスポンジ状の耳栓を常に装着している。耳栓をする事で、聴覚が常人並みになって落ち着くのだ。

　しかしこの日は急いで朝の支度をした事もあり、耳栓を忘れて来てしまった。感度が良好だと変なイントネーション耐たい性せいも落ち、体調悪化スピードも速くなる。

　さらに今日は朝ご飯抜きで自転車を二十分全力で飛ばして来た。

「（マズいな……）」

　校長の声がどんどん遠くなり、意識もぼんやりとしてついには視界がブラックアウトしてしまった。

　思わずその場に倒れこむ俺。意識が途切れる間際に聞いたのは、椅子のガシャンという音と学友たちの悲鳴、そして調子外れの「要するに」だった。




　気がつくと白いカーテンに周りを囲まれたベッドの上にいた。どうやら保健室に運び込まれたようだ。

　体に負担をかけないためか、着慣れていない制服は脱がされ、だぶだぶのジャージを着せられていた。

　まだ頭がぼーっとする。一つ大きく大きく深呼吸して、ノリの利いたシーツに手足を這はわせて感触を楽しんでいたら、気配に気づいたのか「起きた～？」という声とともにカーテンが開けられた。

「おぅ少年。今年度の保健室利用者第一号はキミだ」

　何が嬉うれしいのか満面の笑みを浮かべたその人は、聞いてないのに自己紹介を始める。

「私は養護教諭の源みなもとえみ。みんなからは苗字の〝みなもと〟から取って〝ミナ先生〟って呼ばれてるから、キミもそう呼んでいいわよ」

「……はぁ」

　気のない返事になってしまったのは、その強烈な見た目のせいだ。

　ミナ先生は小学生かというほど背が低く、更には丸顔で童どう顔がん、髪はひとつにまとめていて化粧っけはない。唯一身にまとった白衣と、その白衣を突き破らんばかりに内から押し広げている胸の物体だけが大人っぽかった。

「あの……失礼ですが、何センチですか？」

　思わず身長を聞いてしまった。さすがに不ぶ躾しつけな質問だったようで、ミナ先生は一瞬顔をしかめたものの、すぐにちゃんと答えてくれた。

「もう！　男の子はそんな質問ばっかり……ちょうど九十センチよ」

「いや、そんなに低くはないですよね……」

「低い？　……まさか身長の話？」

「そうですけど」

　男である俺にはすぐにはピンとこなかったが、女性には身長以上に「聞くと失礼になる」センチメートルがあったのだ。男にはカップという言葉の方がなじみが深い。

「あんた、恥かかせたわね！　初めての質問にしちゃあ、やけに踏み込んでくると思ったのよ！　入学式で倒れた割にはバイタリティあふれる質問だと思ったのよ！」

「あ、いや……なんかすいません」

「身長は百四十七センチ！　……ったく、最近の子は」

　しばらくは怒りの収まらぬ様子のミナ先生だったが、壁の時計を見て我に返り、眉をひそめながら話しかけてきた。

「もう入学式は終わったから、体調戻ったなら帰っていいわよ。親おや御ごさんは来てないのかしら？　放送で呼び掛けたんだけど誰も来なくて」

「はい。二人とも忙しくて」

　父はテレビ局で、母は別の学校の入学式に教師として参加している。

「そう。私はまだしばらくいるから、元気になるまで休んでいってもいいからね」

「ありがとうございます。もうちょっと横になっていきます」

　実はこの時、体調はもう戻っていた。

　ではなぜもう少し休んでいくと言ったのか。

　実は、ちょっぴりいやらしいセンチメートルの話題により、俺の健康的な部分が普段とは違うセンチメートルになってしまったのだ。白衣が織りなす衣きぬ擦ずれの音も、俺の興奮を加速させた。

　そんな状態でベッドから出ると、ミナ先生に見とがめられる危険がある。「いや、元気になるまで休んでいけって言うから……」なんて言い訳も考えたが、逆効果にしかならないだろう。

　であれば、俺のやんちゃなプリンスが大人しくなるまでベッドにいるのが得策だと判断したのだ。

　幸いにもミナ先生は俺の緊急事態に気づくことなく、仕事に戻って行った。

　我ながらベストな状況判断だと感心していると、プリンスも徐々に落ち着きを取り戻していった。

　だが、しかし！　〝その声〟はコンコンというノックの音のすぐ後に、突然俺の耳に聞こえてきた。

「あの～、入学式で倒れた人、大丈夫でしたか？」

　心しん臓ぞうが跳ね上がった。聞き間違えるはずはない。その声はまさに、入学式の前に聞いたエンジェルボイス！　〝ひと耳惚れ〟の相手が、わざわざお見舞いに来てくれたのだ。なんて優しいんだ！　声の美しい人は心も美しい！

　感動と興奮で胸はドキドキ、そして何故かプリンスはギンギン……まずい！　何だか分からないけど、この状況で顔を合わせたら赤せき面めん必ひつ至しだ。

　そんな俺の焦りも知らずに、ミナ先生は〝美声の君〟に話しかけている。

「あらお友達？　体調は戻ったみたいだから声かけてあげなよ」

　ちょっとミナ先生！　余計なセッティングしないでください！　お節介な女友達じゃないんだから！　〝美声の君〟とは、しかるべきタイミングでお話しするから、今は放っておいてください！

「あ、今日初めて会った人なので、無事って分かったならいいです。同じ部活に興味を持ってたみたいだから、ちょっと気になって」

　いいぞ〝美声の君〟！　あなたは本当にいい人だ。一緒に朗読部を盛り上げていきましょう！　……って今俺は〝○部〟が盛り上がってるんですけどね！　へへへ！

「そうなのね。そうだ、お名前聞いていいかしら？」

「ミサキです」

　これはナイスだミナ先生！　さっきはお節介とか思ってごめんなさい。あなたのおかげで〝美声の君〟の名前がミサキさんだと判明しました！

　いやしかし、声の美しい人は名前も美しい！

「では、失礼します」

「はい。気をつけて帰ってね」

　ガラガラ……バタン、とドアのしまる音がして、再び保健室が静せい寂じやくに包まれた。感動の余よ韻いんに浸ひたっていると、いつの間にかマイプリンスも大人しくなっていた。

　俺は静かにベッドから出て、借り物のジャージを脱ぎ制服を身に着けた。そして満ち足りた気持ちのままベッドを囲むカーテンを開き、外へと出ていく。

「あら、もういいの？」

「はい。だいぶ良くなりました。ありがとうございます」

「さっきミサキって子がお見舞いに来てくれたわよ」

　ミナ先生は律りち儀ぎにもミサキさんの来らい訪ほうの事を伝えてくれた。この人もかなりいい人だ。さっきは図はからずも秘密のセンチメートルを聞いてしまった。ここはひとつ、自分の秘密も一個教えて、気持ち的におあいこにしておこうではないか。

「先生にだけは言っておきます。ミサキさんは、俺の運命の人です」

「え！　……マジ？」

　ミナ先生は口をあんぐり開けて、驚きよう愕がくの表情を見せている。そりゃそうだ。今日初めて会った人を、いきなり運命の人だと言っているのだ。若造の青くて痛い思い違いだと思っているのだろう。

「はい。今は片想いですが、いつかお付き合いできたらいいなと思っています」

「そ、そう……。真剣ならいいけど、相手の事も考えてあげてね。あんまり思いつめないようにね」

「ありがとうございます。では」

「うん、おつかれ」

　こうして俺の入学式は終わった。運命の人に出会えて、とても良い一日だった。

　高校ではこんな素敵な日が続くといいな……などと思っていたのだが、その期待が早速次の日に裏切られる事になるとは、この時の俺は知る由よしもなかった。
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　翌日の放課後、早速俺は朗読部に入部の意を表明すべく、地図に描かれた場所に向かった。ちなみに、愛しのミサキさんとは同じクラスにはなれなかった。多少はがっかりしたが、その分放課後の部活動を充実させればいいのだとすぐに開き直った。

　ミサキさんに早く会いたい一心で、急いで地図の場所へ向かう俺。だが気になるのは、目的地が部ぶ室しつ棟とうではない事だ。

「（これは三年生の教室……だよな）」

〝部〟と言うぐらいだから、部室があるものと思っていたがそうではないのだろうか。

　三年生の教室がある校舎を歩くのは、妙に居心地が悪くて気後れする。

　何となく早足になりつつ、俺は目的の場所に到着した。

「おー来てくれた来てくれた！　待ってて、今迎えに行く！」

　グイグイ系の部長、ジローこと志村誠二郎部長が数メートルの距離を迎えに来てくれた。ちょっと鬱うつ陶とうしい。傍かたわらには美人なおっとり系の副部長、ミユキこと川崎美雪先輩の姿もある。さらに今日はもう二人、先輩らしき人の姿があった。

　そのうち俺と目があった、髪を派手に染めてツンツン立たせた、やたら背の高い男の先輩が自己紹介をしてきた。

「おっす！　俺は二年の北きた沢ざわ忠ちゆう助すけ。チューさんって呼んでくれ」

　身長は百九十センチぐらいだろうか。眉毛を細く整え眼光は鋭く、顎あごには謎の傷、そして両耳にピアスの穴があったりしてかなりヤンチャな人に見えた。しかし砕けた口調で話しかけてきてくれたりして、存ぞん外がい親しみやすそうだ。

　一方で、その横にいた女性の先輩は、何があったのか顔をしかめている。顔のつくりはまるでフランス人形。そして髪型も制服のアレンジもオシャレなのだが、前髪が長く目つきが怖い上にアイシャドウのような不気味なクマがある。さらには不気味なウサギの人形も持っている。市販されていても売れなそうだから、恐らく自作のものだろう。そんな彼女は、何がおかしいのか妙な笑い声と共にゆっくりと喋り出す。

「ヒヒヒヒ。私は……相あい原はら稲いな穂ほ」

　温度が低くて恐ろしい、存在感のある声だった。今日はバッチリ耳栓をしていたが、心の準備なしにいきなりこの声を聞いていたら恐怖の叫び声をあげていたかもしれない。













　ともあれ、先輩方に先に自己紹介をしてもらったので、俺も慌てて名を名乗る。

「どうもはじめまして、田野音好です。朗読部に興味があって、入部しようと思ってここに来ました。よろしくお願いします！」

「よろしくな！」

　チューさんは笑顔で歓迎の意を表明してくれた。一方稲穂先輩は口の端をクッと持ち上げてニヤリと笑い、個性的な笑い声を放った。

「ヒヒヒヒ……」

「な……何か？」

　俺の問いに、稲穂先輩は再び不気味に「ヒヒヒヒ」と笑ってから言う。

「朗読部に興味があるなんて信じらんない。どうせ女の尻でも追いかけて来たんじゃないの。ミユキ先輩って可愛いもの」

　和なごやかな空気をぶった切るえげつない洞どう察さつに、周囲の空気が凍りついた。

　慌てた様子でチューさんが場をとりなす。

「あんまし新入生脅おどかすなよ稲穂。悪ィな音好、コイツたまに変な事言うから。あと笑うポイントも人と違うからあんま気にすんなよ。でも結構鋭いところもあんだぜ」

「だ……大丈夫です」

　いやはや、確かに鋭い。だけど俺が追いかけて来たのは、〝女の尻〟ではなく〝女の声〟である。……むしろそのほうが変態チックか。

　それはいいとして、俺の目的であるミサキさんはどこにいるのだろう。彼女がいないなら、正直入部してもしょうがない。

　稲穂先輩の目は怖いが、ここは事前に聞いておかねばなるまい。

「あの……ミサキさんは今日来ますか？」

　この問いかけに代表して答えたのはマッチョなジロー部長だった。

「来ると思うよ。ちゃんと誘ったから。けど遅いね。迷ってるのかな」

「部室棟とは違う場所ですものね……」とため息をついたのはミユキ先輩だ。何だかちょっと不穏な空気が流れている。部室の話は禁句なのだろうか。

「じゃ……じゃあ俺、捜してきます！」

　その場の空気にいたたまれなくなったのと、早くミサキさんに会いたいのとで俺は教室を飛び出した。

　教室を出てすぐに、入学式で会ったニコニコ顔のイケメン、ユウくんとすれ違った。

　やはりコイツも朗読部に入る気だ。恐らく目的は同じだろう。ミサキさんに近づきたい……！　そう思っているに違いない。ここは俺が迷子のミサキさんを早く見つけて、差をつけてやろう。

　目が合った瞬間に何かを言いたげにしていたユウくんを無視して、俺はダッシュで一年生の教室の方へ向かった。




　彼女は三年生の教室のある一号棟と、一～二年生の教室がある二号棟を繋ぐ渡り廊ろう下かの中ほどにいた。所しよ在ざいなげに佇たたずみ、手元のチラシをじっと見つめている。目を凝らすと見覚えのあるレイアウト……間違いない、朗読部のチラシだ。

「ミサキさーん！」

　うれしくなって、つい大声で呼びかけてしまった。まだ会話した事のない相手の名前を呼ぶなんてかなり大胆だが、いかにも青春してるって感じで何かいい。

　しかし、彼女は少しも反応してくれない。聞こえていないのだろうか？

「ミサキさーん!!」

　さっきより心もち大きな声で再度呼び掛ける。が、無反応……。

　彼女は相変わらずチラシを見つめるばかりだ。そして、俺がもう一度呼びかけようか迷っているうちに、彼女の元にたどりついてしまった。

「あ、あの……」

　おずおずと呼びかけると、彼女は驚いたようにパッとこっちを向いた。見開いた目がまん丸になって可愛い。

「えっと、俺は一組の田野音好。ミサキさんと同じ朗読部に入ろうと思ってるんだ。部室……じゃなかった、先輩たちのいる教室まで案内しようか？」

　極きよく力りよく怪しくならないように笑顔で話しかけたのだが、笑顔慣れしていない俺の笑顔は、きっとすごく怪しかったのだろう。

　さっきまでまん丸だった瞳をグッと細めたミサキさんは、何も言わずに俺を見つめて……いや、睨んでいる。

「ま……まだ迷ってるなら言うけど、絶対入った方がいいよ朗読部。キミの声は、その……特とく徴ちようがあってみんなにウケると思うんだ！」

　俺がその言葉を言い終わると同時に、彼女の目にはみるみる涙が溜たまっていった。

　目元一つでクルクル表情が変わる。きっと素直な子なんだろう。

　にしても感動して涙するほどの事、俺言ったかな？　……などと考えながら自分で照れていると、ミサキさんは涙を溜めた目で俺をキッと見据えた。そして目にもとまらぬスピードで両手を前に突き出した。

　ドンッ！

　一瞬何が起きたのか分からなかった。でも、胸に残る確かな感かん触しよくと、強く打ちつけられたお尻と背中。そして後頭部で感じた廊下の固さ。これらを総合すると、俺はミサキさんに両手で突き飛ばされたんだと思う。

　いや、思うとかじゃない。突き飛ばされた。

　驚いて身を起こした俺が見たのは、一いち目もく散さんに駆けていくミサキさんの後ろ姿だった。




「おー、おかえり音好く……どどどどうしたの暗い顔して!?」

　教室に戻った俺に駆け寄って話しかけてくれたのはジロー部長だ。

「女にでも振られたのかしら……クックック」

　相変わらず冴えているのは稲穂先輩。やはりこの人は恐ろしい。

　しかし、身の毛もよだつ、本当に恐ろしい瞬間はその直後に訪れた。

「さっきすれ違った時は元気そうだったのに、大丈夫？」

「……え！　あれ？　……えええええ！」

　俺が何な故ぜこんなにうろたえているのか、ぜひ聞いて欲しい。聞いて欲しいのだが、もうちょっとだけうろたえさせて欲しい。

「な……何で!?　何でぇぇぇぇ！　フォオオオオ！」

　思う存分にうろたえる俺を見て、先輩方はポカンとしていた。そして俺をうろたえさせた張本人も、不思議そうな顔をしながら〝その声〟で尋ねてきた。

「ど……どうしたの？」

「貴様その声……そのエンジェルボイスはどういうことだ！」

　そう、俺が〝ひと耳惚れ〟したあの声を、ニコニコ顔のイケメンくんが発したのだ。

「どういうことって言われても、僕はずっとこの声だよ。ちょっと女の子っぽいって周りには言われるけど、やっぱり変かな？」

「変ではない！　変ではないぞキミぃ！　しかしだね、これはやっぱり変だよ」

　変なのは俺の言動だ。でもそうなるのも無理はない。この世で一番美しいと感じた異性の声を、同性が出してしまったのだ。この悲劇的な違い和わ感かんの前では、人間は無力だ。

「おい音好、ちょっと見せてみろ……。あ、やっぱり頭打ってるみたいですミユキ先輩。後頭部にでっかいタンコブできてます」

　チューさんが俺の頭を恐る恐る探りながら、ミユキ先輩に報告した。俺が急におかしくなったのは、頭を打ったせいだと思われたのだろう。

「ある意味良かったわ。これで頭打ってなかったら、もう〝そういう子〟だって判断するしかないものね。そんな新入部員、はっきり言って怖すぎます」

　どこかほっとした様子のミユキ先輩を見て、俺はようやく冷静になった。取り乱している場合じゃない。

　そして入学してから今までの事を高速で考え始めた。何かが違う。俺は何か決定的な勘違いをしていた。

　俺は両手を両耳にぐっと押しあてた。俺が深く物を考える時のクセというか儀ぎ式しきのようなものだ。こうすると周囲から音が消え、集中力が高まっていくのだ。

　ものの数秒で考えがまとまった。そして、エンジェルボイスを発したニコニコイケメンのユウくんにある質問をする。

「えっと、ユウくんとかいう君……フルネームは〝ミサキユウ〟？」

「そうだよ」

「はい来たミサキ！　はい正解！」

　俺の推すい理りは正しいと証明された。いや、推理と呼ぶべくもない単純な論ろん理り的てき帰き結けつだ。〝あの声〟をユウくんが出した時点で、他に答えはない。

　俺が〝ひと耳惚れ〟した〝美声の君〟は、ユウくんだったのだ。

　まず入学式、〝ひと耳惚れ〟したその声を聞いた時に、その場にユウくんはいた。

　まさか男がそんな声出すとは思わなかったので、俺は勝手に近くにいたミサキさん……ではなく、ミサキモドキさん（仮）を声の主だと思い込んだのだ。

　保健室で俺が横になっていた時も、声だけを聞いてミサキモドキさん（仮）が来てくれたんだと勘かん違ちがいしたというわけだ。

　俺はそこでミサキという名を初めて耳にしたわけだが、入学式の前に会った時は先輩は三崎友の事を「ユウくん」と呼んでいた。そのせいで俺は「ユウくん＝ミサキ」という結び付けができなかった。

　さっき渡り廊下で会ったミサキモドキさん（仮）を「ミサキさん」と呼んで反応がなかったのも、無視されたのではない。相手がミサキさんじゃなかっただけなのだ。

「（ちくしょう……絶対に運命の人だと思ったのに！）」

　と、そこまで考えたところで保健室でのミナ先生との会話をふと思い出した。

　俺はこう言った。

『ミサキさんは、俺の運命の人です』

　さらにこうも言った。

『いつかお付き合いできたらいいなと思っています』

　……マズいッ！　べらぼうにマズい！　入学して間もないが、恐らく高校生活でベストスリーに入るぐらいマズい！　俺の誤解のおすそ分けを受けとったミナ先生は、俺がユウくんの事を好きだ、と誤解しているはずだ。

　思えば俺がカミングアウトした時の先生のリアクションも、ちょっと微妙だった。というよりは、絶対引いてた。

　これは可か及きゆう的てき速やかに誤解を解消しなければならない。先輩方には悪いが、ここは一旦抜けさせてもらおう。

　そう思って周囲を見渡すと、先輩達＋ユウくんが一カ所にかたまって何やらゴニョゴニョ話をしていた。

　声を潜めてはいたが、漏れ聞こえてくる言葉は「危険」とか「情じよう緒ちよ不ふ安あん定てい」とか「先生に相談」とか「一か八か」とか「アレでも貴重な新入部員」とか、まぁ、俺に関する相談ごとなのは明らかだった。

　本人としては不本意だがその話は別で進めてもらうとして、俺は俺でおすそ分けした誤解を取り戻しに行かねばならない。

「すいません、保健室行ってきていいですか？」

　不意に発した俺の言葉には、全員が素早く反応した。

「そりゃあいい！」「名案だわ！」「行ってきな！」「急ぎなさい」「ナイス判断！」などと口々に賛成している。

　そういう意味で行くんじゃないのだが、みんな安心したのか、ものすごい笑顔なので良しとしよう。ジロー部長に至っては何故か力強く敬けい礼れいしている。

「じゃ……じゃあ行ってきます」

　全員の視線を集め、学がく徒と出しゆつ陣じんもかくやというほど華々しく送り出された俺は、保健室までの道のりをダッシュするのだった。




「ミ……ミナ先生！」

　勢い込んで保健室に駆け込むと、ミナ先生は深く椅子に座り、地面に届かない足を子供のようにブランブランさせていた。か、かわいい。

「おう！　恋する少年じゃないか」

「あ、いや、ハハ……って違うんです！　聞いてください」

「ん。まぁ座りなさい」

　俺の真剣な様子にただならぬものを感じたのか、ミナ先生は目の前の椅子を勧すすめてくれた。俺はそこにドーンと腰かけ、さてどこから話したものかと考えあぐねる。とりあえず頭の中で話を整理していると、保健室のドアが控え目にするすると横に滑った。

「あ、いた。音好くん凄い勢いで走ってくんだもんな」

　ミサキさん改めユウくんだ。心配して保健室まで来てくれたのだろう。その行動には敬意を表するし、感動さえ覚えるが今はダメだ！

　たとえ一瞬でもユウくんの〝声〟に惚れていた事を、本人にだけは知られたくない。

　ここは無事をアピールして速やかに帰ってもらおう。

「俺は大丈夫だユウくん。もういいから先に帰っててくれないか」

　あくまでも事務的に、余計な感情が入らないように俺は言い放った。なかなか上手くいったと思う。この後のミナ先生への説明も、「今の態度からも分かると思うのですが、彼の事を好きというのは勘違いです」……という言葉から始めればスムーズだろう。

　結果論だが、来てくれて助かったぞユウくん。俺は今、親友メロスの帰還を歓迎するセリヌンティウスの気分だ。

「水臭い事言わなくていいよ音好くん。これからずっと付き合っていくんだからさ」

　なんてこと言うんだメロス！　〝同じ部活で仲良くやっていこう〟的な事を言っているのは分かる。俺には分かる。でも……。

「あ、あなたたちそうなの？　ビックリ！　上手くいったのね。良かったじゃない！」

　ミナ先生の勘違いが加速している。どうしよう。このままだとマズい。そう考えているうちに、ユウくんが次の言葉を放つ。

「青春を捧ささげようって決めました」

　黙れメロス！　どうしてお前はそう、どのようにも取れる言い回しをするんだ。見ろ、ミナ先生が両手を頰ほおにあてて、顔を赤らめているではないか！

　……先生、ひょっとして〝腐ふ属ぞく性せい〟を持っていらっしゃるのだろうか？

「ミサキくんだっけ？　周りの目とか不安じゃない？」

「周りの目？　好きな事やるのに、そんなこと気にしてたらダメですよ」

「そ、そうよね」

「それに学生生活で何か一つは爪つめ痕あとを残したいし。やるからにはトコトンやって全校にアピールしていくつもりです！」

「全校生徒にアピール!?　なるほど……それも青春ね！」

　俺が数秒黙っていただけで、勘違いバスは二人を乗せてかなり先へと進んでいる。お互いがアクセルを踏み合ってるんだから始末が悪い。

　こうなったら、ユウくんに知られたくない！　とか言ってる場合じゃない。しかし、ここまでこじれた勘違いを解とくには、どんな言葉をかければいいのだろうか？

　考えて考えて、考え過ぎて頭が痛くなってきた。さっきしたたかに打った後頭部が熱を持ってジンジンしている。ええい、もういい！　細かく考えるのはナシだ！

「二人ともちょっと聞いてくれ！　俺は、女の子が大好きだ！」

　さらにすぅぅと大きく息を吸う。

「好きで好きで、た・ま・ら・な・い・ん・だ―――！」

　たっぷり十秒は沈ちん黙もくが続いた。

　その後真顔のユウくんがミナ先生に「そう言えば音好くん頭打ってました」と冷静に報告して、先生もこれまた冷静に俺の頭を見て「ここね」と言い患かん部ぶを冷やしてくれた。

　そこに至って俺もようやく冷静になった。そして二人に事の経けい緯いをポツポツと話し、十分後にはユウくんもミナ先生も事情を理解できたようだった。

　これで誤解はあっけなく解消。

　後に残ったのは、〝音好は女好き〟という共通認識のみだ。ち、ちくしょう！
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　翌日また俺は、朗読部の面々が集まる三年生の教室へと向かった。

　昨日の事を謝らねばならないし、女性のミサキさんはいなかったけど、やはり朗読部には入部しようと思ったからだ。先輩方が優しそうで部の雰囲気がよく、ユウくんというエンジェルボイスの持ち主もいる。素敵な三年間になる予感がびんびんする。

　校舎をてくてく歩き、渡り廊下に差し掛かった時だった。

「あの！」

　不意に後ろから声をかけられた。振り向くと、ミサキモドキさん（仮）が立っていた。両手をギュッと握にぎって、何か思いつめた様子だ。

「頭は大丈夫？」

　一瞬罵ののしられているのかと思ったが、この場合は「昨日強かに打ちつけた頭の具合はどうですか？」と意い訳やくできるだろう。

　要は昨日突き飛ばした事を謝りに来てくれたのだ。

「あ、大丈夫です」

「それはよかったです」

「何か逆に気を遣わせちゃったみたいですいません」

「いいえ、私は大丈夫です」

　ここで俺は違和感を覚えた。何と言うか、相手の喋り言葉が妙によそよそしい。英語の教科書の日本語訳のような言葉……と言えば分かってもらえるだろうか。

「昨日はちょっと強引に誘っちゃったんですが、朗読部に興味あるんですか？　先輩もみんないい人達ばかりで、楽しそうな雰囲気でしたよ」

「……それはよかったです」

　まただ。しかもよく見ると手元のカンペのようなものを見ながら喋っている。ひょっとして日本語があまり喋れない帰き国こく子し女じよか？　ならばちょっとチェックしてみよう。

「昨日はお互いに認識の齟そ齬ごがあったようなので抜ばつ本ぽん的てきに解決したいです。どこか静せい謐ひつな場所で話しませんか？」

「いいえ。私はこれから煩はん瑣さな用事があります」

〝齟齬〟も〝抜本的〟も〝静謐〟も軽々と理解したようだ。しかも返す刀で〝煩瑣〟ときた。〝煩瑣〟の言葉の意味は確か「こまごましてわずらわしい」だったっけ……。う～む、どうやら帰国子女の線は薄そうだ。

　俺がしばらく黙って考えていると、会話が途切れて変な間が出来てしまった。

　グラウンドからは運動部が発する景気のいい声、校舎からは少し下手くそなピアノの音ね色いろが聞こえてくる。

　しばらくはお互いに黙っていたのだが、さすがにいたたまれなくなったのだろう。ミサキモドキさん（仮）は「ではごきげんよう」と言って踵きびすを返しスタスタ歩き始めてしまった。

「あ、ちょっと！　名前聞いていいですか？」

　いつまでもミサキモドキさん（仮）と呼ぶわけにはいかない。せめてお名前をお聞かせ願いたい。

「私の名前は、二にの宮みや向日葵ひまわりです。ではさようなら」

　そう言うと今度こそ去って行ってしまった。

　ニノミヤヒマワリ。素敵な名前だ。それに、彼女もユウくんに負けないぐらいに綺き麗れいな声をしている。喋り方に難なんがあるので惚れるほどではないが。

「おっとよっしくん！」

　物もの思おもいにふける俺にいきなり話しかけてきたのはユウくんだ。

「わっ！　急に綺麗な声で話しかけるんじゃない！　ときめくだろ！」

「驚くじゃなくて!?　てか、音好くん今のナンパ？」

「な……違う！　二人の間の〝齟齬〟を正そうとしてただけだ」

「ソゴ？　あのデパートの？」

「それ〝ＳＯＧＯ〟な。……ユウくん帰国子女じゃないよね？」

「違うよ。それより今の子、二組の二宮さんだよね」

「知ってんの？」

「美人は目立つし、入学式で朗読部のチラシも貰ってたしね。でも、あの子全然喋らないって二組の友達が言ってた。だから早速クラスで浮いちゃってるんだってさ」

「良くも悪くも目立っちゃってるわけか」

「ま、目立つって事なら僕もこの声だし、ちょっと浮いてるけどね……」

「じき落ち着くさ。でも目立つのって大変なんだな」

「音好くんは大丈夫？」

「まったくもって大丈夫」

〝悩みを解決してくれるただの便利な奴〟……ぐらいにしか思われていなかったであろう、暗黒の中学時代を思いながら俺は答えた。

「朗読部に入るといいね、二宮さん」

　ユウくんの言葉をきっかけに、俺達二人は朗読部の先輩達がいる教室へ向かったのだった。




　教室に着くと、先輩達は全員集合していた。先輩達と会うのは昨日保健室にダッシュして以来だから、まずは謝っておかねばなるまい。

「昨日はお騒がせしました。もう大丈夫なので、御迷惑でなければ朗読部に入れていただきたく参りました」

　なるべく丁寧に謝罪の意を表明したのだが、四人の先輩達は俯うつむくばかりで何も言ってくれない。まさか入部を拒否されるのだろうか……。それも仕方ないなと思っていると、ジロー部長が体を震わせ始めた。

「あ……あの……っふっ！」

「ど、どうしました？」

　俺がそう聞くと、ミユキ先輩、チューさん、さらには稲穂先輩までもがプルプルと震え始めた。

「フハハハ！　ダメだ！　こらえきれない！」

　そんなジロー部長の笑い声をきっかけに、ダムが決けつ壊かいするように四人の先輩がお腹を抱えて笑い始めた。

「もうジローったら！　フフフッ……絶対に笑わないってみんなで約束……フフッしたじゃないの」

　ミユキ先輩が笑いながら部長を責めている。笑わない約束って何だ!?　俺が混乱していると、チューさんが目に涙をためながら説明してくれた。

「悪い音好。ククククッ……！　昨日あまりにも心配だったから、ユウの奴にあの後どうなったか聞いたんだよ。クククッ……！　んで、お前が勘違いしてたって話を聞いて……ハハハハ！」

　たまらず笑いだし、それ以上喋れなくなったチューさんに代わって、ジロー部長が話を引き取った。

「真実が分かったら、心配してた分笑えてきちゃって。でも笑うと音好くんかわいそうだから、今日は絶対笑わないでおこうってみんなで言ってたんだ」

　最後は稲穂先輩がニヒルに笑いながら言う。

「ヒヒヒヒ。なのにジロー先輩、真っ先に笑いだすんだもの。真剣な表情で『絶対笑わないでおこう』って言ってたのに。ヒヒヒヒ……」

　ようやく事態が飲み込めた俺は、抗こう議ぎの意味も込めてユウくんを軽く睨にらんだ。

　当のユウくんは申し訳なさそうに言う。

「ごめんね。先輩達本当に心配してたみたいだったから。細部はぼかして喋るつもりだったんだけど上手くいかなくて」

「いや、うん……そうか。しょうがないよな」

　元はと言えば盛大に勘違いしてパニックになった俺が悪いのだ。これ以上ユウくんを責めるのは酷こくというものだ。彼は彼で、俺が変人扱いされないように動いてくれたのだ。感謝しこそすれ、恨む事はない。

　それでも念のためこれだけは聞いておこう。

「余計な事は言ってないよな？」

「ん？　余計な事……たぶん言ってない」

「じゃあいいんだ。みなさんもお騒がせしました」

　俺が周囲を見まわしながらそう言うと、先輩達も笑いの波が引いたらしい。それぞれがいつもの表情に戻って居住まいを正していた。

　何にせよ誤解は解けたようなのでよかった。これからは楽しい朗読部ライフが始まるだろう。そんな事を考えていると、稲穂先輩がポツリと一言。

「ヒヒヒヒ。しかし、大人しそうな顔して、女の子が大好きって叫ぶなんて……あんた私が思った以上の逸いつ材ざいね」

　余計な事言ってるじゃないかユウくん！

　図らずも入学数日で〝女好き〟のレッテルを貼られてしまった。一難去ってまた一難。俺は前途多難な学生生活を思い、人知れず深いため息をついたのだった。
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　朗ろう読どく部ぶへ仮入部して間もない、四月中旬の放課後。俺とユウくんの新入部員コンビは、一年一組の教室で途方に暮れていた。

「ユウくんどうだった？」

「全然ダメ……。そっちは？」

「こっちもダメだった」

　小声でボソボソ会話して、二人同時に「ふぅ……」とため息をつく。どこかから聞こえてくる下手くそなピアノの調べが、物悲しさを増ぞう幅ふくさせている。

　ユウくんの顔にはいい感じで夕日が当たり、その表情は愁うれいを帯びて何だか色っぽい。

　一方俺の表情は、完全な逆光で隠れており、肩を落としたシルエットだけが強調されてとても陰気くさい。この世界では、太陽もイケメンに味方するのか。

「あれ、音おと好よしくんそれ耳みみ栓せん？」

　不意にユウくんが俺の耳元を見ながら尋ねてきた。俺がいつも装着している耳栓を見つけたようだ。目立たないように加工してあるのに良く気付いたものだ。

「あぁ、うん。聞こえ過ぎるからいつもつけてるんだよ」

　俺は二つの耳栓をスポンと外して掌てのひらで弄もてあそびながら答える。

「僕の声が聞きたくないわけじゃないんだね」

「そんなわけないだろ」

「なんか安心した」

「できればずっと耳元で囁ささやいてて欲しいわ」

「なんか不安！」

　耳栓なしで聞くユウくんの声はひときわ美しい。俺は放課後ユウくんと話す時は絶対に耳栓は外そうと心に決めたのだった。

　それはさておき、どうして俺達がこんなにも陰気モードになっているのか。発ほつ端たんは一日前だった。




「はい、これで仮入部完了！　本入部が来週だから、一応まだ入部取り下げはできるけど言っとくね。ようこそ朗読部へ！　イェイイェ――イ！」

　朗読部部長の志し村むら誠せい二じ郎ろう、通称ジロー部長が満面の笑みで言う。入部届けが受理され、俺とユウくんは晴れて朗読部の一員になった。なったのだが……。

「よし、じゃあチューくん説明よろしくぅ！」

　ジロー部長の指名を受けて、二年生の北きた沢ざわ忠ちゆう助すけ先輩、通称チューさんが話し始める。

　朗読部の議長的な役割はチューさんが担っているようだ。

「二人とも入部おめっとさん！」

「ありがとうございます」

　俺とユウくんは異い口く同どう音おんにお礼を述べた。

「入って早々悪いが、二人に頼みたい事がある」

　座っていた椅子から立ちあがり、一メートル九十の長身を折り曲げるようにしながら顔を近づけ、こちらへ話しかけるチューさん。口調は優しいが威い圧あつ感かんは十分だ。

「な……なんでしょうか」

「我が校には多種多様の部があるんだが、部活動を続ける上でのいくつかのルールがあるんだ」

「なるほど」

「んで、そのルールが守れなかった部は、問答無用で〝同どう好こう会かい〟に格下げされる」

「はぁ……」

　俺もユウくんも、まだチューさんが何を言わんとしているのかが分からない。

「格下げされると、部費がカットされたり、部室がもらえなかったり、たくさん弊へい害がいがあるっつうわけだ」

　ここに至ってだんだん話が読めてきた。そんな俺の表情を読み取ったのか、チューさんが一気に話の核心に触れる。

「さてそのルールの中に、こんなものがある。部員数は七名以上である事！」

「……けど、今いるのは俺とユウくんを合わせても六人」

「イエス！」

「足りない一人をどうにかしないといけない」

「イエス！」

　ここで、じっと黙って聞いていたユウくんも口を挟む。

「二～三年生だと、既に部活動に入ってる人ばっかりだから、新入部員は一年生の中から探すのが手っ取り早いですね」

「イエス！　で、俺達上級生の勧誘活動は期間が定められてて、その期間以外で勧誘すると重大なペナルティがあるんだわ」

「じゃあ急いで勧誘しないと！　その期間っていつまでですか？」

「イエス！　……タデイ」

「……昨日!?」

　驚いた俺とユウくんが同時に声を出す。そしてようやく先輩方が何を言わんとしているのかが百パーセント理解できた。

「つまり、俺とユウくんで勧誘活動しろ……って事ですか!?」

「嫌っす？」

　後輩に大役を押し付けるのが後ろめたいのか、チューさんは上目づかいで小首をかしげながらそう言った。恐ろしいぐらい可愛くない。ただただ怖い。

　にしても、これは責任重大だ。入部初日から、部の存続をかけた仕事を任されるとは思わなかった。スポ根物でよくある「次の大会で優勝しなかったら廃はい部ぶ」とかのレベルじゃない。いきなりクライマックスだ。

　黙っている俺とユウくんの心情を慮おもんぱかったのか、副部長のミユキ先輩が笑顔でやさしく声をかけてくれる。

「そもそもは私達が勧誘できなかったのが悪いんだし、同好会でも活動できないってわけじゃないから気楽にやってみてくれないかしら？　部がなくなっても、もちろん恨んだりはしないわ」

　恨む恨まないは別にかまわないのだが……。俺は暗あん澹たんたる気持ちになった。

　結局高校に入っても、トラブルシューターのような事をやるハメになっている。この運命からは逃れられないのか……。

　そう思って先輩達の表情を窺うかがうと、みんな一様に不安そうだった。中学時代、相談者に何度も見せられた表情だ。この表情に俺は弱い。これを見せられると、結局最後にはトラブル解決を引き受けてしまうのだ。

「（まぁ、今回限りは構わないか……）」

　ひとつ大きく深呼吸して、先輩達の方へ視線を向ける。ここはビシッとかっこよく引き受けようではないか！

「やります！」

　いきなりユウくんが叫んだ。気合いのみなぎった凄く良い顔をしている。たまに彼が見せるこの積極性は何なのだろう。完全に先を越されて焦った俺は、慌てて同意した。

「……おおおお、俺もやるまっする！」

　焦りすぎて舌がもつれ、セリフを嚙かんでしまった。しかもやると決意したのはほぼ同時なハズなのに、ユウくんの決意に引っ張られたみたいになってしまった。

　悔しい上に恥ずかしい。

　そんな俺の気も知らず、ジロー部長は両手で力ちから瘤こぶを作って力強く叫んだ。

「よろしくお願いしマッスル！」

　やめてくださいジロー部長！　あなたがとてもいい人だという事は分かったので、もう黙っててください！　恥をかくのは俺一人で十分です！

「じゃあ早速今から探してきてちょうだい。善は急げっていうものね」

　ジロー部長のマッスル発言は半ば無視して、ミユキ先輩がフォローの言葉を入れてくれたので、白しらけた空気にはならずに済んだ。

　ミユキ先輩に限らず、みんなジロー部長の扱いに慣れている。俺も早く慣れなきゃなと、そんな事を考えていた俺の耳にユウくんの控えめな声が聞こえてきた。

「それじゃあ、行ってき……マッスル」

　笑ったのは部長だけだった。ユウくんも部長に負けずいい奴だ。でもユウくん、慣れない事はするもんじゃないぞ！　大怪我するぞ！




　……というのが昨日の出来事。そして今日、俺とユウくんは二人で途方に暮れているわけだ。

「知り合いには大体声かけたけど、みんなもう入る部活決めちゃってるんだよね」

　ユウくんが困ったような声を出す。相も変わらず、惚れ惚れするようなエンジェルボイスだ。もしユウくんが女性だったら、この声だけで部員十人は釣れそうなものなのに。あぁ神様、今からでもいいので、どうか彼を女性にしていただけないでしょうか。

　叶うはずのないお祈りをして時間を無む駄だ遣づかいする俺に、ユウくんが話しかける。

「朗読部ってマイナーだからね。……って音好くん聞いてる？」

「聞いてるけど、なんでこの世には男と女がいるんだろう……」

「どうしたの!?」

「あ、いやこっちの話。ところで、入学式の日のプログラムに〝部活紹介〟ってのがあったと思うんだけど、朗読部はどんなことしたんだ？」

「そっか、音好くんその時は保健室だったね」

　そう、俺は見ていないのだが、我が流りゆう星せい高校は部活動に力を入れており、入学式の部員勧誘を黙もく認にんしている上に入学式の日に各部活の紹介が為なされるのだ。確実に学年全体が揃そろう日だし、関係のない二～三年生を巻き込まずに済むこの日にやっちゃおう……という考えらしい。

「朗読部は部長が一人で舞台に出てた」

「ふぅん。やっぱり舞台上でもグイグイ勧誘してた？」

「いや、それがジロー部長って注目が集まり過ぎると緊張する性質らしくて……」

「普段あの感じなのに!?」

　俺は恥ずかしげもなくマッスルポーズを決めるジロー部長の姿を思い浮かべた。ユウくんも同じシーンを思い浮かべたようで、苦笑いしながら言う。

「なんかチグハグだよね」

「うん、なんて言うか〝上品な味のジャンクフード〟みたいな……」

「ははは、言えてる！」

「でも部長が緊張しちゃうなら、ミユキ先輩とかチューさんとか別の人が舞台に出ればよかったんじゃない？」

「それが入学式の音おん響きようのお手伝いで、他の先輩達が駆り出されてたみたい。チューさんとミユキ先輩は当日のナレーションをやってて、稲いな穂ほ先輩は機材に張り付いてたから、必然的に部長が」

「消極的な消去法で決まったんだな……。で、どうだった？」

「贔ひい屓き目めに見て……ひどかった」

「贔屓目に見ても!?」

「うん。ジロー部長、緊張で言おうとしてた事が頭から飛んじゃったみたい。カンペもあったらしいんだけど、なくさないようにチューさんに預けたっきり、本番前に受け取るのを忘れてたみたいで」

「ジロー部長が舞台上で焦りながらはにかむ姿が目に浮かぶな……」

「暫しばらくあたふたしてたんだけど、ここでチューさんの起死回生のフォローが入ったんだ」

「おぉ！」

「まずスピーカーを通してこう言ったんだ。『当て振りアピール始めます』って。で、カンペはチューさんの手元にあったから、それを読んだんだって。ジロー部長はその言葉に合わせて、さも喋ってるように体を動かせばいい。途中からはチューさんも余裕出て来たのか、『はー暑いな』とか言って、ジロー部長はその言葉に合わせて汗ぬぐうポーズとったりして」

「なるほど。チューさんは機転がきくなぁ」

「現場もすっごいウケてた」

「ならいいじゃないか。ひどかったって何が？」

「パフォーマンスがウケて、テンションあがったんだろうね。ジロー部長がチューさんの声に合わない動きをやり始めて……」

「具体的には？」

「バク転とか」

「おぉ…………」

　リアクションに困った俺は、思わず言葉に詰まる。

「体育館にいたみんなも、今の音好くんみたいな反応だった。で、焦ったジロー部長はおもむろに制服の上を脱いでマッスルポーズ。で、大声で『目立ちたい君は朗読部へ！』って叫んで、そこで強制退場」

「ひどいなんてもんじゃないな！」

「うん。だから贔屓目に見て、ひどかった」

　ユウくんの話を聞いて、そう言えば思い当たる節があった。クラスのみんなに「朗読部に興味ない？」と聞いた時に「え！　音好朗読部入るの!?」と、ものすごい驚かれたのだ。その反応にたじろぎながらも「結構刺激的な学生生活送れそうじゃない？」と言ったら、「確かに刺激は強そう！」と妙なリアクションを返される。

　伏ふく線せんは入学式に張られてたわけだ。

「あれさえなきゃなぁ……」

　悔しそうにつぶやくユウくんを見て、俺はある事を思い出して質問する。

「……そう言えば、二宮にのみやさんはどうだった？」

　彼女は少なからず朗読部に興味があるはずだ。

「全然ダメ。話しかけたら逃げられた。何でだろうなぁ。この朗読部の勧誘チラシ、興味深そうに見てたのにな」

「チラシか……案外そこに謎なぞが隠されてるのかもな」

　そう言って俺は、手元のチラシをマジマジと見つめる。彼女もこうしてチラシをしっかりと見つめていた。興味を持っているのは間違いない。でも思い切って誘ったら急に突き飛ばされたし……。

　そこまで考えた俺は、ふと自分が彼女に何を言ったのかを思い出していた。俺はこう言った。

『キミの声は、その……特とく徴ちようがあってみんなにウケると思うんだ！』

　でもこれは、ユウくんの声を二宮さんの声だと勘違いしてた時のセリフだ。もしこの誘い方が間違いだったとしたら……。

　俺は再度チラシを見つめる。そしてそこに書かれている、ある一文が目についた。

　その瞬間、何かがひらめく予感がした。

　俺は両手で耳をふさいだ。

　彼女の行動の根底にあるもの……そして朗読部に興味を持った理由……。バラバラのピースが、次第に一つにつながっていく。

「（……これだ！）」

　ピンと来た俺は、ズボンのポケットからスマホを取り出し、ある番号につなげる。

　相手は中学からの友人、根ね越ごし栄えい太ただ。その名前はネゴシエーター、つまり交渉人を連想させるが、彼は完全無欠の情報屋である。

　噂話に敏びん感かんで、何でも目ざとく見つけ、俺ほどではないが耳もすこぶるいい。不穏な空気を察知する能力にも優すぐれ、中学生時代はとにかく良くトラブルの現場に居合わせた。そのせいで、三年生の時には「実はすべての事件の黒くろ幕まくなんじゃないか」という噂が立ったほどだ。

　その噂自体も、彼はいち早く耳に入れていたらしいが。

　そんな彼は、自分の能力を生かすべく新聞部に入部を決めていた。新聞部に根越栄太……まったく、適材適所にもほどがある！

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　根越はワンコールで電話に出た。彼は二コール以上相手を待たせない事で有名だ。

「相変わらずトラブル解決してるのか音好」

　こちらの用件をズバリ言い当てる事でも有名だ。

「まぁ色々あってな……」

「何だよ、トラブルシューターは中学で終わり、って言ってなかったか？」

「今回限りだ……」

「大丈夫か？　声に元気ないぞ。でも俺は好きだぜ、お前のそういう所」

「お前に好かれてもなぁ……って、んなことはどうでもいいんだ！」

　話がズレてしまったので、俺は急いで本題に入る。

「二宮向日葵ひまわりについて知ってる事を教えて欲しい」

「いいぜ、教えてやるよ。お前の質問はいつも刺激的だな」

　何が刺激的なのかは分からないが、根越は機き嫌げんよく喋り出した。

「父親は世界的なトランペット奏そう者しやで、母親はピアニスト。本人も母親仕込みでピアノを演奏できるらしいぞ。演奏のために海外を飛び回る両親とは、離れて暮らしがちだ。だから親しん戚せきの家に預けられる事が多くて、幼少期から中学校卒業まで四国の愛え媛ひめで過ごしたみたいだ。で、つい最近親戚の引っ越しを機に東京に来たみたいだな」

「お前どこでその情報手に入れたんだ？」

「ダメだ、情報元は明かせない……けど、今回は別にいいか。本人から聞いた」

「ウソだろ!?　彼女は全然喋らないって聞いたぜ」

「全然そんな事なかったぞ。まぁ状況は特とく殊しゆだったな。英語の授業で二人一組になって英語で自己紹介し合うってのがあったんだよ。そんで偶然パートナーになって、色々喋った。両親が海外を飛び回ってる影響で、小さいころから英語を勉強してたらしいぜ。海外留学するのが夢なんだと」

　根越がこともなげに言う。彼も英語を、というより語学全般を得意としている。にしても、入学早々「二人一組になれ」という指示を出すとは……その英語教師は要注意だ。

　ともあれ、知りたい情報はすべて出そろった。大収穫と言っていいだろう。

「ありがとう根越。さすがだな」

「なーに、ギブアンドテイクだ。何か情報仕入れたら教えてくれよ」

　彼特有の決まり文句を言って、根越は電話を切った。

　ひと仕事を終えた俺は、短く「ふっ」と息を吐く。そんな俺の様子を見て、通話中に大人しく黙っていたユウくんが矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせてきた。

「音好くん誰に電話してたの？　どんな会話したの？」

「まぁまぁ、一個ずつ答えるから」

　とりあえず俺は、ユウくんに根越の人となりと、彼との会話の内容を細かく聞かせた。最後までうんうん頷きながら聞いていたユウくんだったが、話を聞き終わると不思議そうに首をかしげた。

「今の話で、二宮さんを説得する材料見つかったの？」

「あぁ、バッチリ。彼女が朗読部のどこに惹ひかれたのか、やっと気付いたよ」

「どこどこ？」

　ユウくんに請われ、俺は二宮さんが何故なかなか喋らないのか、そして何故朗読部に惹かれていたのかを説明した。

　話が終わると、ユウくんは目を輝かせながら叫ぶ。

「なるほど、そうだったのか！　すごいよ音好くん！」

「そ、その声で褒められると照れるぜ！」

「ただの女好きってわけじゃなかったんだね」

「そ、その声で言われると落ち込むぜ……」

　緩急のあるユウくんの言葉に振り回されながらも、俺は制服の襟えりを正して椅子から立ち上がった。

「よし、二宮さんの所に行こう」

「もう教室にはいなかったよ。帰っちゃったのかも」

「いいや、彼女はまだ校内にいる。よく聞いてみな、ユウくん」

　俺に言われて、ユウくんが眉をひそめながら耳をすませる。聞こえてくるのは美しいピアノの調べだ。

「ピアノ？」

「そう、ピアノだ。ここ最近放課後に良く聞いてたピアノは、お世せ辞じにも上手いとは言えなかった。でも今の演奏はとても素晴らしい。俺の耳が言っている。この演奏者はプロの手ほどきを受けている、と。だから恐らく弾いてるのは……」

「二宮さん!?　良く聞き分けられるね……僕には同じに聞こえる」

「楽器の音ってのは演奏者で顕けん著ちよに変わるもんなのさ。俺は両親の趣味で、クラシック音楽を子守歌にして育ったんだけど、一番のお気に入りが第九でね」

「ベートーヴェンの？」

「そうそう。第九さえ聞かせてたら大人しく眠ってたらしいんだけど、小お澤ざわ征せい爾じ指揮のサイトウ・キネン・オーケストラ以外のバージョンだと「これじゃない！」とでもいうように泣きじゃくってたらしい」

　ユウくんがいいリアクションを返して来るので、俺もついつい饒じよう舌ぜつになる。彼の他人を警戒させない声色と表情は天性のものだろう。話をどんどん引き出される。

「昔から音に敏感だったんだね。あ、そう言えば噂で聞いたんだけど、音好くんのお父さんって……」

「あぁ、アナウンサーだよ」

「やっぱり！　田た野の正しよう太た郎ろうさんだよね!?　『生き物ワクワク紀き行こう』のナレーション、僕いつも聞いてるよ！」

「俺も嫌と言うほど聞かされた……。実生活でもよく使うんだよ。夜遅くまで起きてたら『ニホンオトヨシは夜行性です。好きなテレビ番組が終わるまで、決して寝る事はありません。おや？　夜食にラーメンを食べるようです。冬ごもりの支し度たくでしょうか』とか言ったりしてウザいウザい。会いたいなら今度紹介するけど、ただのおっさんだぜ」

「やった！　約束だよ！」

「……って、演奏終わりそうだな。急ごう」

　こうして俺達は、ピアノの音がする第二音楽室へと向かったのだった。
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　第二音楽室の前でしばらく待っていたら、不意にピアノの音が止んだ。その後しばらく、女生徒がキャッキャウフフと会話する声が聞こえて来て、それがしばらく続いてようやくドアが開いた。

　最初に出て来たのは、背が低くて目がくりっとした、動物のリスを思わせる女生徒だった。名前が分からないので、ここではリス子と呼ぶ事にする。

　リス子は一瞬俺に視線を向けてギョッと驚いて不ふ審しんな表情を見せた。

　完全に怪しまれている。しかし彼女は続いてユウくんに視線をやると、不審な表情を一瞬で消しさり、目を大きく見開いて小首をかしげて「何か用かな？」と甲高いアニメ声を出した。視線はユウくんに釘くぎ付づけだ。

「二宮さんいますか？」

　リス子の問いに答えたのは俺だ。イケメンの前で態度を変える女子に出会いのきっかけを与えるほど、俺は人間できていない。《恋の芽は、花咲く前に、詰み取ろう》。今月の俺の標語だ。今決めた。

　ムッとしたような表情を見せるリス子に俺は畳たたみかける。

「二宮さんだけに用があるんです」

「あれ？　もしかしてキミの彼女だったりするのかな？」

　リス子は俺を無視してユウくんに話しかける。彼女には俺の姿が見えていないのか。しかも、自然と恋愛トークに持っていくあたりが抜け目ないというかさすがだ。

　しかし感心している暇はない。俺は恋愛上手の齧げつ歯し類るいに再度尋ねた。

「彼女であろうがなかろうが、二宮さんいます？」

　このセリフを聞いて、ようやくリス子は俺に視線を向けた。ユウくんを見る時は満月のように丸かった瞳が、今は半月のようになっている。もちろん俗に言う下か弦げんの月だ。

　暫しばらく睨み合ったのち、俺が絶対に引かないと悟ったのだろう。リス子は「二宮って子なら、中にいるわよ」とだけ言って、クルミを持つように両手でかばんを抱え、さっさと帰ってしまった。完全勝利だ。はっはっは……はは、虚むなしい！　虚しすぎる！

《もう二度と、人の恋こい路じは、邪魔しない》。来月の標語にしよう。

「あ、二宮さんいたよ！」

　ユウくんのエンジェルボイスで、俺はここへ来た本来の目的を思い出した。そうだ、二宮さんだ。彼女を朗読部に勧誘するためにやって来たんだった。

　ユウくんが示す方に目をやると、二宮さんは第二音楽室の中ほどで、上級生らしき人に何か熱心に話しかけられていた。聞くと〝音楽同好会〟にぜひ入ってくれ、という勧誘のようだった。あのピアノの腕前だ。誘いたくなるのも無理はない。

「ね、絶対楽しいからやろうよ！　吹すい奏そう楽がく部ぶみたいに厳しい練習があるわけじゃないし、来たい時に来てくれたらいいから！」

「……保留します」

「もう！　そればっかりじゃない。ウチの高校は部活動は必ひつ須すだから、どこかには入らなきゃダメなんだよ!?」

　音楽同好会の代表らしき人が、二宮さんにグイグイ迫っている。

　どちらかと言えば華きや奢しやな二宮さんに対し、音楽同好会の部長はがっしりした体格で、それなりにふくよかだ。顔はやや下しも膨ぶくれで、ザクッと切ったような短髪が快活さを思わせ、少し離れた目がカピバラを思わせる。ここではカピ子と呼ぶ事にしよう。

　カピ子は反応の薄い二宮さんに、尚なおも熱く語りかけている。

「絶対楽しいから！　音楽って世界を救うと思わない？　ねぇ、私達を助けると思って入ってよ！」

「……」

　世界を救うとか壮大な事を言っておいて、最終的には私達を救ってとミニマムな話になっている。魔王を倒す旅へと出発しようとする勇者に「ついでだから、生ゴミ捨てといて」と頼むようなものだ。

　なかなか話が終わりそうにないので、俺は話に割って入る事にした。

「二宮さん、ちょっといいかな？」

　突然会話に割り入って来られたカピ子は、機嫌の悪そうな眼まな差ざしをこちらに向けた。その表情は、明らかに「邪魔すんじゃねー！」と言っているようで怖い。俺が一瞬ひるんでいると、横にいたユウくんが助け船を出してくれた。

「僕達二宮さんに話があるんです。いいですか？」

　ユウくんの言葉を聞いた……と言うかユウくんの姿を見たカピ子の態度は、明らかに軟なん化かした。さっきまでの「邪魔すんじゃねー！」オーラが、「んもぅ、邪魔しないでよねっ！　ぷんぷん！」オーラに変わっている。イケメンってすごい。

「ん～と、今はちょっと取り込み中なの。そこの机に体験入部者の名前やプロフィール書く紙があるから、記入して待っててね！」













　カピ子は二宮さんを解放しないどころか、図ずう々ずうしくも俺達の……と言うかユウくんの個人情報まで手に入れようとしてきた。恐ろしい女だ。

　それでまたユウくんも人が好いもんだから、言われた通りにプロフィールを記入しようとしている。俺はその手をガッと摑つかみ、物理的にユウくんの個人情報流出を阻止した。

　さっきも言ったが、イケメンの前で態度を変える女子に、出会いのきっかけを与えるほど俺は人間できていない。

　俺はカピ子に話しかける。

「あの～、先輩」

「何よ！　待っててって言ったでしょ！　ルールは守りなさい！」

　それを聞いた俺は、さすがにカチンと来た。勝手に作られたルールを「守りなさい！」と言われても困る。ここはいっちょこらしめねばなるまい。

　俺はおもむろにズボンのポケットからスマートフォンを取り出して、画面をピタピタ触り始めた。

「先輩。最近のスマホっていろんな機能が付いてるんですよ。……知ってました？」

「は？　人の話聞いてる？　ちょっと黙ってて」

『は？　人の話聞いてる？　ちょっと黙ってて』

「今のが録音機能です。よくとれてますね」

「ちょ……どういうつもりよ！」

　いまだ強気の態度を崩さないカピ子に、俺は続けて言う。

「さっきルールは守りなさい……って言ってましたけど、この学校にもルールがあるんですよね。新入生を部活に勧誘する際のルール」

「……え」

「確か上級生が勧誘できる期限って、決まってたよなぁ。守らないと重いペナルティがあるらしいですよ。期限っていつまでだったかなぁ。分かります？」

「…………」

「答えられないなら次の問題です。俺はいつから〝録音〟していたでしょう？」

　さっきまで勢いのよかったカピ子が、今は温泉にでも浸つかっているかのようにとても静かになっている。どうやら俺が何を言わんとしているのかを理解してきたようだ。ちなみに、さっきのセリフ以外は録音していない。ただのハッタリだ。

「そっちが取り込み中なら、その間に職員室行ってきますけど」

　そう言った俺は、何も言い返せずにいるカピ子の方に向けてスマホを掲かかげた。

　パシャ！

「ちなみに今のがカメラ機能。って、これはガラケーにも付いてるか。んじゃ証拠そろったんで、そっちがまだ時間かかるなら今のうちに職員室行ってきます」

「待って！　……悪かったわ。録音データ、消してちょうだい」

「学校のルールを破った不正行為を見逃せって言うんですか？　気が進まないな」

「お願い。何でも言う事聞くから」

　カピ子のそのセリフに、不覚にも一瞬エロい妄もう想そうが頭に広がってしまう俺。いかんいかん、相手はカピ子だぞ！　俺は心で「渇かつ！」……じゃなかった「喝かつ！」と唱え、必死で邪念を振り払った。

「じゃあ、二宮さんを解放してください。彼女に用事があるんです」

「分かったわ。データ、消しといてね」

　それだけ言うと、カピ子はようやく二宮さんを解放した。目を潤うるませて、少しほっとした様子の二宮さんを見ると、それだけで良い事をした気分になる。

　確かな満足感を覚え、第二音楽室を出た俺であったが、本来の目的をまだ果たしていない事に気付いた。カピ子の勧誘に疲れているところを悪いが、二宮さんにはもう少し付き合ってもらわなければいけない。

「二宮さん。人のいない所で話そう。誰にも会話聞かれない所で」

　俺のその提案に、彼女は黙ってコクリと頷いた。
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　俺が話す場所に選んだのは、校舎に囲まれた中庭だ。目立つ場所ではあるが、今回大事なのは誰にも会話を聞かれない事で、ここならその条件にぴったりなのだ。

　中庭の中央には直径十メートルほどの池があり、中では錦にしき鯉ごいが悠々と泳いでいる。

　俺達は池のそばにあるベンチに並んで腰かけた。

「よし、ここなら誰にも会話を聞かれないぞ」

　俺は二宮さんに聞かせるために、ややわざとらしいひとり言をつぶやく。

　しかし二宮さんは、やはりまだ緊張しているのか、こわばった表情で俯うつむいたままだ。

　早く安心させてあげたい。でもそのためには、彼女に殻からを破ってもらう必要がある。すなわち、彼女から声を発してもらう必要が。俺は慎しん重ちように話を進める。

「えっと、俺もこのユウくんも、二宮さんが隠してる事に気付いたよ」

　俺の言葉を聞いた二宮さんは、俯けていた顔をバッと上げ、驚きの表情でこちらを見つめた。大きな目をぱちぱちさせているその仕草が可愛い。しかし、まだ口はギュッと引き結んでいる。

「ユウくんも似たような悩み抱えてたんだよな？」

　俺の言葉を受けて、ユウくんが語り出す。これは事前の打ち合わせ通りだ。

　先ほども述べたが、無む防ぼう備びとも思えるユウくんの表情や言葉には、相手の警戒心を解く効果がある。そして清せい浄じようなる声色には、人に心を開かせて会話を引き出す力がある。

　俺は聴覚には絶対的な自信があり、声色で人の感情が読めたりする。しかし声を発しない人物に対してそのスキルは無意味だ。そういう意味で、ユウくんの人じん心しん掌しよう握あくスキルは、俺にはない「聞く能力」と言えた。

「僕って男なのにこの声でしょ？　小学生の時は気にしてなかった。他の男の子よりちょっと高い声かな、ぐらいだったから」

　いまだ言葉を発しないが、二宮さんはユウくんの言葉に真剣に聞き入っている。

「中学に入って、変へん声せい期きになった頃から、これは変だなって。周りの男の子はどんどん声が低くなるのに、僕だけ高いまま。それが嫌で、あんまり喋らなくなっちゃった。今の二宮さんみたいに」

「……」

「でね、中学三年の時の文化祭で人にん形ぎよう劇げきをやったんだ」

　これは俺も知らない話だ。ユウくんも二宮さんのために、だいぶ腹を割って話してくれているようだ。

「演えん目もくは『ライムライト』だった。チャップリンの名作だね。僕は大道具に立りつ候こう補ほして、舞台の枠組みなんかを作ってた。で、当日を迎えたんだけど、ナレーションの子が風か邪ぜで休んじゃったの」

　時折視線をこちらにも向けながら、ユウくんの話は続く。

「誰かが代わりにやらなきゃって時に、僕に白しら羽はの矢が立ったんだ。大道具は当日やる事がないからね。凄く嫌だったけど、しょうがないから一生懸命やった。すごく恥ずかしかったけどね。で、劇はナレーションで終わるんだけど、終わった瞬間……」

　そこでユウくんは当時を思い出すようにやさしく微笑んだ。とても自然で、イケメンだからというわけではなく、魅力的な笑顔だった。

「万ばん雷らいの拍手！　もちろん、僕に向けられたものじゃなかったと思う。でも、当時の僕にはそれがとっても嬉しかったんだ。……とっても嬉しかった」

　そこまで言うと、ユウくんはしばらく黙った。二宮さんは、まだ声は発していない。ただ、さっきまで固く結ばれていた口が、少しゆるんでいるように見えた。

「それ以来、不思議と自分の声は気にしなくなった。やっぱり色々言う人もいて嫌な思いをする事もあるけど、この声が大好きって言ってくれる人もいるし」

　ユ……ユウくん、それは俺の事なのか!?

「まぁその人は、盛大な勘違いもしてたんだけどね！」

　俺の事でした！　その節は済まなかったなユウくん！　頼むからもう忘れてくれ！

「今はこの声を武器に、ナレーション関係の仕事に就つきたいと思ってるんだ。だから朗読部に入ろうって」

　最後にフゥッと息をついて、ユウくんの打ち明け話が終わった。感動的な話だった。二宮さんの心も、かなりほぐれてきたようだ。一方俺は、スマホをピタピタ触りながら、とても気になる事……と言うかその時一番聞きたかった事をユウくんに尋ねた。

「ユウくん自身は、自分の声は好きか？」

「うん！　大好きだよ！」

　即答だった。その言葉には、微み塵じんの迷いもなかった。そんなユウくんの自信に後押しされたのだろうか。ついに、二宮さんが沈ちん黙もくを破る。

「ウチもユウくんの声、ええと思いよんよ」

　カンペに書かれたような借り物の言葉ではなく、間違いなく彼女自身の言葉だった。標準語ではなく、明らかな方ほう言げんだった。

　そう、彼女はものっすごい方言がキツい子だったのだ。

「ウチも喋るの怖いけん、共感したっちゃ」

　人生の大半を愛媛で過ごしたと聞いていたので、伊い予よ弁べんだけかと思ったら、九きゆう州しゆう訛なまりも少し入っている。一緒に住んでいた親戚が九州出身なのだろうか？

　俺もまさかここまで方言がキツいとは思っていなかったので、ちょっとうろたえてしまった。そして妙なイントネーションの言葉を聞いた事で一気に心拍数が上がり、息切れとめまいまでしてきた。

　胸のあたりがムワンムワンして、一瞬意識が飛びかける。

　マズい……ここで倒れるのはマズい。せっかく開きかけた二宮さんの心が、再び閉ざされかねない。

　俺は倒れるのをぐっと我慢して〝切り札〟を出した。彼女の心に響く誘い文句を。

「二宮さん。勧誘チラシにも書いてあったけど、朗読部に入ると〝標準語の正しいイントネーション〟が身に付くよ。どう？　入っ――」

「入る！」

　セリフ食い気味で、あっさりＯＫが出た。決まる時は、こんなもんである。

　でもやはりそうだった。彼女は自分の言葉のイントネーションにコンプレックスがあり、それを矯きよう正せいしたくて朗読部に興味を持っていたのだ。

　彼女がクラスであまり喋らないのも、方言を気にしての事だろう。俺が最初に渡り廊下で喋った時に言った『キミの声は、その……特徴があってみんなにウケると思うんだ！』というセリフは嫌みに聞こえただろう。

　俺が「受けがいい」という意味で使った「ウケる」を、二宮さんは「笑える」という意味の「ウケる」だと取ったのだろう。そりゃあ突き飛ばされても仕方がない。

　その後、俺と会話した時やけに型通りな言葉だったのは、事前にセリフを練習していたせいだ。だからカンペも持っていた。

　根越と長時間会話できたのは、言葉が英語だったからだ。英語にも方言に当たる言葉はあるが、日本で習うのはベーシックな英語だ。それに、たとえ訛っていたとしても、それを気にする日本人はいない。

　ちなみに、俺が今回の勧誘をするために人がいない場所を選んだのは、方言を誰にも聞かれたくないであろう二宮さんに配はい慮りよしてのことだ。

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、とにかく勧誘作戦は大成功だ。

　ホッとした俺は、ベンチの背もたれに体重を預けてつぶやく。

「よかったー……断られたらどうしようかと思ってた」

「でもウチの言葉、特徴があってウケる言うたんは許さんけんね！」

　二宮さんがほっぺたを膨ふくらませて俺をキッと睨む。フフフ……可愛いなぁ。今俺は、学がく年ねん屈くつ指しの美女の視線を一人占めしてるんだなぁ……って言ってる場合じゃない！　そうだ、まだその誤解を解いてなかったんだ！

「音好くん、そんな事言ったの？」

「そうなんよ。信じられんっちゃ」

「えーと、それは誤解なんだよ。ユウくんの声を二宮さんの声と勘違いしてて……」

　そこまで言って気付いたが、二宮さんの誤解を解くには、俺の恥ずかしい勘違い話を暴ばく露ろしなければならない。どうしよう。

　立ちあがってその場を行ったり来たりしながら考える俺。このピンチを切り抜けるにはどうすれば……。あまりにも集中しすぎていたのだろう。足元への注意がおろそかになっていた俺は、その場にあった石ころに蹴け躓つまずいてしまった。

「おわっ！」

　ゴンッ！

　自分の頭と池のふちにある岩とがぶつかる鈍い音が、自分の耳に聞こえてくる。この音はどこかで聞いた事がある。そうだ、これは二宮さんに突き飛ばされた時の……。

　そんな事を考えているうちに、すぅっと意識が遠のいていく。

「音好くん！　大丈夫!?」

　心配そうなユウくんの声を遠くに聞きながら、俺は入学式以来二度目の気絶をしたのであった。
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　気がつくと、俺は保健室のベッドの上にいた。相変わらずシーツにノリが利いていて気持ちが良い。もそもそと動いて、腕時計を見ると中庭にいた時から三十分ほど時間が進んでいる。暫く眠っていたようだ。

　う～ん、と一つ伸びをすると、気配に気づいたミナ先生が白いカーテンを開けて中を覗いてきた。

「起きたか少年。しかしあんたとは良く会うね。まさか私に会いに来てる？」

「はは……そうだったりして」

　力なく笑う俺を見て、ミナ先生は体をグッと寄せて小さな手で俺の頭をそっと調べる。先生は背が小さい割に、女性のシンボルは人並み外れているので、必然的に俺の目の前に刺激的な光景が広がる事になる。ダメだ、ドキドキする！

「タンコブになってるけど、たぶん大丈夫だと思う。でも頭だからねー。明日、ちゃんとした病院行って診てもらいな」

「そ、そうします」

「ん？　顔赤いわね。熱でもある？」

　違うんですミナ先生。あなたの持つ二つの飛び道具を間近に見て、照れただけなんです！

　……と、そんな事を声に出して言えるわけもなく、俺はミナ先生の「ジュースでも飲む？」の質問に「はい」と答えるしかなかった。

　ジュースを待つ間、俺がストイックな武士の気持ちになって気を鎮しずめていると、カーテンの隙間からユウくんと二宮さんが顔をのぞかせた。二人ともまだ帰らずに待っていてくれたらしい。

「音好くん大丈夫？」

「大丈夫でござる。あ、いや、大丈夫だよ」

　いかん、喋り方まで武士みたいになってしまった。

「良かった～。いつも心配ばっかりさせるんだから！　でもおかげさまで、保健室の場所はバッチリ覚えられたよ」

　にこやかに話すユウくん。小こ粋いきなジョークを挟むあたりに、人付き合いのうまさが表れている。

「ウチも心配しよったんよ。あと、誤解してたみたいでごめんね」

　こちらは二宮さん。いつのまにか、誤解が解けているようだ。良かった良か……ん？　誤解が解けている、という事はつまり、誰かが経けい緯いを説明したという事だ。その誰かは間違いなくユウくんだろう。

「ユウくん、誤解を解いてくれたのはキミか？」

「うん、そうだよ。たぶんウケるの解かい釈しやくが二人で違ったんじゃないかなって」

　やはりそうか……。ではもうユウくんの声に惚れた事はバレてしまったわけだ。

　それはこの際仕方がないだろう。二宮さんに誤解されたまま過ごすよりは全然いい。ユウくんの事だ、上手に説明してくれたのだろう。

　ただ一つ、念のため確認しておく事がある。

「ユウくん、どの程度説明したのかな？　その……全部言った？」

「ん？　ちゃんと全部説明したよ」

「ぜ……全部って、俺が女の子大好きって叫んだ所もか！」

「あ、そこは話してないよ」

　良かった。先日暴ばく露ろされた後に、「もう二度と人前でその話はしないで！」と釘くぎを刺しておいてよかった。ユウくんもそこまではバカじゃなかったらしい。

「音好くん、そがいなこと言うたん？」

　……バカは俺だった！　何をしれっと自己申告してるんだこのバカ！　何だろう、この身内に刺される感じ。いや、自分で刺したんだけど。

「なにとぞ、ご内密に……！」

　絞り出すような声で懇こん願がんする俺を見つめて、二宮さんが言う。

「ウチの方言の事も内緒よ！　約束！」

「約束します！」

　二宮さんの方言に心しん拍ぱく数すうをあげながら受け答えしていると、ユウくんが言葉を挟んできた。

「標準語のイントネーションも教えてもらいなよ。音好くんのお父さんイントネーションのプロだから、音好くん自身も正しいイントネーション身についてるだろうしさ」

「そうなん？」

「そうだよ。イントネーションの事なら俺に聞きな！」

「じゃあそれも約束！」

「約束します！」

　また相談事を安やす請うけ合あいしてしまった気がするが、これぐらいはいいだろう。

「はぁ～い、みんなの分のジュースも用意したわよ！　せっかくだから朗読部の前ぜん途とを祝して乾かん杯ぱいしましょう！」

　俺が自分を納得させていると、ミナ先生が紙コップが四つ乗ったお盆を持ってやって来た。それぞれがコップを手に取り、居住まいを正す。

「じゃあみんなを代表して、今日一番活躍した音好くん！」

　乗せ上手なユウくんの言葉に引っ張られるように、自然とセリフが口からこぼれる。

「新しい仲間と、俺達の出会いに乾杯！」

「乾杯！」

　少々くさいセリフだったが、それを笑うものは誰もいなかった。青春時代を生きる人間には、青臭い言葉を言う権利があるのだ。

　俺は多少気き恥はずかしい思いをしながら、オレンジジュースをグイッと飲んだ。今まで味わったことのない、絶妙な甘あま酸ずっぱさだった。




　……と、ユウくんと二宮さんにとっての一日はそこで終わっていただろう。しかし俺にはまだ話の続きがあった。

　無事に二宮さんを朗読部に勧誘したその日、家に帰った俺は自分の部屋に直行してベッドに倒れこんだ。

　途中母親が、日々バリエーションを変えて巻かれる包帯に驚き「それどうしたの!?」と疑問を投げかけてきたが「しっかり巻かれてる」と、全く嚙かみ合っていない返事だけをしてあとは無視した。気持ちが浮き立っていて、それどころじゃなかったのだ。喩たとえるなら、すごくよさげなエロ雑誌を買って帰った時の気分とでも言おうか。

　ベッドの上でグーッと気持ちの良い伸びをした俺は、制服のポケットからスマホを取り出す。

「マズいかなぁ……」

　誰に聞かせるわけでもなくつぶやき、スマホの電源を入れたり消したりしてみる。実はこのスマホの中に、今日ゲットした二つのお宝が入っているのだ。

　一つ目が、第二音楽室でゲットした二宮さんの顔写真だ。俺がカピ子の不正勧誘を詰きつ問もんした際に、カピ子にスマホを向けシャッターを押した。

　あの時実は、俺はカピ子の顔は撮っていなかった。シャッターを押す際に、なんとなく隣にいた二宮さんにフォーカスしてしまったのだ。

　ほぼ無意識での行動だったが、その割にはピントもばっちりあっていて、二宮さんの表情もとても良く、極上の一枚に仕上がっていた。

「こうして改めて見ると、ものすごく可愛いな」

　そうなのだ！　二宮さんはとても可愛いのだ！　それはもう、思わず写真を撮ってしまってもしょうがないぐらいに。だから俺は悪くない。

　二つ目のお宝は、中庭でゲットしたユウくんの声だ。会話の途中、俺がスマホをいじりながらこう尋ねた。

「ユウくん自身は、自分の声は好きか？」

　この時、実は録音ボタンを押していた。そして、俺の問いかけに対するユウくんの答えは「うん！　大好きだよ！」というものだった。狙い通りの満まん額がく回かい答とう！　ユウくんの素直さには戦せん慄りつすら覚える。

　断わっておくが、俺に同性愛の気はない。ただただ、大好きなボイスで放たれる「大好き」という単語を聞きたくて、そのチャンスを窺うかがっていただけだ。そしてあわよくば録音しようと思い、スマホの録音機能について勉強もしていた。

　カピ子に対して、とっさに〝声を録音した〟というハッタリをかませたのは、普段から録音機能の事をバリバリに意識していたからだ。

　こうして俺の目の前には、理想的なルックスの異性の写真。さらに、理想的な「大好き」という声が揃そろった。

　となると、もうやる事は一つだ！

　俺は画像と音声をパソコンに取り込み、画面に二宮さんの写真をアップで表示し、パソコンにイヤホンを差す。再生ボタンをカチリとクリック。

『うん！　大好きだよ！』

　視線の先にはエンジェルガール。耳に触れるはエンジェルボイス。嗚あ呼あ、きっとここはユートピア。カチリ。

『うん！　大好きだよ！』

　カチリ。

『うん！　大好きだよ！』

　ダメだ止まらない！　止まれるわけがない！　止まりたくもない！　クリック＆レッツゴー！　Ｏｈ　ｙｅａｈノンストップ音好！　カチリ。

『うん！　大好きだよ！』

　俺も好きだぜベイベー！　カチリ。トントン。

『うん！　大好きだよ！』

「入るわよ音好」

　何回聞いても飽あきな……ん!?　エンジェルボイスに重なるように、凄く聞きなれたマザーボイスが！　寸前で気付いた自分の聴覚を褒ほめてあげたい。

　男子諸君には共感してもらえると思うが、〝突然母親が部屋に来た時〟の行動ロジックというものは、大体誰しも準備しているものだ。

　俺は部屋のドアが開かれる寸前に英語の教科書を手に取り、パソコンの画面を隠すようにバッと開いた。

　それと時を同じくして、部屋のドアがバッと開かれた。ギリギリセーフ！

「あら、勉強？」

「なんだよ！　そうだよ！」

　後ろめたい時は、妙にケンカ腰になるのはなぜだろう。

「保健のミナモト先生から電話があったわ。頭打ったんだって？　明日病院行くようにって、親切に言ってくださったわ。いい先生ね。保険証出しとくから、明日ちゃんと病院行くのよ」

「わかったわかった。明日すぐ病院行く」

　話が終わりかけると妙に素直になるのも、後ろめたい時の特徴だ。

「じゃあね。ご飯もうすぐできるから、十分後に降りてきなさい」

　そう言うと母親はクルリと背中を向ける。

　怪しさは満開だったと思うが、一応はごまかせただろうか。と、部屋を出る寸前に母親が首をぐるりとめぐらせて一言。

「教科書、上下逆よ」

　……オーマイガッ！

　母が軽やかに階段を下りる音を聞きながら、俺は頭を抱える。彼女は俺がパソコンでいやらしい動画を見ているとでも思っただろうか。

「（違う……違うのに！）」

　言い訳したかったが、こっそり手に入れた同級生の声と画像を足して楽しんでた……と言うわけにはいかない。むしろ危険度は増す。

「ユウくん、二宮さん……こんな俺でいいのかな？」

　俺は質問するように呟く。が、もちろん返事はない。

　俺はパソコンの画像を見ながら右手の指を少し動かした。

『うん！　大好きだよ！』

　欲しい返事は頂いたが、虚むなしさが超絶に増した。その一方で、朗読部に二宮さんが来る事を思い出し、少し気分が上向く単純な俺であった。
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　　　　■■一■■




　三人目の新入部員、二にの宮みや向日葵ひまわりさんを迎え七人となった朗ろう読どく部ぶは、学校が定める「部活動を行うにあたって必要な最低人数」をクリアした。

　部活動が本格的に始まるＧゴールデンＷウイークが開けたある日、俺はユウくんと二宮さんと共に三年生の教室へと向かっていた。

　入部手続きは済んでいたものの、実質この日が二宮さんの朗読部デビューだった。

　無意識のうちに俺が真ん中になって歩いていたのだが、左右に美男美女がいると妙に心が浮き立つ。

　何となく、主演男優＆女優を引き連れて映画祭の赤あか絨じゆう毯たんの上を進む奇き才さい監かん督とくの気分になりながら歩く俺。

　すると不意に主演男優が主演女優に声をかけた。

「あれ、二宮さん音楽聴いてるの？」

　言われてみると、二宮さんは音楽プレーヤーから伸びるイヤホンを耳につけていた。

「ちがわえ。聞いてみよる？」

　そう言って二宮さんはイヤホンの片方を外して、さっとユウくんの耳につけた。

「（こ、これは！）」

　俺は突然の方言に脳をクラクラ、胸をドキドキさせながら、目を見張った。

　今二宮さんとユウくんがやっているのは、青春ものの小説や漫まん画がでよく見る〝イヤホン片方ずつで同じ音楽を聴いてキャッキャウフフ〟ではないか！

　ずるい！　ずるいぞユウくん！　俺が無む駄だな妄もう想そうで映画監督になっている隙すきに、素敵なシチュエーションを演出するなんて！　男として、そして監督としても負けた気分だ。

　しかしここで諦めてはいけない。俺は慎しん重ちように二宮さんに声をかけた。

「お、俺も聞いてみたいなぁ……なんて」

　若干震える声でそう言うと、二宮さんは優しく「ええよ」と言って、自分の耳につけたイヤホンを外して俺につけてくれた。

「（やった！　作戦成功だ！）」

　一瞬喜んだ俺だったが、二宮さんを見ると彼女は耳にイヤホンをつけていない。

　逆サイドを見ると、イヤホンをつけたユウくんがにっこり笑っている。

「（し……しまったぁ！）」

　そりゃそうだ、二宮さんに「聴きたい」と言えば彼女がイヤホンを外すに決まってる。この場面は、ユウくんに「俺も聴きたい」と言うべきだったのだ。痛つう恨こんの演出ミス！　今の状況にカットをかけたい！

　自分のダメ監督っぷりに呆れていると、イヤホンをつけた方の耳からハキハキした日本人男性の声が聞こえてきた。

『ありがとうございます。………………ありがとうございます』

　俺は思わず感心した声をあげる。

「あぁ、これイントネーション練習用の教材か。二宮さん勉強熱心だなぁ」

「いっち最初にお礼の言葉覚えようおもうて。まだ聴きよるだけで、自分では使っちょらんのやけど……。使う時は音おと好よしくん聞いてもらえよる？」













「ほぇ？　……んあ、いいよ！」

　次々襲い来る方言に胸をかき乱され、変なリアクションを取ってしまう俺。

　しかし雰囲気や立ち振る舞い等から総じて引っ込み思案なのかと思っていたのだが、二宮さんは結構ポジティブで積極的なようだ。コンプレックスに向き合って、克こく服ふくしようと前に進んでいる。これは誰にでもできる事じゃない。

　俺が彼女に対する評価を高めていると、いつの間にか三年生の教室の前に着いていた。




「さすが音好くんとユウくん！　こんな可愛い新入部員を連れてくるなんて隅すみに置けないねコノコノ～！」

　朗読部部長、三年生の志し村むら誠せい二じ郎ろう、通称ジロー部長はいつにも増してご機き嫌げんで、肩で俺をグイグイ押してきた。

　新入部員が入って、部の存続の危機を脱したのだから、気持ちが浮つくのもしょうがない。

　しかし、柔らかな笑顔がトレードマークな副部長の川かわ崎さき美み雪ゆき先輩はいつもと様子が違った。ぐっと口を引き結び、虚こ空くうを睨にらんで周囲に無言の圧をかけていたのだ。

　俺やユウくんですら〝怖い〟と感じているのだから、初対面の二宮さんなどは完全に怯おびえきっている。

　持参したカンペを見ながらの簡単な自己紹介を終えたあとは、ひたすら黙っている。

　ジロー部長は二宮さんに「お兄ちゃんとかいたりする？」などと、特に重要でもなさそうな質問をして場を繋いでいたが、教室の空気は暗い。

　ミユキ先輩の不機嫌と、新入部員の怯えを敏びん感かんに感じ取った二年生の北きた沢ざわ忠ちゆう助すけ先輩、通称チューさんはすかさずフォローを入れる。

「ミユキ先輩、立ち話も何なので座りませんか？」

　普段のミユキ先輩なら「そうね」などと言ってニッコリ微笑ほほえむところなのだが、今日に限ってはチューさんに一いち瞥べつをくれて自分だけさっさと座ってしまった。怖い。

　逆に普段はぶっきらぼうな二年生の相あい原はら稲いな穂ほ先輩が「あなた達も座って」とやさしく声をかけてくれた。

　その後はチューさんを司会に、淡々と事務的に部活動についての説明がなされた。

　朗読部の活動は、これをやらなければいけない……といった決まりは特にないらしい。古こ典てん的てき名作小説を音読し合ったり、舞台の台本を役を決めて読み合ったり、木曜と金曜のランチタイムには校内放送を任されたりもするそうだ。また、入学式や体育祭などのイベントでは放送部のお手伝いもするらしい。

「正しいイントネーションの勉強や、よく通る声を出す為の発声練習なんかも定期的にやってるぜ。ま、基本は放課後部室に来てダラダラ喋ったりお茶飲んだりしてるだけなんだけどな。……以上！」

　チューさんの説明は三十分ほどで終わり、その日は解散となったのだが、結局ミユキ先輩の機嫌が直る事はなかった。




「なぁ、今日ミユキ先輩怖くなかった？」

　教室を出てすぐに、俺はユウくんに尋ねる。ユウくんも気になっていたのか、すぐにコクリと頷うなずき「何かあったのかな？」と心配そうな表情を見せた。

「普段からああいう人やないん？」

　気になっていたのか、二宮さんも勢い込んで話に入ってくる。

　耳元での方言だったが、先ほど隙を見て耳みみ栓せんを装着していたので、体調の変化は軽減されている。

「少なくとも、あんな態度を見たのは初めてだな。何か原因があるんだろうけど……」

「〝女の子の日〟やないん？」

　二宮さんがいきなりブッ込んできた。断言しよう。この話題に臨りん機き応おう変へんに対応できる十六歳の男子はいない。俺は視線をキョロキョロ、ユウくんは口をパクパクさせる。そして二人の心臓はバクバクだ。

「ウチも生せい理り痛つう激しいけん気持ち分かるかも」

　さっきは〝女の子の日〟という言葉のオブラートに包まれていたが、今度は〝生理痛〟という直じかの単語が出てしまった。やはり直の威い力りよくはケタ違いだ！　どうするユウくん!?　ユウくんどうするこれ!?

　二人であたふたしていると、ユウくんと俺のスマホが同時に鳴った。どうやらメールを着信したようだ。ナ、ナイスタイミング！

　二人はシンクロしたようにササッとスマホを取り出し、メールを読む。

　差出人はチューさんだった。この人はいつもタイミングが良い。ユウくんにもチューさんから同じ内容のメールが来ていたらしく、俺と二宮さんに向けて口を開いた。

「三人でもう一回さっきの教室に戻ってくれないかって、チューさんから」

「よし行こう！　二宮さん、何の用事だと思う？」

　上手い事〝女の子の日〟の話題から逃げられた俺は、ほっとしながら三年生の教室へと戻るのだった。




「おー悪ぃな、回りくどい呼び出し方して」

　待っていたのはチューさんとジロー部長だった。ミユキ先輩と稲穂先輩の姿はない。

「二人だけですか？」

　俺の問いに、ジロー部長が答える。

「ちょっとワケありなんだよ～。ま、歩きながら説明するから付いてきてよ」

　そう言って歩き出すジロー部長。チューさんも目で軽く頷いて部長を追った。事情は分からないが、我々も大人しく付いていく他ない。

「どこ行くんですか？」

　ユウくんの質問に、歩き始めていたジロー部長はゆっくりと振り向き、どこか自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑って返事をする。

「朗読部の部室だよ」

「あるんですか！」

　思わず声をあげた俺に、ジロー部長は複雑な表情を見せる。

「あるにはあるけど……ね、チューくん」

「はいジローさん。ま、ちょっとワケありだ。気付いたと思うけど、今日ミユキ先輩機嫌悪かったろ？　実はその事にも関係してるんだわ」

「〝女の子の日〟やなかったんですね！」

「あ？　おう。自分の体調不良で他人に当たるような人じゃないぜ。てか向日葵ちゃん地方の人？　かわいい方言入ってんな」

　チューさんは、事もなげに二宮さんの爆弾発言を処理した。

　俺とユウくんなんか、爆弾の前で立ち尽くすだけだったのに……。せめて赤の線を切るか青の線を切るかで迷いたかった。しかもチューさんは方言に対するフォローまでしっかりと入れてきている。

　俺も一年後には、こんな風に上手に会話できる男になっているだろうか？　……なってねぇよな。

　俺が落ち込んでいる間も、二宮さんとチューさんの話は弾み、二宮さんが朗読部に入るに至った経けい緯いがジロー部長やチューさんの知るところとなった。

「じゃあ音好くんのお陰で、向日葵ちゃんは朗読部に入る決心がついたわけだ。チューくん、こりゃあ期待できるね」

「そっすねジローさん！　今回の件も、音好が解決してくれるかもですね！」

　チューさんが期待を込めた目で俺を見つめる。

　これは中学時代に相談者から嫌と言うほど浴あびた期待の視線だ。余計なトラブルの相談をされそうで警戒する俺だったが、ふと二宮さんを意識して、大いに調子に乗ってしまう。

「何の事か分かりませんが、俺にかかれば余裕です！」

　気分よく大たい言げん壮そう語ごを放ったところで、ジロー部長とチューさんの足が止まった。

「ここが部室だよ」

　ジロー部長の視線の先、部ぶ室しつ棟とうの一角に朗読部の部室はあった。部屋の前にあるプレートにも、しっかり「朗読部」と書いてある。

　俺を含めた新入部員三人が、まじまじと部室の扉を見ていると、チューさんが得意げに言う。

「部室の中には冷れい蔵ぞう庫ことか湯ゆ沸わかし器とかあって、家みたいにくつろげるぜ。誰が持ち込んだか畳たたみもあってな。冬には小さなコタツを出してダラダラするのが楽しい」

「俺の思ってた部室のイメージと違いますね」

「そうだろ音好。先輩達がコツコツ作り上げてきた桃とう源げん郷きようだ。基本的に場所とるものないし、結構自由に使わせてもらってる」

「先輩！　早く入りたいです！」

　ユウくんが目を輝かせながら言うと、チューさんは途と端たんに申し訳ないとでも言いたげな表情になった。

　その表情を見て二宮さんが口を開く。

「入れよらんのですね？」

「ご名答」

「ほいでから、こん事はミユキ先輩の機嫌が悪かった事とも関係あるんやないですか？」

「その通り。……向日葵ちゃん俺の心読んだ？」

　チューさんが笑いながら言う。そしてぐっと声を落とし、周囲を見渡した。

「詳しく話したいから、ちょっと移動しよう。ここでいいと思ったけど、まだ生徒がチラホラいるしな。ジローさん、いいですよね？」

「そうだね。誰にも話を聞かれないような所があればいいんだけど」

「それならいい場所を知ってます」

　俺の言葉に、ユウくんと二宮さんも頷く。

　こうして俺たちは、中庭の鯉こいのいる池近くのベンチへと向かったのだった。




　　　　■■二■■




　中庭の池を覗のぞくと、今日も錦鯉は元気にゆったりと泳いでいた。その傍かたわらのベンチに俺達五人は思い思いに座る。

「確かにここなら誰にも会話は聞かれないね！」

　ジロー部長が感心したように言う。

　中庭掃除や鯉の世話など、特別な用事でもない限りこの場所に来る人はいない。しかも周囲が開けたこの場所は、誰かが近づいてきたら一発で分かるため、二重に安全な場所なのだ。

「よし、じゃあ説明するぞ。俺が話していいっすよねジローさん？」

「いーよー」

　ジロー部長の許可を得て、チューさんは部室に入れない理由を語り始めた。

「まず基本情報として、去年卒業した前部長の話をするぞ。名前は黒くろ鉄がねアレン。アメリカ黒人をお父さんに持つハーフで、身長は百九十四センチ、体重は百三十キロ。見事なまでの筋肉の塊かたまりで、トレードマークのドレッドヘアーも相まって、校内で知らない人はいない有名人だった。ちなみに、ジローさんの筋トレの師匠だ」

「鏡で自分の大だい胸きよう筋きんを見るたびに、師匠の事を思い出すよ……」

　チューさんの話は、のっけから情報が濃こかった。現部長もたいがいだと思っていたが、話を聞く限りでは去年の部長も尖った個性を持っていたようだ。

　ふと横を見るとユウくんも驚いた表情をしており、二宮さんに至っては手て帳ちようを取り出してメモを取り始めている。

「性格はもう、やさしさに満ちた人でな。見た目は攻撃的だったけど、かなり穏やかな性格だったわ。そう言や、通学途中で見つけた捨て猫や捨て犬を良く拾ってきてた……。偉いのは無理して自分で飼かおうとしなかった事だな。部室で仮預かりして、校内放送で飼い主を募集するんだよ。で、自らが面接して家庭訪問までして飼い主にふさわしいかチェックしてた」

「俺も猫を一匹譲ゆずり受けてね。今では〝三さん角かく筋きん〟は大事な家族さ」

「猫になんちゅう名前付けてるんですか！」

「アレン師し匠しようの命名だよ。ほら、ムーミン谷の仲間にも似た名前のキャラいたでしょ？」

「スナフキンの〝キン〟は〝筋〟じゃないですけどね」

　呆れながらツッコむ俺であったが、ジロー部長は意に介さない。そしてアレンさんの事を思い出したのか、チューさんと一緒にクツクツと愉ゆ快かいそうに笑っている。話は続く。

「動物にはやさしい一方で、良く物を壊してたなぁ。力が強い上に雑に扱うもんだから、いろいろ破壊しまくり。放送部のお手伝いでアレン部長が機材運ぶ時は、常に誰かが監視についてたし。知恵の輪を、知恵を一切使わずに解いた事もあったぞ。力で知恵をねじ伏せるんだから、なんつーか最強だよな」

　俺もだんだんとアレンさんの事が分かってきた。話の内容というよりも、話をしているチューさんの楽しそうな表情がアレンさんの人柄の良さを物語っていた。

「さぁ、ここからが本題なんだが、この学校は部室の鍵かぎは顧こ問もんじゃなくて部長が預かる事になってるんだわ。で、アレン部長はよく物を壊す人であると同時に、よく物をなくす人だったから、部室の鍵もなくすんじゃないかとみんなに心配されてな。当時の副部長が「代わりに預かろうか」って聞いたんだが、本人は頑がんとして「俺に任せろ！」って言い張るもんだから、そう強くも言えず」

「ほいで、鍵なくしてもうたんですね」

　メモ帳から顔をあげながら二宮さんがそう言うと、チューさんは絵に描いたような苦笑いで頷く。

「五月だったか六月だったか、結構早い段階でなくしてたわ。みんなで捜したけど見つからなかったから、学校に言って新しい鍵を貰ったんだ。そりゃもう、部員全員でこっぴどく叱られた。『次なくしたら部室は取り上げる！』とか言われたりして……」

「あん時は大変だったよね、チューくん。ワハハハ！」

「笑いごっちゃないっすよ、ジローさん」

　セリフとは裏腹に、チューさんの顔には笑みが見える。誰かと共有した過去の苦労は、時が経てば良い思い出になるのだろうか。

「えっと、一回なくしてからはもうさすがに鍵の管理は別の人に任せたんですよね？」

　今度はユウくんが不安そうに尋ねる。それに対してチューさんは首を振った。

「いや、今度は絶対になくさないから俺に管理させてくれ、って。本人としては、失敗したままじゃ引けなかったんだろな。最終的には部員が押し切られたよ」

「あぁ～、もうウチ心配やぁ！　またなくしそう！」

　再びメモ帳から顔をあげて二宮さんが声をあげる。確かにこの流れから言うと、二度目の紛ふん失しつがありそうだ。

「そう思うっしょ？　だから交換条件として、鍵に紐ひも通して常に首からかけておくようにって当時の副部長が指示したんだわ。それでも心配なもんだから、俺がこっそり本人に『本当に大丈夫ですか？』って聞くと、『秘ひ策さくもあるから大丈夫だ』とか言ってよぉ。その自信はどっから来るんだっつーの！　って思ってた」

「それでまた、なくしちゃったんですよね？」

「それがな音好、なくさなかったんだよ」

「おぉ！」

　俺とユウくんと二宮さんが、同時に声をあげる。

「無事に一年間鍵をなくさずに卒業したんだよ。で、卒業後にアレン部長は『海外を放ほう浪ろうする！』って言って、行く当てのない流浪の旅に出たわけだ。別れ際に『アイルビーバック！』とか言ったりして、パッと見ターミネーターだったわ」

「で、そのまま外国に……？」

　俺の質問には、ジロー部長が答えた。

「そうなんだよ。そのまま、鍵を誰にも渡さず流浪の旅に……」

「あちゃー！」

「だから卒業式から今に至るまで、俺達は部室に一歩も入っていないんだよ」

「不便じゃなかったですか？」

「ま、運動部みたいに道具入れてるわけじゃないし、人さえいれば活動できちゃうしね」

　ジロー部長はあっさりとそう言い放った。

　これで部室に入れない理由が分かった。単純に鍵がないのだ。

　学校にはスペアキーがあるだろうが、鍵をなくしたと言えば「またか！」となるので言いだせない。アレン部長に連絡を取ろうにも、行く当てのない放浪の旅なので連絡の取りようがない。

　善ぜん後ご策さくを自分なりに考えたが、全く何も思い浮かばない。ないものはないのだ。俺はその感想を素直に伝えた。

「もう絶望的ですね」

「ところが、だ！　アレン部長から一筋の希望が〝届いた〟」

「届いた？」

「ですよね、ジローさん」

「うん！　卒業式の数日後だったかな、師匠から葉は書がきが届いたんだ。そこには、流浪の旅楽しみだよ的な言葉と一緒に、鍵についての言葉があったんだよ」

「な、何て書いてあったんですか!?」

　何だかとてもワクワクする展開に、俺は思わず身を乗り出した。ジロー部長は少し勿もつ体たいをつけて口を開く。

「そのまま言うよ。『直しといたカギ、ちゃんと受け取ったか？』……そう書いてあった」

「直しといた……いつの間にか壊してたんですね」

「みたいだね。それで、学校と師匠の下宿先の近くに鍵屋さんがあるか調べたんだ。そしたら三つあってね。師匠の下宿に近い一つは、鍵のスペアは作るけど修理はしてなかったから除外できた。で、俺達はこの連休に残る二つの鍵屋さんに手分けして行ってみたんだ」

　ジロー部長は、どこか浮かない表情で喋っている。それを見て二宮さんが言う。

「見つかりよらんかったんですね？」

　その言葉に頷き、チューさんが口を開く。

「その通り。アレン部長の写真見せて、この人から鍵の修理を頼まれませんでしたか？　って聞いたんだよ。二つの店の答えは同じだった。頼まれてない、って。忘れてるだけじゃないですか？　って聞いたけど、この人が来たら死ぬまで忘れないよって言われて、そりゃそうだなと」

　確かに、肌が浅黒くて身長二メートル近いドレッドヘアーのムキムキ男と出会ったら、忘れられないどころか夢にまで出てくるだろう。

「ここで捜査は振り出し。で、今は途方にくれてるってわけだ」

「それでミユキ先輩が機嫌悪かったんですね」

　ユウくんがそう聞くと、チューさんは少し笑って否定する。

「実はちょっと違う。ですよねジローさん」

「ははは、だいぶ違うかも。去年の卒業生が、三月末にやった引退パーティーの時に高価なクッキーを差し入れてくれてね。今年の新入部員歓迎会で食べな、って。それが部室にあるんだけど……」

「……食べられない」

「そう。本当は今日あたりに食べる予定だったんだけどね」

　ジロー部長の言葉をチューさんが引き継ぐ。

「しかもミユキ先輩いわく、賞味期限が三日後らしいんだわ。そこまでちゃんと覚えてるんだよ。鍵が見つかる希望があった最近まではそんなに機嫌も悪くなかったんだけど、希望を打ち砕かれてからはずっとあんな感じでさ。ミユキ先輩って、お菓子の事になるとマジになるからなぁ……」

「ウチ、その気持ちわかります！　甘いものは大事やけん！」

「稲穂も同じような事言ってた。ちなみに今稲穂はケーキの美味しい喫きつ茶さ店てんにミユキ先輩を連れて行ってる。少しでも機嫌直してもらおうって作戦。あ、そうだ、向日葵ちゃんも近いうち誘うって」

「やった！」

「んで、稲穂がミユキ先輩のご機嫌をとってる隙に俺とジローさんがお前ら一年生に経けい緯いを説明したってわけだ」

　チューさんの言葉に、ジロー部長は深く頷き、急に「ギュイン」と俺に顔を向けた。

「……そこでだよ音好くん！」

　急に名指しされて、俺はドキリとする。それと同時に、何か頼まれごとをされるような嫌な予感もひしひしと感じていた。

「こんな可愛い新入部員を、短期間で見事見つけられたキミに頼みがある」

　予感的中だ。この流れはヤバイ。チューさんと部長が鍵紛失の経緯を事細かに説明したのは、この頼みごとをするためだろう。もちろん先輩達の役には立ちたいが、余計な厄やつ介かい事ごとは回避したいのもまた事実。

　……あれ？　でも俺、十分ぐらい前に「何の事か分かりませんが、俺にかかれば余裕です！」とか言ってたような気がする……。

　いや、しかし嫌なものは嫌だ。

　俺は精いっぱい嫌そうな顔をして、先輩からの頼みごとをブロックしようと努つとめた。その甲か斐いあってか、ジロー部長が言葉に詰まる。

「え……えーっと……」

　無言の拒否作戦が上手く行きかけていたその時、そっと俺の手に何かが触れた。見ると二宮さんの真っ白な美しい手だった。

「音好くん、一緒に捜そう」

「え、あ、いや……でも」

　柔らかな手の感触に意識を持って行かれそうになりながらも、ぐっと踏み止まり拒否の言葉を探す俺。

　トラブルシューターは中学校で卒業したのだ。高校では普通の青春を送るのだ！

　そう思ってふと二宮さんの様子を窺うと、困ったような哀あい願がんの表情を見せていた。ダメだ……俺が苦手な表情だ。この顔を見せられると、助けないわけにはいかなくなる。

　自分の性しよう分ぶんにほとほと嫌気がさしながら俺は答える。

「……やってみます」

「ほんと!?　やってくれるの？」

　嫌そうな態度からの急な承しよう諾だくに驚きながらも、ジロー部長は嬉しそうだった。

「悪ぃな、恩に着るぜ」

　チューさんは両手を合わせながらそう言い、ジロー部長を伴ともなって帰って行った。
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　先輩を見送り中庭に残った俺達は、暫しばらく無言のままだった。

　俺はどうしたものかと考えを巡らせていた。今回のミッションは、新入部員を探すのとはわけが違う。ないものを探せと言われているようなものだ。

　俺が不安そうな顔をしていると、二宮さんが気合いの入った表情で手帳を開いた。

「チューさんの話で、不思議に感じよった所、言うけんね」

　さっき必死に取っていたメモを見ながら、二宮さんが言う。相変わらず愛え媛ひめの方言である伊い予よ弁べんをベースに、九州地方のイントネーションも混ざっていて、てんで出で鱈たら目めだ。耳みみ栓せん越しではあったが、少し動どう悸きがしてきた。

「一つ目。『また鍵なくさんね？』って聞いたチューさんに言いよった『秘策があるから大丈夫』ゆう言葉。秘策ってなんよ？」

「うんうん、確かに気になる！」

　ユウくんも乗ってきた。この二人、今の状況を完全に楽しんでる。……まぁ、俺と同じように陰気になられるよりは百倍いいか。ポジティブは良くも悪くも物事を動かす。逆にネガティブは、物事の動きを鈍らせる。

「次！　なして葉書でわざわざ鍵のことば思い出しよったん？」

　言われてみれば確かにそうだ。そもそもが鍵を渡し忘れるような人である。異国の地で葉書を書く時に、よく鍵の事を思い出したものだ。二宮さんの考こう察さつは案外鋭い。

「次が最後。メッセージの『直しといたカギ、ちゃんと受け取ったか？』ゆうんは、どういう意味なん？」

　そうなのだ。ここが俺も引っかかっていた。鍵を修理した事は間違いないと思うのだが、「ちゃんと受け取ったか？」の部分がどうも腑ふに落ちない。鍵屋ではなく、手先の器用な誰かに修理＆受け渡しを依頼していたのだろうか。う～ん、悩ましい。

　当然誰もこの疑問に答えられず、いたずらに時が流れる。それにしても……。

「二宮さん、ちゃんとメモ取ったりしてやけに積極的だね」

「ん？　困ってる人おったら助けるんは当たり前やない？　音好くんやユウくんも協力してくれとるやん」

「そーだよ音好くん、みんなで頑張ろう！」

　俺に真っ直ぐ視線を向けてそう言う二宮さんとユウくん。あぁ、なんて良い人達なんだ。トラブルを嫌って頼みを断ろうとしていた自分が恥ずかしい。

「そうだよな、困った人を助けるのは当然だ！」

　サラリと噓うそをつける自分も恥ずかしい。

「ふふふ、音好くんやさしい」

　二宮さんのセリフにより、罪悪感との戦いを余よ儀ぎなくされた俺はモノを考えるフリをしながら身もだえる。

「……ま、今日は日も落ちてきたし帰ろうか」

　ユウくんに言われて辺りを見渡すと、気付かないうちに薄暗くなっていた。ずいぶん長い間、ここで話していた事になる。

「俺は自転車だけど、ユウくんは電車だっけ？」

「そうだよ。二宮さんも電車だよね？」

「うん。駅まで一緒に行きよる？」

「そうしよう」

　結局、微妙に方向の違う俺も自転車を押して駅まで三人並んで帰った。

　話題はもちろん〝なくなった鍵の行方〟だ。不思議なもので、三人で同じ謎について話をしていると、意外となんとかなるんじゃないかという気持ちになってくる。

　仲間ってすごくいい。俺はポジティブな気分で二人と別れたのだった。
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　翌日は放課後すぐに一年一組の教室に集まった。三年生は学校行事で部活は休みで、チューさんや稲穂先輩には鍵捜しを行う事は告げてあるので放課後が丸々使える。

　一年生は三人ともクラスが別なので、今日学校に来てから〝鍵捜し〟の話はしていない。それだけに、それぞれもどかしい思いをしていたようで、集まってすぐユウくんが口を開いた。

　それに合わせて俺は耳栓を外した。解放感と共に、ユウくんの清せい涼りような声が耳じ朶だを打つ。

「よし、じゃあ僕から報告するね。担任の先生に、それとなくアレンさんの事を聞いたんだ。そしたら意外な人と仲が良かった事が分かった」

　ユウくんは他人の話を引き出すのがべらぼうに上手い。俺だったら担任の先生に話を聞いて情報を引き出すなんて芸当は絶対にできない。しかし彼の場合は、いとも簡単にそれをやってのけるのだ。

「意外な人？」

　俺が尋ねると、ユウくんは目を輝かせながら一段声を落として答えた。

「用よう務む員いんのウィル・アンダーソンさんだって」

「ウィ……ウィル・アンダーソン!?　ウチの高校の用務員って外国人!?」

「校長の知り合いらしいよ。英語教師として招いたけど、教きよう員いん免めん許きよ持ってなかったから、そのまま用務員として雇やとったとか。当然英語もペラペラだから、アレンさんとは良く英語で喋ってたんだって」

　我が校は自由な校風が売りで、個性的な生徒が多いが、それは職員にも当てはまるらしい。言われてみれば、保健のミナ先生も個性が強い。

「でさ、ウィル先生って真面目だから、校内をくまなく掃そう除じしてたりするんだって」

「ほう……。でも、それがどうしたんだ？」

「アレンさんの言ってた〝秘策〟ってさ、鍵を落としてもウィルさんに拾ってもらえるから安心、ってことじゃないかな？」

　確かにそれはありそうだ。でも、気になる点もあるのでユウくんにぶつけてみる。

「けど、学校以外でなくしたらアウトだよな？」

　ここまで黙って聞いていた二宮さんも続く。

「しかも、一度はなくしてるんよね？　その時は見つからんかったわけやけん……」

　二人の指し摘てきに、ユウくんは頭をかく。

「そっか……そうだよね。いいセン行ってると思ったんだけどな」

　アレンさんの交友関係を見ていくという発想は、俺にはなかった。ユウくんらしいアプローチで、狙いは決して悪くなかったと思う。

「よし、じゃあ次は俺の報告だ。鍵の修理をしたのが鍵屋じゃなかったらって前ぜん提ていで考えてみた。で、この学校で鍵が直せるぐらい手先が器用な人は誰か、根ね越ごしに聞いた」

　根越とは、二宮さんを朗読部に勧誘する時にも活躍した俺の友達兼情報屋だ。

「結果から言うと、流りゆう星せい高校で手先が一番器用なのは技術教きよう諭ゆの古ふる山やま先生らしい。得意分野は木もつ工こうだけど、万まん力りきを使えば曲がった鍵ぐらいは直せる気もする」

「おぉ！　じゃあアレンさんが、古山先生に鍵の修理を頼んでたって可能性もあるわけだね」

「俺はそう考えてる」

　俺が最高に格好をつけて言ったその時、教室のドアがガラガラと開いた。油断していたので、哀しいぐらいにビクッとなってしまった。

「それは違うな、音好！」

「チューさん！　……何故ここに!?」

「ウチが呼んだん。頼み事しといたけん」

　控えめに発言したのは二宮さんだ。耳栓なしで聞く方言に一瞬ドキリとしたが、少し構えていたのであまりドキドキせずに済んだ。俺も少しずつ慣れてきたようだ。

「古山先生に鍵の修理を依頼したとは考えにくい。なぜなら、アレン部長が初めて鍵をなくした時に、こっぴどく俺らを怒ったのが古山先生だからだ」

　チューさんのセリフを聞いて、俺は思わず言葉に詰まる。

「確かに、鍵をなくして怒られた相手に〝鍵壊したんで直してください〟とは言いづらいですね……」

　どうやら俺の〝古山先生鍵預かり説〟は間違いだったようだ。結構自信もあったのにショックだ。

　俺が腕組みしてう～んと唸うなっていると、二宮さんがおずおずと口を開いた。

「チューさん、アレ持って来てくれよりました？」

　その言葉に、チューさんはニカッと笑って答える。

「ちゃんと持って来たぞ。ほい！」

　チューさんが二宮さんに手渡したのは、四角い厚紙のようなものだった。それを受け取った二宮さんが言葉を発する。

「だんだん」

「ん？　段々？」

「あわわわわ！　変な事言うてごめんなさい！　愛媛の言葉で〝ありがとう〟いう意味です！　ごめんなさい！」

「いや、謝らなくて良いって！　いい響きだな、〝だんだん〟」

「言い直します！　ありがとう……。音好くん、イントネーション合っちょる？」

　二宮さんが小首をかしげながら聞いてくる。正直イントネーションは違っていたが、その仕草は大正解だ！　可愛いは正義だ！

「なぁ合っちょん？」

「あ……いや、それだと〝オリゴ糖とう〟と同じイントネーションだな。〝あ〟にアクセントを置くといいよ。ありがとう」

「ありがとう」

「アクセント強過ぎかな」

「んー！　難しい」

　悔しがる二宮さんを見て、チューさんがフォローを入れる。

「今日は〝だんだん〟ってお礼の言葉を頂いとくわ。しかし方言って標準語と同じ言葉でも意味が違ったりするから面白いよな」

　そう言ってチューさんが感心している傍らで、ユウくんが二宮さんの持つ四角い厚紙を見て大声を出した。

「あ！　それって例の葉書じゃないですか！」

「そ。アレン部長の葉書。ジローさんに借りてきた。まぁ葉書っていうか、写真撮ってその裏に住所書いて送ってきたみたいだ。だからアレン部長も写ってるぜ」

「おー！　どれどれ……」

　俺が写真を覗き込むと、その人はすぐ見つかった。

　思ってた以上に濃くて、思ってた以上に筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男がジャンボジェット機をバックに親指を立てたサムズアップポーズを取っている。空港で撮ったのだろうか。どうせならもっといい場所で撮ればいいのに。

　初アレンの衝撃に三人が絶句する中、アレン慣れしているチューさんが話を進める。

「メッセージは裏側に書いてあるぜ」

　その言葉が聞こえてなかったわけではないが、三人とも写真を裏返そうとはしない。お好み焼きなら焦こげているだろう。













　しばらくアレンさんを見続け、ようやく我々は写真を裏返して裏のメッセージを読んだ。豪ごう快かいな容姿からは想像できない繊せん細さいな達たつ筆ぴつで、旅への期待をつづっている。そして例の文は最後に書いてあった。




　ＰＳ：直しといたカギ、ちゃんと受け取ったか？　なくすなよジロー！




　……これだけである。チューさんから事前に聞いていた文言とさして変わりはない。しかし、「受け取ったか？」と聞いておきながら、すぐ後に「なくすなよ」と言っている。これは〝受け取れない〟事を想定していないということだ。なぜだろう……。

「どーだ？　なんか分かったか？」

　椅子の背もたれを前にして、またがるように座ったチューさんが質問してくる。

　せっかく持って来てくれたのだ。何も分からないと言うのも気が引けるので、俺は適当にそれっぽい言葉で言い繕った。

「そうですね。何か謎が隠されている気がします。これはお借りできないですよね？」

「そうだな。できれば明日すぐに返したい」

「じゃあ写真撮っときます」

　俺がそう言ってスマホを取り出すと、ユウくんも二宮さんもそれに倣う。そして俺達はメッセージ部分をカシャリと撮影。その後、誰ともなく絵葉書をクルリと裏返し、再びシャッターを押した。一応、アレンさんの容姿も収めておきたかったのだ。

「チューさんは大丈夫ですか……その、貴重なアレンさんの姿撮らなくて」

「ん？　あぁ、俺は大丈夫だ。既にケータイでアレン部長の写真た～っぷり撮ってるからな。あの人何やっても絵になるっつーか目立つから、とにかく色んな人にケータイのカメラ向けられてたなぁ」

　チューさんが昔を懐かしむように遠い目をする。

「あんまり撮られるもんだから、いつも顔の前でこう、手をバタバタさせて『撮るな撮るな！』って騒いでたわ。まぁ、本人は満まん更ざらでもない感じだったけど」

「（……ん!?）」

　その瞬間、俺の耳は違和感をキャッチしていた。チューさんの言葉に現れた、微かすかな違和感を。しかし、さして重要なことではないと思ったので、その場で話題にあげる事はしなかった。

　結局この日は特に進展もなく解散となった。高級クッキーの賞しよう味み期き限げんまであと二日。ミユキ先輩の不機嫌が爆発するまで、あと二日……。

　既に絶望していた俺であったが、事態は翌日大きく動く事になる。チューさんの言葉に感じた、微かな違和感によって。




　　　　■■五■■




　翌日は三年生の教室が使えなかったので朗読部の活動は休み。なので昨日同様、放課後は一年生だけで集まった。場所は中庭だ。

　少し重々しい気分で俺が現場に行くと、既にユウくんと二宮さんが待っていた。

「あ、来た来た。遅いよ音好く～ん」

「ごめんごめん。ホームルームが少し長引いた」

「ウチら鯉に名前付けながら待ちよったんよ」

　先に来ていたユウくんと二宮さんは既に楽しそうだ。どちらかと言えば暗い性格の俺には、彼らの明るさがとても眩まぶしい。

　しかも、〝鯉に名前をつける〟などという、人生には絶対必要のない遊びを全力で楽しむとは。こういう人達が、リア充と呼ばれる人種になっていくのだろう。

「見て見て！　あん黒っぽいのがオトヨシ。ウチらの声聞くと寄って来るんよ」

「耳のいい音好くんにそっくりだよね。それであの金色で首の回りだけ黒いのがアレン。一番大きいし、首に紐をかけてるみたいだから似てるでしょ？　二番目にでかいのがジローで、真っ白でキレイなのはミユキ」

　二人が熱心に説明してくれていたのだが、実を言うと後半はよく聞いていなかった。それは、鯉に勝手に自分の名前をつけられて怒ったから……ではない。とても気になる事を二人が口にしていたからだ。

「なぁユウくん。アレンさんが首から紐をかけているって、どこで見たんだ？」

「ん？　もちろん昨日の写真だよ。アレンさんの姿は、あれしか見てないもん」

　小首をかしげて、さも当然のように言うユウくん。確かにそうだ。俺達がアレンさんの姿を見たのは、あの写真だけだ。

　俺はスマホを取り出し、保存していたアレンさんの写真を再度確認する。うむ、間違いなく首から紐をかけている。

「もしかして、この首からかけてる紐の先に、部室の鍵ついてるんじゃないか？」

　俺の疑問に、ユウくんと二宮さんは一瞬キョトンとする。しかし、すぐに先日チューさんから聞いた話を思い出したようだ。

　チューさんはこう言っていた。

『だから交換条件として、鍵に紐通して常に首からかけておくようにって当時の副部長が指示したんだ』

　……そしてこの写真。どういう事かと俺が悩んでいると、ユウくんが的確に俺の悩んでいるポイントを声に出して言う。

「でも、自分で鍵持ってたらジロー部長に『ちゃんと受け取ったか？』なんて聞かないよね？　やっぱり鍵はこっちにあるんだよ」

　ここで二宮さんが手帳を広げながら、話題に乗っかってくる。

「けんど、もしアレンさんが鍵を持っとったとしたら、なぁして海外におるのに鍵の事思い出せよったかって謎は解けん？　首からかけよるなら、思い出せん？」

「どうかな……ずっとかけてたら、むしろ意識しないんじゃない」

　ユウくんの疑問ももっともだが、これには明確に反論ができる。

「いや、意識せざるを得ない状況がある」

「いつ？」

「飛行機に乗る時だ」

「……金属探知機か！」

「そう。だから、少なくとも搭とう乗じよう時は首から外したはずだ。しかも、写真は空港から送られてきてる」

「鍵の事が気になったけん、旅の途中やなくて空港からお便たより送ったんかもしれんね」

　話がいろいろ繋がってきた。

「じゃあアレンさんは、紐に通した鍵を首からかけてるって事でいいよね？　でもさ、さっきの話に戻るけど、空港から出したハガキで、ジロー部長に鍵を受け取ったかどうか聞いてるんだよね？　自分で鍵を持ってたらそんな事聞かなくない？」

　話が一周して、もともとの疑問点に戻ってしまった。活発だった議論が、一気に停てい滞たいする。謎に手が届きかけたと思ったのに、スッと逃げられてしまった感じだ。

　重苦しい沈黙を破ったのはユウくんだった。

「喉のど渇かわいたからちょっと休憩しよっか。何か買って来るよ」

　そう言って、こちらが遠えん慮りよする間もなくさっとジュースの販売機の方へ歩いて行ってしまった。

　どうにも手て持もち無ぶ沙さ汰たになった俺は、何となくスマホのカメラアプリを起動し、池の鯉にレンズを向ける。目の前では、二宮さん命名の〝アレン〟が悠ゆう然ぜんと泳いでいた。

　……と。

　バシャアアアアン！

　突然アレンが水面を尾びれで叩いて水底へもぐって行ってしまった。

「ぶへっ！　ぺっぺ！」

　顔に苔こけのにおいのする水をたっぷりかけられ、数すう滴てきは口に入って来た。さすがにむっとして池の方を見ると、〝オトヨシ〟と〝ミユキ〟が並んでこちらを向き、口をパクパクさせている。まるで「バカだバカだ」と連呼されているようだ。

「お前ら……！　池の底に、まな板敷き詰めてやろうか！」

　俺が大人げなく怒る横で、二宮さんはクツクツと笑っている。

「フフフ。撮られるの嫌がるんもアレンさんみたい。『撮るな撮るな！』言うて」

　この時、俺の耳は昨日の違和感を思い出した。二宮さんは、チューさんが真似したアレンさんのセリフを一字一句間違わずに再現していた。

　が、しかしだ。アクセントが全然違っていたのだ。標準語だと〝撮〟にアクセントを置くのだが、アレンさんのセリフには〝る〟にアクセントが置かれていた。

「（撮るなの〝る〟にアクセントを置くのは……）」

　俺はどうにも気になって手に持ったスマホをいじり、チューさんに電話した。

『もしもし、どうした音好？』

「チューさん、質問なんですけど、アレンさんって関西の人だったりします？」

『あぁ、そうだぞ。高校生になってから親の都合で東京に来たらしい。見た目が外国人で関西弁操あやつるから、陰で〝セガール〟って呼ばれてたな。さしずめ『沈黙のスクールライフ』ってとこだな』

「何ですかその恐ろしげなタイトル！　とりあえずクライマックスで校舎は爆破されるんでしょうね……」

『音楽室では敵の頭を鍵けん盤ばんに叩きつけてフタをガッと閉めるぜ、きっと』

「理科室では硫りゆう酸さん的てきな薬品をぶつけてきそう」

『そしてグラウンドには敵の仕掛けた地じ雷らいが』

「プールで襲われるものの、逆に二～三人沈めて……」

『体育館で複数の敵相手に大立ち回り』

「……って何の話ですか！」

　チューさんに乗せられてだいぶ話が脱だつ線せんしてしまった。だがとにかく、聞きたい事は聞き出せた。俺がお礼を言って電話を切ると、ちょうどユウくんが戻って来たところだった。

「おまたせー。はい二宮さん、ポンジュース」

「だんだん……やない、ありがとう。……音好くん合っちょん？」

「だいぶ近づいてきたけど、少し違う」

　それを聞いてユウくんが笑う。

「ははは、〝だんだん〟でいいよ二宮さん。そっちの方がなんか嬉しい」

「じゃあ、だんだん」

「どういたしまして！」

　美男美女が急にラブコメり出しやがった！　こちとらさっきまでセガール映画の妄もう想そうをしていたのに。目の前の現実に全く脳が追いつかない。

　しかし、二宮さんの「だんだん」の言葉をきっかけに、謎が解けそうな感覚が脳内を駆け巡った。

　俺はゆっくりと両手を耳に押し当てる。周囲の音がシャットアウトされ、集中力がぐんぐん高まる。

　鍵のかかった部室、『直しといたカギ、ちゃんと受け取ったか？』の言葉、首にかけられた鍵、秘策があると言うアレンさん、『撮るな撮るな！』のアクセント、だんだん、あるはずの鍵……。

　そして、閃ひらめきは不意にやってきた。

「そうか！　わかったぞ！　いや、それならやっぱり鍵は……待てよ、あそこに行けばいいんだ！」

　俺が興奮している様子を見て、ユウくんと二宮さんも身を乗り出してきた。

「どうしたの音好くん!?　急に解決編前の名めい探たん偵ていみたいなもったいぶった言い回しなんかして！」

「ふふふ、謎はすべて解けた……」

「名探偵っぽーい！」

　二宮さんが目を輝かせながら叫んだ。

「俺達は、とんでもない思い違いをしてたんだ！」

「名探偵っぽーい！」

　こっちも満更でもない気分になってきた。

「二宮さん、明日の放課後、みんなを部室前に集めてくれ」

「名探偵っぽーい！」

　もうノリノリだ。こうなったら去り際もバッチリキメてやる！

「フハハハハ！　ではさらばだ！」

「……それは怪かい盗とうやないん？」

「……あ、そうか」

　去り際は決まらなかったものの、恐らく謎は解けた。俺は部室の鍵紛失事件解決の、文字通りカギとなる場所へと向かうのだった。

　高級クッキーの賞味期限まであと一日。ミユキ先輩の不機嫌が爆発するまで、あと一日……。




　　　　■■六■■




　翌日の放課後、俺は逸はやる気持ちを抑え、帰りのホームルームが終わった後たっぷり十分間机に座っていた。

　鍵紛失の謎を解き、今日はみんなに推すい理りを披ひ露ろうする日だ。ユウくんはちゃんとみんなを部室前に集めてくれたようで、さっきメールで「全員集合したよ」の連絡をもらった。

　あとはみんなが部室前であーでもないこーでもないと騒いでいる所に、名探偵・田た野の音好が登場すればいいわけだ。

　そう、名探偵は一番あとから現れるのがカッコいい。俺がすぐ部室に行かずに教室に残っているのは、現場に遅れて登場する、ただそれだけのためだ。

　クラス内には他に数名の生徒が残っていて、お喋りをしたりケータイをいじったりしている。

　その時、不意に教室のドアがガラガラと開く音がした。自分には関係ないだろうと、ぼーっとしていたら、ドアの方から嫌な気配……。

「音好く～ん、みんな待ってるわよぉ～」

　ゆっくりとした口調の、おぞましい声が背後から聞こえた。耳がいい俺は、声のトーンで人の感情を敏感に感じ取る事ができる。この声は、か～な～り怒ってる時の声だ。

　恐怖におののきながらゆっくり振り向くと、後ろのドアに笑顔のミユキ先輩がいた。笑顔だけど、何と言うか、全く笑っていない。

　教室に残っていた他の生徒も、ただならぬ空気を察知したのか、会話を止めて息をひそめている。

「急いでね」

　そう言って去って行ったミユキ先輩。

　俺がやる事は二つだ。速やかな謝罪と行動である。

「すいません！　ダダダダダッシュで行きます！」

　そう叫んでかばんをひっつかみ、ミユキ先輩のあとを追いかける俺。

　先輩は歩いているのだが、そのスピードは尋じん常じようではなく、追いつくのにしばらくかかってしまった。

　こうして、最後に悠々と登場するつもりだった名探偵・田野音好は、最後に小走りで恐怖にひきつった顔をしながら部室前に到着したのだった。

　完全なる余よ談だんだが、この時一年一組の教室では「田野が超怖い上級生の美人に連れていかれた！」と、話わ題だい騒そう然ぜんになっていたらしい。翌日には不倫した芸能人のような質問攻めにあったのだが、それはまた別の話……。




「すすすす、すいません！　いい今から説明します！」

　ここは朗読部の部室前。ミユキショックから立ち直っていない俺は、ガチガチと歯の根が全く合わずにいた。

「落ち着いて音好くん。クッキーの缶……じゃない、部室のドアは開くのね？」

　ミユキ先輩が視線をバッチリ合わせて尋ねてくる。普段ならば、美人に見つめられるのなんて大歓迎だが、今は状況が状況だ。

「あああああきます！　あけてみせます！　加熱したホタテのように！」

「それならいいのよ」

　そう言って笑うミユキ先輩だったが、まだ目は笑っていない気がする。

「（こ……怖い！）」

　震えの止まらない俺に、二宮さんが優しく声をかけてくれる。

「大丈夫音好くん、もうミユキ先輩怒っちょらんけん」

　二宮さんが言うのなら間違いないだろう。

　落ち着いて見てみると、確かにミユキ先輩の醸かもし出す空気と言うか殺気が和らいでいる。そこへすかさずチューさんが言葉を挟む。

「じゃあ頼むぜ名探偵！」

　チューさんの軽口で、俺はようやく落ち着く事ができた。そして、はーっと大きく一つ深呼吸して胸ポケットから〝それ〟を取り出す。鍵だ。

　ジロー部長が尋ねる。

「え！　それ、部室の鍵？」

「はい。スペアキーですけどね」

「どうやって手に入れたの!?　てかマスターキーはないの？」

「いいえ。マスターキーもじきに見つかりますよ。俺の推理が正しければね」

　みんなの注目を集める中、取っ手の近くにあるカギ穴にスペアキーを差し込む。

　ゴリュッ、と独特の音を発しながら違和感なく差し込まれる鍵。そのまま手首を右にひねると……。




　カチャッ！




　見事ロックが外される音が耳に届いた。そして朗読部メンバーの歓かん声せいも。

「うぉぉぉぉぉぉ！　音好くんマジ名探偵！　流星高校のオーギュスト・デュパン！」

　部長に立ったまま抱えられ、ぶんぶんと振り回される。

「ありがとー！　本当に名探偵！　ファイロ・ヴァンスもビックリだわ！」

　ミユキ先輩には背中をバンバン叩かれる。

「あんたやるわね。私も名探偵だと認めざるを得ないわ。金きん田だ一いち耕こう助すけには及ばないけど」

　稲穂先輩はどこからか取り出した定じよう規ぎで足を小突く。

「ちょっと、音好死んじゃいますよ！　みんなモリアーティ教きよう授じゆじゃないんだから」

　着実にダメージが蓄ちく積せきされる中、上級生で唯一チューさんだけが助けに入ってくれた。っていうかみんな、やけに推理小説に詳しいな！

　しかし名探偵と言われて悪い気がしないのも事実。俺はみんなをさらに驚かせる事にした。

「とりあえず中に入りましょう。捜し物が見つかるはずです」

「捜し物って一体な……」

　先頭で部室に入ったジロー部長が、言いかけた言葉を飲み込む気配がした。

　部長に続き、ぞろぞろと部室に入ったメンバーも、部室中央にある机の上の物体を見て唖あ然ぜんとしている。

　一方俺は、同じものを見て、読み通りだとほっと胸をなでおろす。

　そして仕上げとばかりに、みんなに向けて言い放った。

「みなさん、それが部室のマスターキーです」




　　　　■■七■■




「それじゃあ、三人の新入部員と、朗読部の前途を祝して、レッツ・クッキー！」

　ジロー部長の英文法を無視した掛け声で、新入部員歓迎会が始まった。

　ミユキ先輩待望の高級クッキーは程よい甘さで、歯は触ざわりサクサク。嚙かんでいると、バターの香りがやさしく鼻から抜けていく。今まで食べた事のないような逸いつ品ぴんで、放課後の疲れた体に沁しみるようだ。

　テーブルの上には、二宮さんが魔ま法ほう瓶びんに入れて持って来た紅茶と、稲穂先輩の自家製ジャムも乗せられている。

　どちらもミユキ先輩に大好評で、二人は「あなた達って天才ね！」と評され、荒々しい抱ほう擁ようを受けていた。

　先日のハイド氏的なミユキ先輩しか知らない二宮さんは、突然のジキル博士チックなミユキ先輩に面食らっていたようだが、それでも嬉しそうだった。

　宴うたげがひと段落すると、チューさんが俺の方を向き、おどけた様子で尋ねてきた。

「さて、種明かしをしてもらおうかホームズ。一体どんな魔法を使ったんだい？」

　それに呼応するようにジロー部長、ミユキ先輩、稲穂先輩も口を開く。

「説明してくれたまえ明あけ智ち君」

「キミは最初から解ってたのかい御み手た洗らい？」

「降参だメル。教えてくれ」

　ワトソン役多すぎだろ！　頼むから統一してほしい。てかここ、ミステリ研究会か何かか？

　さらに今回は二宮さんとユウくんも絡んできた。

「奉ほう太た郎ろうさん、ワタシ気になります」

「ふ……古ふる畑はたさ――ん！」

　ユウくんだけなんかノリが違う！　流れに乗ったのは評価できるが、言った後に頰を赤らめて顔を伏せるぐらいなら黙っとけばいいのにとも思う。

　さて、ともかく謎解きの時間だ。みんなに名探偵と持ち上げられたので、どうせなら名探偵っぽく喋ってやろう。

「え――……みなさん」

　俺の一言で部室内の空気が固まった。

　ユウくんのセリフが耳に残っていた俺は、勢い余って古畑任にん三ざぶ郎ろうのモノマネで喋り始めてしまったのだ。やめるなら今だが、退ひくに退けない。

　ええい、ままよ！

「えー……もし自転車の鍵をなくした時は心当たりのある場所を捜してください。どこかに落ちているかもしれません。もし家の鍵をなくした時は捜しまわらずに家に帰ってください。家に泥どろ棒ぼうが入っているかもしれません。もし……もし部室の鍵をなくした時は……え～……」

　オープニングトークっぽく喋ってみたが、当然テーマソングは流れないし、誰の反応もない。もう限界だ。

「すいません、普通に喋ります……」

　そう言った俺は、頰を赤らめて顔を伏せるのであった。




　俺のＴＰＯをわきまえないモノマネで変な感じになったため、鍵の謎の説明は五分休憩ののちに仕切り直しとなった。

　そして五分後。

　目の前には休憩中にジロー部長が買って来てくれた冷たいお茶が置いてある。そのお茶をゴクリと一口飲み、俺は普通の喋り方で説明を始めた。

「さて、チューさんから鍵の事情を聞いた俺達三人は、三つの謎に注目しました」

　さっきとは違い、みんな安心して聞いてくれている。やっぱり普通が一番だ！

「まず一つ目は、鍵をなくさないか心配したチューさんに言った、秘策があるから大丈夫、という言葉。二つ目が、忘れっぽいアレンさんが、絵葉書を出す際になぜ鍵のことを思い出せたのか。三つ目が、メッセージの『直しといたカギ、ちゃんと受け取ったか？』の言葉」

　注目を集めて喋ると、緊張のせいか妙に喉が渇く。俺はジロー部長が買ってくれたお茶で喉を湿しめらせて先を続ける。

「一つ目と二つ目の謎の答えは、葉書の現物を見せてもらって気付きました。アレンさんは、渡したはずの鍵をまだ首にかけていました。つまり、アレンさんは〝スペアキー〟を作って、それを普段から使ってたんです。恐らく今ジロー部長が持ってるマスターキーは、どこかなくさない場所に保管してたんでしょう」

　二つ目の謎については、昨日ユウくんや二宮さんと話した空港の金属探知機の件を説明した。

　と、ここでジロー部長が言葉を挟む。

「そのスペアキーを音好くんが持ってたのは何で？」

「実はこれ、アレンさんが持ってるスペアキーとは別の、二本目のスペアキーなんです。その辺は三つ目の謎と絡めて説明します」

「なるほど。続きどうぞ」

　ジロー部長はそう言って俺に先を促す。

「三つ目のメッセージの謎が一番不思議でした。ジロー部長に、直しておいた鍵を受け取ったか聞いているのですが、鍵の修理を行った形跡はないし、ジロー部長は誰からも鍵を受け取ってない。最初は鍵の修理と受け渡しを頼まれた人物がいるのかと思いました」

「そう考えるのが自然だな、うん」

　ジロー部長が腕組みしてうんうん頷きながら相あい槌づちをうつ。

「でも、それはこちらの勘違いだったんです。鍵は修理したのではなく、直してあったんです」

「……？」

　全員がきょとんとした顔でこちらを見ている。二宮さんなどは、小首をかしげて小ぶりの口を半開きにし、呆けたような表情だ。

　アホっぽくてかわいい……できればずっと見ていたい……。などと思っていると不意に二宮さんがニコッと笑った。

　俺は大いにときめきながらも、なんだか心を見透かされた気分になり思わず目を逸そらしてしまった。なんて破壊力だ！

　急にテンションの上がった俺だったが、気を取り直して説明を続ける。

「アレンさんは関西人だそうですね。チューさんのモノマネ『撮るな撮るな！』のアクセントを聞いて気付きました。そしてここからが重要なんですが、関西の人は物を元の場所に戻す事を〝直す〟って言うんです。アレンさんが言う『直しといた鍵』という言葉は、意訳すると『部室に戻しておいた鍵』になります。部室に行けば手に入るわけで、受け取ったか？　と聞くのも自然です」

　そう、これこそが今回の謎を複雑にしていた思い違いだった。ちゃんと答えは書いてあったのに、誰もそれに気付けなかったのだ。

　と言いつつ、俺も最初は気付かなかった。二宮さんが発した伊い予よ弁べんの「だんだん」を聞いたからこそ、〝文字の並びは同じでも地方によって違う意味に取れる言葉〟に思い当たったのだ。

「えーっとつまりアレン師匠は、マスターキーを部室に〝直して〟、首からかけたスペアキーで部室の鍵をかけて海外へ行っちゃったってこと？」

「そうですね。ジロー部長に手渡ししそびれたからそんなことしたんだと思います。最後に鍵さえかけなければよかったのに、つい戸締まりしちゃったんでしょうね」

「で、音好くんが持ってるそのスペアキーは？」

「アレンさんの下宿先近くの鍵屋さんで作ってもらいました。鍵の修理をやっていないという理由で、みなさんが訪ねなかった鍵屋です。店主にアレンさんの写真見せたら、しっかり覚えてましたよ」

「よく鍵のデータ残ってたね」

「アレンさんが強く言ったそうです。万が一またなくすといけないから、またいつでもスペアキー作れるようにしといてください、って。そうなんじゃないかなって予想はしてましたけど」

　昨日俺がユウくんや二宮さんと別れて行った場所が、この鍵屋だった。スペアキーを作って欲しいと言ったら、鍵屋のおやっさんは「犯罪に使うわけじゃないよな!?」と何度も念押ししながらも作ってくれた。

「お見事だよ音好くん」

　椅子から立ち上がり、パチパチと拍手しながらジロー部長が言う。それにつられて、部員みんなが拍手をし始めた。二宮さんもニッコニコで手を叩いている。

「報ほう酬しゆうじゃないけど、そのスペアキーは音好くんが持ってなよ。それがふさわしい気がする。それにどの道、二年後には部長でしょ？」

「え……あの、それは二人とも話し合わなきゃ……」

　しどろもどろになっていると、ユウくんと二宮さんが笑顔で弾はずんだ声を出す。

「何言ってるの音好くん。僕らの中で一番部長にふさわしいのはキミだよ」

「ウチもそう思う」

「じゃあ決定ってことで！」

　いきなり二年後の部長に内定してしまった。プレッシャーを感じる反面、みんなからの評価が素直にうれしくもある。何かのリーダーになるのなんか、小学校の時にやった班長以来だ。

　その時、十八時を知らせる学校のチャイムが鳴った。基本的に部活動が許されているのは十八時三十分までなので、そろそろ帰り支じ度たくをしなければならない。

「よし、未来の部長！　名探偵として締めの一言を！」

　チューさんにそう言われた俺の頭に、ふとある言葉が浮かぶ。

「（いや、やめとくべきだ。失敗したら大変だもの……でも……）」

　言っちゃえよ！　今のお前はノりにノってるから大丈夫だって！　何言っても許されるって！　俺の中にいる、お調子者の悪魔が耳元でそう囁ささやく。

「（そうかな……そうなのかな？　みんなが期待した目でこっちを見てる！　ええい、ままよ！）」

　俺は意を決して、〝モノマネで〟その言葉を口にする。

「えー……田た野の畑はた任にん三ざぶ郎ろうでした……」

　この後のみんなのリアクションは割かつ愛あいさせていただきます。その代わり、俺が直後に思った事を書いて、締めの言葉にしたいと思います。

　……言わなきゃよかった！
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　　　　■■一■■




　窓から差し込む春の日差しが、体をやさしく暖めている。俺はグーッと一つ伸びをして、体にたまったダルさを追いだす。

　今は昼休みで、ここは朗ろう読どく部ぶの部室。俺は部屋の奥に何故かあるタタミ二畳じようのスペースで寝転び、一人ダラダラしていた。

　部室には当然鍵かぎがかかっているのだが、わけあって俺の手元にはスペアキーがある！　いつでも好きな時に部室に入れてしまうのだ。

「（部室って居心地いいな～……横に可愛い女の子がいれば完璧なんだけどなぁ）」

　邪よこしまな妄もう想そうをしながら思う存分ダラダラして、そろそろ教室に戻ろうかと思ったその時、廊ろう下かの方から足音が聞こえてきた。

「（こんな時間に誰だろう？）」

　特にやましい事をしているわけではないのだが、もし先輩の誰かだったらタタミの上でゴロゴロしている姿は見せないほうがいいだろう。

　俺はさっと起き上がって、先輩の入室に備そなえた。心の準備はＯＫだが、願わくば部室の前を通り過ぎて欲しい。

　しかし、そんな願いもむなしく足音の主ぬしは朗読部の部室の前で止まってしまった。

　ジロー部長かミユキ先輩か、チューさんならいいけど、稲いな穂ほ先輩だったらちょっと怖いな……。

　俺は体を緊張させて扉が開くのを待った。




　カサカサカサ、トン！




　謎なぞの音を残して、足音がペタンペタンと遠ざかっていく。どうやら先輩達ではなかったようだ。俺はほっとしながらも、警戒を解かずに耳をすませる。……と。

「（何の音だ？？）」

　徐々に遠ざかるペタンペタンという足音のほかに、何かを引きずるようなズズッという異音が微かすかに聞こえる。

　俺は一瞬、幽ゆう霊れいが長い服の裾すそを引きずりながら歩く姿を想像してぞっとする。

「（こここ、こんな明るい昼間だし、ちゃんと足音もしてたし、幽霊ではない！）」




　キーン！　コーン！　カーン！　コーン！




「ひゃあああ！」

　突とつ如じよの予鈴に、情けない声を出してしまった俺は、急いで上うわ履ばきをはいて部室を出るのだった。




　　　　■■二■■




「……と、そんな事があったわけですよ」

　その日の放課後。ここは朗読部の部室。俺はその場にいるユウくんと二にの宮みやさん、そして稲穂先輩に向けて昼休みの出来事を話していた。

　三年生とチューさんは、大事な用事があるそうで、あとから来るらしい。なので全員が揃そろうまで、暇つぶしを兼ねて俺が昼間の恐怖体験を語っているというわけだ。

　ちなみに、〝タタミの上でだらだらしていた〟という部分は、〝午後の授業に向けて予習していた〟という風に変えて喋っている。その辺の抜かりはない。

「なるほど……部室でだらだらしてたら、謎の人物がやって来たのね。クククク」

　俺の噓は、稲穂先輩にあっさり見抜かれた。なぜ見抜かれたかは分からない。だけど、もうこの人に噓をつくのは止そうと思う。

　とは言っても、噓を見抜いた稲穂先輩は俺を責めるでもなく、手に持ったハガキサイズの紙を気だるそうに弄いじりながら、視線をこちらへ向けた。

「……姿は見た？」

「見てません。ガラス越しに人影は見ましたけど、男か女かも分かりません。でも足音は独特でした。耳みみ栓せんしてたからそう正確には分からなかったんですけど、ペタン、ペタンって。上履きじゃなかった気がするなぁ」

「そう。姿を見なかったのは残念ね……」

「あの、やっぱり幽霊なんですか!?」

　焦る俺を見て稲穂先輩は「フッ」と短く息を吐いた。

「ある意味幽霊みたいなものかもね……」

「ぎゃああああ！　俺ダメなんす！　幽霊とかお化けとか、そういうのダメなんす！」

　外していた耳栓を装着しながら俺は恥も外聞もなく怯おびえた。

　そう、何を隠そう俺はオカルト系にめっぽう弱い。霊とかお化けとか呪いとか、そういった類たぐいのもの全般が怖くて仕方がないのだ。稲いな川がわ淳じゆん二じが話す怪談なんて一生聞きたくないぐらいに怖いし、なんだったら稲川淳二自体も怖い。

「音おと好よしくん、ウチ塩持ってるけん、かけてあげらえ」

「ありがとう二宮さん！」

　心境の変化なのか慣れなのか、耳栓をしている時は二宮さんの方言を聞いてもほとんど気にならなくなっていた。

　にしても、塩を持ってるなんて二宮さんずいぶんと準備がいい。

　などと思っている俺の横で二宮さんがカバンから取り出したのは、思いっきり調理用の〝味塩〟だった。これはお祓はらいの効果があるのだろうか。

「二宮さん、何故そんなものを!?」

「……クラスの武たけ田ださんって子が、いつも弁当の味付けが薄いっち言いよるけん、使うかもしれん思うてこっそり家から持ってきよったん」

　そう言って二宮さんはモジモジしている。方言を気にする余り、他者とのコミュニケーションが上手くいっていない彼女だが、元来は人ひと懐なつっこくて社交的なのだ。

「で、上手くいった？」

「ううん。使うてもらえなんだ。急に黙って渡したけん、武田さんビックリしよんさったんかも。……変な子や思われよるかな？」

　うつむいて悲しそうな表情を見せる二宮さん。自分の行いを後こう悔かいしているようだ。確かに今回は相手を驚かせたかもしれないが、そこに善ぜん意いがあったのは間違いない。

　俺は彼女を精いっぱい慰なぐさめようと声を張った。

「いや！　武田に塩を送るなんて、時代が時代なら美び談だんになってたよ！　上うえ杉すぎ……じゃない、二宮さんいい事したよ！　ナイスソルト！」

「ふふふ。だんだん」

　俺の中学生レベルの慰めであっさり笑顔を取り戻す二宮さん。何て素直ないい子だ！

　……と、このように俺と二宮さんが塩談議で話を脱線させている横では、ユウくんが稲穂先輩に質問を投げかけていた。

「あの、〝ある意味幽霊みたいなもの〟ってどういうことですか？　心当たりでもあるとか？」

「ええ。あるわよ。まぁ……あんた達に話す義理はないけどね。クククク」

「ぜひ聞かせてください！」

　ユウくんは勢い込んで前かがみになる。目はキラッキラに輝き、お話をせがむ子供のようだ。

　それを見て、当初は気乗りしていなかった稲穂先輩の態度が少し軟なん化かする。

「はぁ、どうしようかしら……」

　俺としては怖い話は聞きたくないので、ぜひともこのまま話すのをめんどくさがっていて欲しいところだ。

　しかし、人の気持ちをくみ取るのが得意な「心の声を聞く女」二宮さんが、ここで立ち上がった。

「稲穂先輩、そがいに疲れちょるいうことは午後の授業で体育があったんやないですか？　疲れた時は甘いもの！　ウチ、シフォンケーキ作ってきたけん、食べる合間に気軽に話してもらえると嬉しいです！」

　二宮さんはそう言いながら、カバンをごそごそやって大きなタッパーを取り出した。パカッと蓋ふたをあけると、中からは見るからにふわふわのシフォンケーキが出てきた。

　しかし、シフォンケーキといいさっきの塩といい、この子のカバンには色んなものが入っている。

　他にどんなものが入ってるんだろう。髪どめのゴムと、飴あめ玉だまなんかが入ってそうだな……あと、絆ばん創そう膏こうは何となく入っていて欲しい。

　そして怪我したとき、患かん部ぶに優しく貼って欲しい。

「じゃあケーキ食べながら話してみましょうか」

　しまったぁ！　女子高生のカバンの中身について想像の翼を広げていたら、いつの間にか稲穂先輩が乗り気になっている！　ここは何とか食い止めなければ！

「無理しなくていいんですよ稲穂先輩！　お体が心配です！」

「ヒヒヒヒ。あんた、怖い話が聞きたくないだけでしょ？」

「……フヒッ！」

　面白いように言葉に詰まる俺。

　そうだった。ついさっき、もう稲穂先輩に噓はつかないと誓ったのに早速ミスってしまった。

「まぁ怖くないから聞きなさい。その前にお茶入れなさい」

「喜んで！」

　噓を見抜かれた後ろめたさから、俺は居い酒ざか屋やの店員のように威い勢せいの良い声をあげてお茶の準備をするのだった。




　お茶の準備が整い、稲穂先輩の話が始まった。彼女の目の前には、分厚く切られたシフォンケーキがある。

「朗読部が木曜日と金曜日の昼食の時間に校内放送流すのは知ってるわよね？　木曜日は文学作品の朗読をするんだけど、金曜日はラジオ番組みたいな事をするのよ。今年ももうじきやるから、覚悟しときなさい。クククク」

「は、はい！」

　何を覚悟すればいいのか分からないが、とりあえず頷うなずいておく。

「ラジオ番組みたいな事をやるからには、リスナーになる全校生徒たちと交流を持たなきゃつまんないわよね？　だからリクエストボックスを作って、部室の前に設置してるわけよ」

「あ、そう言えば部室前に箱がぶら下げてありましたね！」

　ユウくんがハッとした表情で言う。一方俺は、そんなものあったっけと首をかしげた。自じ慢まんじゃないが、俺の聴ちよう覚かく以外の五感は恐らく人並み以下である。聞き逃す事はないが、色々見逃す事は日常である。

　稲穂先輩の言葉が続く。

「そのリクエストボックスに、いつも面白い投とう稿こうをしてくれる人がいてね。その人のペンネームが〝下したの息子〟っていうんだけど。ヒヒヒヒ」

　俺はそこで「ブッ！」とお茶を吹きだした。そして間かん髪ぱついれずにツッコミを入れる。

「〝下の息子〟って、思いっきり下しもネタじゃないですか！」

　この我ながら的確なツッコミに対し、ユウくんと二宮さんは首をかしげる。

「下の息子なら、次男ってことじゃないの？　どこが下ネタなの音好くん？」

「他にどがいな意味がありよるん？」

　言われてみればそういう解かい釈しやくもできる。いや、でも普通は〝下の息子〟って言われたら男性のシンボルの事を想像しないだろうか!?　特に男子ならば！

　二宮さんと稲穂先輩の手前、どう説明したものか俺がオロオロしていると、稲穂先輩がケーキをごくんと飲みこんでから口を開いた。

「クククク。さすが音好……すぐにその解釈ができたのは、ジロー先輩とあんただけ」

「え、そうなんですか……」

「あんたやっぱり、ただものじゃないわね。クククク」

　稲穂先輩から謎の高評価を得てしまった。これは喜ぶべきなのか。

「ああ、そういうことか！」

　ここでユウくんが気付いたようだ。遅いぞユウくん。

「ウチ全然分からん！」

　未いまだ気付かない二宮さんが、ちょっと不ふ機き嫌げんになっている。それを見かねた稲穂先輩が彼女に耳打ちして正解を告げる。

「……音好くん変態！」

　そしてなぜか怒られる俺。理り不ふ尽じんすぎる。俺は断じて変態ではない。

　でも、可愛い声で「変態」と言われるのは悪くない。ユウくんも、いつものエンジェルボイスで俺に「変態！」と言ってくれないだろうか。

　……ん？　こんなことを考える俺ってやっぱり変態なのだろうか……。

　声フェチという性せい癖へきに自己嫌悪を覚えていると、シフォンケーキを食べ終えた稲穂先輩が再び喋り出した。この人、隙を見てケーキを食べるのが妙に上手い。

「その〝下の息子〟ってのが謎多き人物でね。ネタとペンネーム以外、性別も学年もクラスも何も書いてないのよ。採用者にはノートや鉛えん筆ぴつなんかを渡してるんだけど、一度も渡せずじまい」

　ため息をついた稲穂先輩が、ごく自然に俺のシフォンケーキに手を伸ばす。

「ネタは大抵朝早くにリクエストボックスに入れられてるようだったから、景けい品ひん渡すためにジロー先輩が朝一で部室に向かった事もあったのよ。でも校門が開いてすぐ部室に向かったら、既にリクエストボックスに入れられてたり、朝入ってなくても放課後いつの間にか入れられてたり……ヒヒヒヒ。とにかく実態がつかめないのよ〝下の息子〟」

「ん？　この流れから言うと、俺が聞いた足音の主ってもしかして……」

「クククク。そうね。さっきリクエストボックスにコレが入ってた」

　稲穂先輩はそう言うと、さっきからいじくっていたハガキサイズの紙を机にスーッと滑らせた。

　そこにはプリンターで印字された文字でこう書いてあった。






【校内謎かけ】

　古山先生の冗談とかけまして、

　雨の日の廊下ととく

　その心は「めっちゃ滑る」

　　　　　　　　　　　　～下の息子～






「〝下の息子〟！」

「そうなの。だからさっき聞いたのよ、姿を見たか、ってね」

「ひぃぃぃ！　なんか怖い！　その昔、ネタが採用されずに死んだ生徒の霊とかじゃないんですか!?　姿なき生徒……怖ぁぁぁい！」

「落ち着いて音好くん、そんな理由で人が死ぬわけないよ」

「ほんとかいユウくん!?」

「ほんとほんと」

「噓だったらどうする!?」

「死んでお詫びするよ」

「じゃあ今度はユウくんが化けて出るじゃないかぁぁぁぁ！」

　俺が無駄に騒いでいると、頭上から何かが落ちてきて頭に直撃した。

「痛て――！　屋上から植うえ木き鉢ばちが落ちてきた！　悪霊を怒らせたんだ！　死ぬー！」

「落ち着いて音好くん、棚からお茶っぱの缶が落ちてきただけだよ！　騒いだから棚が揺れたんだよ！」

「こわい――！」

　なおも騒ぐ俺に、二宮さんがそっと近づいてきて頭の傷口を見る。

「もう、ぞえたらいけん」

「ぞえ……何？」

「あ、ごめんなさい！　〝ぞえる〟は……ふざけるとか暴れるとか、そがいな意味」

　照れながら説明する二宮さんを見て、俺はようやく落ち着いてきた。

「ごめん、騒ぎすぎた」

「傷はへーき？」

　まだ少しヒリヒリするが、絆創膏でも貼っておけばすぐ治るだろう。

「（ん？　絆創膏……）」

　そこで俺は気付いた。これはチャンスだ！　可愛い女の子に絆創膏を貼ってもらう大チャンスだ！　手の届く距離にある青春イベントを逃す手はない。

　俺は焦りながら二宮さんに話しかける。

「あ、あの、傷できてるからほら！　カバンに……あるでしょ？　さっきの！」

　俺の必死の説明を聞いた二宮さんは怪け訝げんそうな顔で「わかった」と言ってカバンを探り出す。そして中から取り出した〝味塩〟を俺の傷口に振りかけた。

「ぎゃああああ！　しみるぅぅぅぅ！　傷口に塩はあかん！　効果は抜ばつ群ぐんだ！」

「わー！　ごめんなさい！　けんど〝さっきの〟って言いよったから！」

　確かにそうだ。絆創膏のくだりは俺が脳内で勝手に妄想していただけで、二宮さんからすれば〝さっきの〟と言えば〝味塩〟になるだろう。

「クククク。あんた達といると、退屈しないわね。アレン部長の世代を見てるみたい」

　コップに残ったお茶をゴクリと飲んだ稲穂先輩がポツリとつぶやいた。騒がしい中でも、稲穂先輩の言葉はよく通る。声が大きいというよりは、目立つ声をしているのだ。

「すいません稲穂先輩、騒いじゃって……」

「慣れっこよ」

　そう言って「ヒヒヒヒ」と不気味に笑った稲穂先輩だったが、不意に視線を虚こ空くうに飛ばして真顔になった。一気に場の空気が張り詰める。

「話を〝下の息子〟に戻すけど、一つおかしい事があるのよ……」

「な、何がですか？」

　俺とユウくん、そして二宮さんは、息を飲んで稲穂先輩の言葉を待つ。

「私が入部する二年前から有名だったらしいのよ、〝下の息子〟」

　俺は唾つばをゴクリと飲み込み、稲穂先輩に尋ねる。

「それってつまり……」

「少なくとも、この学校に四年はいるってことになるわね。意外と本当に地じ縛ばく霊れいだったりするのかもね。ヒヒヒヒ」

　稲穂先輩のそのセリフを聞いた瞬間、俺は入学以来三度目の気き絶ぜつをしたのだった。
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　目覚めると、もはや見慣れた風景。そう、ここは保健室だ。

　霊が怖くて気絶するなんて不覚だが、稲穂先輩が恐ろしげな口調で〝地縛霊〟なんて超怖い単語を口にしたもんだから我が慢まんできなかった。

　今の時間が気になって時計を見ると十七時三十分だった。みんなまだ部室にいるだろうか。

　心配をかけてそうだから、顔を出してから帰ったほうがいいだろう。

　ベッドから半身を起こすと、カーテンの向こうで人が動く気配がする。

　ペタン、ズズー、ペタン、ズズー……。

「（こ……この音は!?）」

　そう、昼休みに俺を恐怖に陥れた謎の投稿者の足音に良く似ている。

「（ま、まさかな。こんな所に来るわけない！　来る理由がない！　……まさか、目撃者を消すためにわざわざやって来たとか!?）」

　ペタン、ズズー、ペタン、ズズー……。

　足音はどんどん近づいてくる。

　そして、ベッド周りのカーテンがゆ――っくりと開かれる。

　その隙すき間まから見えたのは、白いダラーンとした服を着た女性……。

「出たぁぁぁぁぁぁ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

　何をしていいか分からず、とりあえず俺は全力で謝った。相手が幽霊であれ何であれ、とにかく誠意を伝えるしかない。

「は？　なに謝ってるの音好？」

「ですから、害がい意いはございませんと誠心誠意ですね……あれ？　ミナ先生？」

　そう、目の前にいたのは、ダボダボの白衣を着たミナ先生だった。白衣の裾は床に引きずるほど、そして袖は手からダラーンと垂れるぐらいに長かった。

「あんた、また頭でも打ったの？」

「な、何でこんな所に!?　それにその白衣……」

「何でってここ保健室よ。白衣は発注ミスで大きいのが来ちゃったのよ。予備のは洗濯中だし、しばらくはこの格好で仕事しなきゃなの」

「そうだったんですか。大変ですね」

「おバカな生徒の相手ほどじゃないけどね」

「ははは、……すいません。お化けと思っちゃって」

　何だかさっきから謝ってばかりだ。

「こんな可愛いお化けがいるかしら？」

　手を頭と腰にやり、モデルっぽいポーズを取っておどけるミナ先生。確かに可愛いが、ぶかぶかの服を着て大人ぶる幼よう女じよ的な可愛さだ。

　それはそうと、さっきの足音の件を聞いておかねばならない。

「ミナ先生、今日の昼休みに部ぶ室しつ棟とうに行きませんでした？」

「ん？　ずっとここにいたわよ。昼休みは怪我する子がいたりするから、保健室を離れられないのよ」

「そうですか……」

　やはりミナ先生ではないようだ。言われてみれば、足音はそっくりだったものの、何かを引きずる音は微妙に違っていた。

「どうしたの？　部室棟で何かあった？」

「それが、俺お化け見ちゃったかもしれないんです」

「お化け？」

「はい。〝下の息子〟っていうんですけど……」

　俺のその言葉に、ミナ先生の顔はみるみる真っ赤になった。そしてたじたじと二～三歩後ずさってから叫ぶ。

「〝下の息子〟がお化けって、俺の息子はバケモノ級ってか！　制せい御ぎよ不ふ能のうのサラマンダーってか！　自分に自信持つのはいいけどね、下ネタも場をわきまえなさい！」

「いや、違うんです！　あ、でもミナ先生もそういう解かい釈しやくしますよね!?　仲間だ！」

「な、何が仲間なのよ……」

　にじり寄る俺に、うろたえるミナ先生。

「あ、あなたまさか、理性吹っ飛んじゃったの!?」

　怯えた様子でミナ先生が言う。心なしか頰ほおが上気したように赤い。

「あ、いや違うんです。聞いてください！」

「まさかこんなシチュエーションが訪れるなんて！　猛たけるサラマンダーが、私を狙ってるわ……美人養よう護ご教きよう諭ゆ大ピンチの巻！」

　ミナ先生がうろたえながらも妙に盛り上がっている。その隙に、俺は早口で事の経緯を説明した。

「な、なるほどね！　そういう理由なら早く言いなさい！　少し覚悟決めちゃったじゃない！」

「何かすいません」

　やはり今日は謝ってばかりだ。……ってか今回に関しては俺あんまり悪くなくない!?

「でも、そう言えば昼の放送で〝下の息子〟って聞いたことある気がするわ。あれ下ネタじゃなかったのね」

　ミナ先生はちょっと恥ずかしそうだ。

「でもジロー部長と俺も下ネタだと思いましたよ」

「そのメンバーか……」

　ミナ先生は少し不満そうだ。俺はその事が不満だ。さっきの盛り上がり方からすると、ミナ先生は完全にこっち側の人間なのに。

　と思ってる間に、体調はすっかり戻っていた。そろそろ部室に戻らねば。

　俺がそう告げようとすると、視界の隅に何か黒いものが映った。高速で移動するソイツは、カサカサ音を立てて壁を上っている。

　間違いない。嫌われ者の虫の代表格、Ｇだ。

「突然ですが先生、虫とか平気な方ですか？」

「虫？　私すっごい苦手。チョウチョも怖いもん」

「そうですか。じゃあ絶対に振り向かないでくださいね」

　そう言って俺は上履きを脱いで手に持った。

　その行動で何かを敏びん感かんに悟ったのだろう。ミナ先生が、止める間もなくバッと後ろを振り向く。

　それに対して壁に張り付いていたＧは「どーも」とでも言うように、ユラユラと触角を動かした。

「きゃああああああああああ！」

　ミナ先生が盛大な悲鳴を上げながら俺の方に突進してきた。

「ちょ、ミナ先生！　危ない！」

　意識がＧに行っていた俺は、よけきれずに先生と激突してしまった。

　思いっきり胸がぶつかって、今度は先生のＧに意識が行く。いや、この感じだとＧどころかＨやＩという可能性も……。













　俺が煩ぼん悩のうの海に頭の天てつ辺ぺんまで浸つかっていたその時、保健室のドアがスルスルと開いた。

「ドウシマシタカー？」

　そこにいたのは、若き日のロバート・デ・ニーロに似た外国人男性だった。手に竹ぼうきを持っているところから推すい察さつすると、これが噂の用務員、ウィル・アンダーソンさんだろう。

「助けてウィルさん！　ゴキブリが！」

「ソリャイケネェ！　退治シヤス！」

　そう言ってウィルさんはダッシュで駆け寄り、俺の右手をねじあげた。

「イタタタ！　お、俺はゴキブリじゃないですって！」

　このサイズのゴキブリがいたら地球の危機だ。テラフォーマーズだ。

　しかし、俺の必死の弁べん明めいも届かず、ウィルさんは英語でまくし立てる。

「You have the right to remain silent!　Anything you say can and will be used against you in a court of law!【あなたには黙もく秘ひ権けんがある！　あなたの供きよう述じゆつは、法廷で不利な証拠として用いられる事がある！】」

　まさか耳元でネイティブな〝ミランダ警告〟を聞く日が来るとは……。人生何が起きるか分からないものである。

　って、そんな事言ってる場合じゃない！

「アイム、ノーコックローチ！　ヒューマンヒューマン！　ベリーヒューマン！」

　文法もくそもない英語だが、必死な思いは相手に伝わったようだ。

「Oh!　ゴメンナサイ。ワシャウッカリ八はち兵べ衛えカ！」

「わかってもらえたらいいんです。てか、うっかり八兵衛なんてよく知ってますね」

「『水み戸と黄こう門もん』ハ、ワタシノBibleバイブルデス。アトSpider-Man!スパイダーマン」

　まさか黄門様もアメリカの蜘く蛛も人間と並び称される日が来るとは思ってなかっただろう。しかし、バイブルって言葉全然似合わないな『水戸黄門』。

　そんな事を考えていると、ミナ先生の悲痛な叫び声が聞こえてきた。

「二人ともそんな事はいいから、アレやっつけて！」

　そうだ。ゴキブリの事をすっかり忘れていた。そして気付くのが一瞬遅かった。

　賊ぞくはドアの隙間から逃げて行ってしまった。

「もー！　逃げちゃったじゃない！　また来たらどうするのよ」

「追イカケマショウ！　行キマスヨ、ヤシチ！」

「誰が弥や七しちですか！　せめて助すけさんか格かくさんに……って聞いてない！」

　さっさと出て行ってしまったウィルさんを、俺は仕方なく追いかけるのだった。




　保健室を飛び出したウィルさんは、何の確信があるのか分からないが「コッチダ！」などと勇いさましい言葉を発しながら廊下を進んで行く。

　俺も仕方なくついて行ったのだが、いくつ目かの角を曲がった所でウィルさんが急に立ち止まった。

「シマッタ！　竹ボウキ忘レタ！」

　確かに保健室に入って来た時に持っていた竹ぼうきを、今は持っていない。

「あとで取りに行けばいいじゃないですか」

「ダメデス……アレハ、黄門様デ言ウ〝印いん籠ろう〟ノヨウナ物ナンデス」

「えらく目につく印籠ですね」

「後ハ任セマシタヨ、ヤシチ！」

　そう言うとウィルさんは走り去ってしまった。何だか体よく面倒を押し付けられた気がする。

　家け来らいとして最後までお付き合いすべきかとは思ったものの、朗読部のみんなをあまり待たせるのも悪い。俺は心の中でウィルさんに謝りながら部室へと戻るのだった。
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　俺が部室に戻ると、そこにはジロー部長とミユキ先輩に、チューさんもいた。

「あ、音好くんもう良くなった？」

　ユウくんが声をかけてくれたものの、何故か部屋の空気が重い。

「うん。大丈夫だった。ところで、ジロー部長やミユキ先輩は今までどこ行ってたんですか？　大事な用事って言ってましたけど」

　部屋の空気がさらにグーンと重くなる。

　どうやら会話の一歩目で、ＮＧワードという名の地じ雷らいを踏み抜いたようだ。

「……いやぁ、現実を見るのはつらいね」

　ジロー部長が代表して言葉を発したが、その声はかなり暗い。そして今日は全然グイグイ来ない。陽気と筋肉だけが取り柄のようなジロー部長なのに、一体何があったのか。

　続きの言葉も出てきそうにない事を悟ったのか、チューさんが後を引き継ぐ。

「俺達今まで、新しい顧こ問もんに会いに行ってたんだわ」

「そう言えば顧問の先生見た事なかったですね。……どこにいるんですか？」

　この俺の言葉にはチューさんではなく、ジロー部長が答える。

「いないから困ってるんだ。まさか断られるとは……ごめんよみんな。俺のせいだ……俺は部長失格だ」

　また空気がどよーんと重くなってしまった。俺は二歩目でも地雷を踏んだようだ。

「チューが説明するから暫しばらく黙ってなさい、グラビティ音好」

　稲穂先輩にそう言われては黙るしかない。しかも変な異名をつけられた。場の雰囲気を重くするからグラビティなのだろうか。

　一方、急に説明役に指名されたチューさんは、戸惑いながらも口を開く。

「えーっと、どっから話したもんかな……。とりあえず去年の顧問だった新あら井い先生は、実家の酒屋を継ぐ事になって教師を辞めたんだわ」

　チューさんが言葉を選びながら話し始めた。

「前に新入部員探してもらう時にも言ったけど、この学校にはクラブ活動を続ける上でいくつかのルールがあってな。顧問についても色々決まってんだけど、まぁ顧問がいない場合は部と認められないってのが大原則だ」

「なるほど」

「んでな、顧問がいなくなった場合、新しい顧問は生徒が探す事になってんだ」

　ユウくんと二宮さんは既すでに一度説明を受けたのか、うんうん頷きながら聞いている。

「新顧問の条件は三つある。一つ、当校の職員である事。一つ、既に別の部の顧問をしていない事。一つ、過去一年間の間に当とう該がいの部の活動を手伝った人物に限る」

「結構厳しいですね……特に三つ目」

「さすがに理解が早いな音好。三つ目の条件のせいで、何も知らない新任教師を顧問に据える、という荒技は使えないってわけだ」

「けど、顧問が辞めるリスクを考えたら、新顧問候補をあらかじめ用意しておいたりしなかったんですか」

「当然用意してたぞ。去年着任した若くて美人の中なか山やま洋よう子こ先生に新顧問を頼めるように、事あるごとに朗読部の活動を手伝ってもらってた」

「中山洋子先生？　いましたっけそんな人」

「去年やめた。寿ことぶき退たい職しよくだ」

「ええええ！」

「ちなみに相手は前顧問の新井先生だ」

「えええええええええ！」

「朗読部の活動を通じて、仲を深めていったっていうから、なんか皮肉だよな」

　この辺で先輩達はがっくり肩を落としているようだった。色んな事を思い出しているのだろう。

「けど俺達には奥の手があった。二人目の新顧問候補を用意してたんだ！」

「おぉ！」

「それが古ふる山やまだ。鍵をなくした時に朗読部をこっぴどく叱った人だ。あの人、元劇団員でシナリオ書いてた経験とかもあるから、朗読台本のチェックとかを、たま～に頼んでたんだわ」

「なるほど！」

「厳しくて頭固いけど、悪い人じゃない。もし部室の鍵が見つかってなかったら頼みづらかったけど、それも音好が見つけてくれたしな」

「でも、ダメだったんですよね？」

　そこでジロー部長が椅子から滑り落ち、床に膝をついて絞り出すように言う。

「そうなんだ……ダメだったんだ。一体何が……」

　そんなジロー部長を、稲穂先輩とミユキ先輩が両サイドから椅子の上に引っ張り上げる。

「しっかりするのよジロー」

「グラビティ音好の言葉に惑わされたらダメですよ」

　いつの間にか俺が部長を単体攻撃していたようだ。部長ってばガタイはいいのに、打たれ弱すぎる！　でも、それを言うとまた落ち込みそうなので黙っておこう。

「で、どうしてダメだったんですか？」

「別の部活に取られてな。口約束はしてて、あとは今日の手続きで晴れて新顧問になるはずだったんだが、急きゆう転てん直ちよつ下かだな」

「手続きっていつまでにやればいいんですか？」

「……明日」

「あああ、明日!?」

「顧問就任手続きの担当が古山だから、ギリギリでも大丈夫だと思ったんだわ」

「ちなみに、その古山先生をどこの部に取られたんですか？」

「新聞部」

　チューさんの言葉を聞いて、俺はふと嫌な予感がした。まさか裏であいつが動いていたのでは……。

　俺は「電話いいですか？」と一言断って、根ね越ごしの番号をプッシュする。

『そろそろかかってくる頃だと思ってたぜ音好』

「根越、新顧問を奪ったのはお前か？」

『簡単に言うとな。けど奪ったんじゃなく、勝ち取ったんだよ』

「何か古山先生の弱みでも握ったのか？」

『勝手な想像するなよ。ま、黙もく秘ひしとくわ』

　俺の声しか聞こえないものの、会話の流れが分かったのだろう。稲穂先輩が口を挟んできた。

「どうせ古山が、人には言えない秘密の趣味を見つけられて脅されたのよ。女じよ装そう癖へきね、きっと」

　俺はその言葉をそのまま根越に伝える。

「古山先生の女装癖の証拠でも見つけて脅したのか？」

　それに対して根越がぐっと言葉に詰まる。まさかの図星だったらしい。

『……勘かんの鋭い人がいるみたいだな。一体誰なんだ？』

「秘密だ！　だが朗読部を敵に回さない方がいいぞ！　へっへっへ」

　俺の脅しに根越はかなりビビっているようで、奴にしては珍しく神妙な口ぶりになる。

『へぇ……。けど顧問の件はもう動かせないと思うぞ。なんだったら部長に直接かけあってくれよ。この先は俺はノータッチだ』

　根越は、まだ見ぬ稲穂先輩に怯えている。いつもは鋭すぎて怖い人だけど、味方にするとこんなに心強いのか！

　俺はビビる根越に「お、おぼえとけぃ！」と言って電話を切った。完全に小者だ。

「新聞部に知り合いがいるのね音好」

　稲穂先輩が尋ねてくる。さっきは心強かったものの、今は矛ほこ先さきがこちらに向いているのでもう怖い。

「はい、根越ってやつで情報収集が得意なんです。どうやら古山先生の弱みを握ったようですね」

「そう……」

「顧問に関しては、部長にかけあってくれって言ってました」

　その言葉にミユキ先輩が「うーん」と悩ましげに首をかしげる。

「新聞部部長は川かわ端ばた先輩だわ。アレンさんをライバル視して、事あるごとに突っかかってたウザい人なのよ。今年もまた邪魔するのね。ウザいわ」

　普段とのギャップですごく怖い。いや、ギャップ以前に普通に怖い。

　俺が言葉に詰まっていると、ユウくんがミユキ先輩に質問を投げかけた。

「ミユキ先輩、今〝川端先輩〟って言いましたけど、同じ三年生なんじゃないですか？」

　言われてみればそうだ。最高学年のミユキ先輩が、なぜ〝先輩〟と言っているのか。

　それに対してミユキ先輩は真顔のまま答える。

「留年よ。嫌な人に限って留年するのよ。嫌がらせだけは一流なのよ、あの方。あ、そうだわ！　今から嫌がらせ大学に嫌がらせ推すい薦せんで入学してもらってはどうかしら？　嫌がらせ偏へん差さ値ちだけは高いもの」

　何を言っているか良く分からないが、川端先輩が留年した事だけは伝わった。

「ヒヒヒヒ。明日会いに行く事ね、音好」

「んあっは!?」

　不意打ちで稲穂先輩がおかしな提案をしてきたので、俺はそれに負けないぐらいおかしなリアクションをしてしまう。

　目を白黒させている俺に、稲穂先輩が嚙んで含めるように説明する。

「留年したってことは、四年間学校にいるって事よ。クククク」

「はぁ……」

「あと、アイツっていつも靴のカカト踏んでるから、足音がペタペタなりそう。ほら、何か思い当たらない？」

　そこまで言われてようやく俺も気がついた。

「あ！　〝下の息子〟！」

「幽霊じゃないってこと、証明してきなさい。ついでに顧問も奪ってきなさい。クックック……」

「は、はい！」

　折せつ角かく手に入れた快適な部室だが、幽霊が出るとなれば不快な空間になってしまう。これは早急に幽霊がいない事を証明すべきだ。

「明日会いに行ってきます！」

　俺は流れで重要な任務を任された事にも気付かず、元気よく返事したのだった。




　　　　■■五■■




　翌日の昼休み、俺は朗読部の部室へと向かっていた。

　根越経由で、放課後に新聞部の部長に会うアポイントは取ってあったのだが、その前にやっておくべき事があったのだ。

　途中二組の教室を何となく覗いてみると、二宮さんが一人で机に座っていた。教室はにぎわっているものの、彼女の周りだけ人がいない。

　二宮さんは英語の教科書を広げ、イヤホンを耳につけて何かを聞いていた。傍はたから見れば英語の勉強に見えるだろうが、実際は正しい日本語のイントネーションを聞いているのだろう。教科書はそれを隠す為のフェイクだ。

　そんな彼女の様子を遠巻きに見ている女子グループがいたので、俺は耳みみ栓せんを取って会話を聞いてみた。

「あの子いつも勉強してるね」

「ガリ勉じゃない？　誰とも喋らないし、お勉強が大事なんだよ」

「そう言えば私、昨日塩渡されたよ。マジびびった」

「ウケる！　不ふ思し議ぎちゃん気取ってんのかな？　塩なんて誰もいらねーっつーの」

　そこまで聞いた俺はいたたまれなくなり、再び耳栓を装着すると二組の教室にツカツカと歩み入って二宮さんの前に立った。

　驚いたように俺を見上げる二宮さん。彼女の噂話をしていた女子グループの視線も感じる。

「二宮さん、昨日の塩まだ持ってる？」

　俺の問いに、彼女は笑顔で応え、カバンから塩を取り出した。

「ちょっと借りていい？」

　塩を借りる事に意味はない。ただ、女子グループの「塩なんて誰もいらねー」の言葉を否定したくて衝動的に取った行動だった。

「放課後部活の時に返すから」

「うん」

　そう言って二宮さんはニコリと笑った。こちらも釣つられて笑ってしまうような、素敵な笑顔だった。さっきは意味がないと言ったが、この笑顔が見られたなら、塩を借りた事にも意味があった気がする。

「ありがとう。助かったわ」

　俺は心の底からお礼を言った。何の混じりけもない素直な言葉だった。

　さぁ目的は果たしたぞと周囲をそれとなく見渡すと、二組の連中の視線を結構集めてしまっていた。

　その中には、かつて俺に相談事を持ち込んだ中学のクラスメイトの顔もある。

　何となく居づらくなった俺は「じゃあ放課後」と言い、二宮さんのもとを去ろうとする。と、彼女が俺にだけ聞こえるような小さな声で「だんだん」と囁ささやいた。

　行動の真意を見抜かれたように感じ、急に照れくさくなった俺は、そそくさと二組の教室を出たのだった。




　とんだ寄り道をしてしまったが、俺は昼休みにやるべき本来の目的を果たす為に朗読部部室の前にやって来た。

「（よし、今日はまだ来てないようだな）」

　リクエストボックスが空なのを確認して、ズボンのポケットからビニール袋を取りだした。中には白い粉が入っている。麻薬の類たぐいではない。〝塩〟だ。家から持ってきたのだ。

　部室扉付近に屈み、袋を傾けて塩をドサッと廊下に落とす。そのまま手で形を整え、山を作った。盛り塩の完成だ。

「これでいいのか……」

　盛り塩の作法はよく分からないが、見た目は完璧だと思う。

「あ、そうだ……」

　俺は完成した盛り塩に、二宮さんから借りた味塩を振りかけた。折角なので使わせてもらおうと思ったのだ。

　何故俺がこんな事をしているのかと言うと、それは保険だ。新聞部部長の川端先輩が〝下の息子〟ではなかった場合を見越して、盛り塩で部室を清めているというわけだ。

　俺は塩に向かって手を合わせ「よろしくお願いします」と、ぼんやりしたお願いをしてその場を後にした。




　その日の放課後、川端先輩にアポを取った十七時までまだ時間があったので、とりあえず俺は朗読部の部室へと向かった。

　しかし、部室に入ろうと扉付近を見たその時、思わず叫び声をあげてしまった。

「なななない！　塩がない！」

　そう、お清めのために盛っておいた塩が綺き麗れいさっぱりなくなっていたのだ。怒らせたか……俺は悪霊を怒らせてしまったのか!?

　その場から動けず、周囲を見まわす俺。すると、すりガラスの向こう側、つまり部室内で何かが動いた。待っているのか……悪霊が俺を待っているのか!?

　とりあえずこの場を離れようと回れ右をしかけたその時、部室のドアが開いた。

　俺は思わずビクリとして叫び声をあげる。

「ひゃあ！　悪霊退散！」

「誰が悪霊よ。失礼な事言ってると呪い殺すわよ」

　稲穂先輩だった。悪霊じゃなくて良かったが、その発言は悪霊よりもたちが悪い。

「そんな事より、新聞部の部長とは会えたの？」

「この後会いに行きます。時間があったから、とりあえずこっち来たんですけど」

「じゃあ早く入りなさい」

　稲穂先輩に言われて、俺は恐る恐る部室に入った。パッと見、悪霊はいそうにない。いや、パッと見で悪霊の「いる／いない」が分かるはずもないのだが。

「あんたさっき何でビビってたの？」

「昼休みに盛っておいた〝塩〟がなくなってたんです。だからてっきり悪霊の仕業かと思っちゃって」

「私が来た時には塩なんかなかったわ。クックック……」

「そうですか……」

「そしてリクエストボックスには……コレが入ってた」

　稲穂先輩がハガキサイズの紙を、机の上にスーッとすべらせる。






【世紀の発見シリーズ】

　ホワイトボードは白いが、黒板は黒くない

　　　　　　　　　　　　　　　　　～下の息子～






「デター！　〝下の息子〟！　来てたんすね!?　今日も来てたんすね!?」

「ヒヒヒヒ。来てたみたいね。塩を盛った時にはこの紙あった？」

「いえ、ありませんでした。確認したので間違いないです」

「じゃあ、盛り塩を消し去ったのは〝下の息子〟ね、きっと」

「嫌だぁぁぁぁぁ！　塩が効かないならどーすればいいんですか！　ヒイラギの葉ですか!?　イワシの頭ですか!?」

「節せつ分ぶんじゃないんだから。〝猛もう犬けん注意〟のシールでも貼っておく？」

「セールスマンじゃないんですから！」

「ヒヒヒヒ。音好、あんた面白いわね」

　俺が真剣に怖がっている様子を、楽しそうに見つめる稲穂先輩。やっぱり悪霊よりもたちが悪い。

「あ、音好くんここにいよんさった」

　伊い予よ弁全開で部室に入って来たのは二宮さんだ。後ろからユウくんも入ってくる。

「まだ新聞部には行ってないよね？　僕らも一緒に行こうかって思うんだけど」

「ありがとうユウくん。絶対川端先輩が〝下の息子〟だって証拠を摑んでこよう！」

「でも、どうやって調べようか？」

「まぁ任せてくれ。中学時代に得た俺の特技が役に立ちそうだ。昔取った杵きね柄づかと言うか、まさかこんな所であのスキルが役に立つとは……」

　ぶつぶつ言う俺を不思議そうに見ながら、ユウくんが続けて言う。

「顧問を譲ゆずってもらう件も頑張ろうね」

「……あれ？　そんな話もあったっけ？」

　俺はここに至って、重要な任務を任されている事に気付いた。

　個人的には「下の息子＝川端先輩」だと証明できれば、あとはどうでもいいと思っていたのだが、そうもいかないようだ。

「そろそろ時間ね。行ってきなさい」

　稲穂先輩のその言葉に追い立てられるように、俺は部室を出る。ユウくんと二宮さんも、神妙な面持ちで俺に続いた。

「手ぶらで帰ってきたら承知しないわよ。ヒヒヒヒ」

　最後にヘヴィーなプレッシャーをかけて、稲穂先輩がピシャリと部室の扉を閉じた。やっぱりこの人、悪霊よりたちが悪い！




「本当にお化けだったらどうしよう……」

　心を許したユウくんと二宮さんに挟まれ、俺は自然と弱音を吐いてしまう。

「その時はその時だよ。解決策はきっとあるって！」

　ユウくんがエンジェルボイスですかさず慰なぐさめてくれる。心まで天使のようだ。

　嫉妬から来る偏へん見けんで、〝イケメンは性格が悪い〟と決めつけていた過去の自分を厳しく叱り飛ばしたい。

「ウチもお祓はらいとか覚えるけん。あと、イントネーションの教材だけやなくて、お経きようとかも聞いて覚えて守っちゃらえ」

　二宮さんもエンジェルスマイルでフォローを入れてくれる。冷静に考えて、こんな素敵な二人に囲まれている俺は、すごく恵まれているのではないだろうか。

　入学してからトラブル続きだが、〝仲間との出会い〟に関しては凄く引きが強い気がする。理想の声をもつユウくん、理想の容姿をもつ二宮さん。怖い時はあるけど、基本的に優しい朗読部の先輩達。

　どれも素晴らしい出会いであることは確実だ。

　落ち込んでいた心が少し上向いてきたところで、意外な人物と出会った。

「オー！　ヤシチ！　捜シマシタヨー！」

　用務員のウィルさんだ。この出会いも何かの啓けい示じなのだろうか……。

「どうも……」

「今日ハ、オ連レガイルンデスネ」

　ロバート・デ・ニーロにそっくりの、妙に人懐っこい笑顔でユウくんと二宮さんを交互に見るウィルさん。

「三み崎さき友ゆうです」

「二宮向日葵ひまわりです」

「コレハコレハ！　ワタシハ、ウィルデス。『水戸黄門』ガ好キデス」

　三人が和やかにあいさつを交わしている。アレンさんの事件で、ウィルさんの名前だけは知っていたユウくんと二宮さんは、有名人に会ったかのようにはしゃいでいた。

「あ、ところでゴキブリ退治できました？」

　俺の質問に、ウィルさんは親指をグッと立てた。

「Ｙｅｓ！　アノ後、教室ニ逃ゲ込ンデ、大変デシタ」

「黄門様一行に追われる小悪党みたいですね」

　途中で追跡をやめた後ろめたさから、俺はウィルさんが好きな『水戸黄門』に喩たとえてご機嫌をとった。その喩えがウィルさんはいたく気に入ったようだった。

「ＨＡＨＡＨＡ！　壁中走リ回ッテマシタ」

「正に『観かん念ねんしろい！』って感じですね」

「ソレハ『遠山ノ金サン』デスケドネ」

　ご機嫌なまま別れようとダメ押しをしたものの、深追いし過ぎたようだ。

「すいません……」

「ヨクアル間違イデスヨ」

　最後は何故か慰められるような形で、俺達はウィルさんと別れたのだった。




　ウィルさんとの話で、少し時間が押してしまったものの、俺達はほぼ約束の時刻通りに新聞部の部室に着いた。

　ノックして部屋に入ると、中にいた根越が声をかけてくる。

「よう、音好。待ってたぜ。二宮もいらっしゃい。そっちが三崎だな。顔は知ってるけど、一応初めまして」

　根越が如じよ才さいなくユウくん達にあいさつしている間、俺は部室を見まわした。

　新聞部の部室は、朗読部とはまた違った趣おもむきだった。中央に幅の広い長机がドーンと置いてあり、その机に向けて椅子が八脚ほどある。壁際にはオフィス用デスクと、デスクトップのパソコンがあり、大きなコピー機もある。用具棚には定じよう規ぎやペンなどの筆記具が雑然と立てかけられていた。

　一通り部室を見まわしたが、根越以外に人影はない。

「部長はさっきトイレ行った。まぁ座って待ってな」

　俺達は勧められるままに椅子に座った。

　根越が紙コップにお茶を入れて並べてくれる。緊張で喉のどが渇いていた俺は、それを一気にあおった。

「顧問の件は悪かったな音好。俺は部だろうが同好会だろうが構わないから、頑張って説得してみてくれよ」

「お前が謝る事じゃないさ根越」

　そこまで話した時、不意に扉がガラリと開いた。

　扉から入って来たのは、ボサボサ頭に丸いサングラスをかけた長身の男だった。制服のブレザーを、袖を通さずに肩から掛けている。やせ型で無ぶ精しようひげも目立つため、大学受験中の苦学生のようだ。

　そんな怪しい人物が部屋に入るなり大声をあげる。

「おぉ、ユーたちが俺に話があるとかいうパーソンか、ア～ハ～ン！」

　俺達があっけに取られているのを見て、根越がスッと席を立つ。

「んと、こいつが俺の言ってた田た野の音好。隣が三崎友で、女の子が二宮向日葵」

「なるほどオーライ！　ミーがニュースペーパー部ボスの川端泰やすだ。語尾をナリにすると、カワバタヤスナリ。ハッハ！　文ぶん豪ごう文ぶん豪ごう」

　できればトンネルを抜けて雪国に出たら、そのまま帰って来ないで欲しい。……と思うほど強烈な人物だ。こんな機会でもなければ、もう一生関わりたくない相手である。

　こうなったら、もう聞く事だけ聞いてさっさと帰ろう。

　俺は先ほど朗読部部室でユウくんに言った、とっておきの技能を使う事にした。

　人呼んで、ウソ発見クエスチョンだ。

「質問です。全部〝いいえ〟で答えてください」

「ホワット？　何かのテストかい？　まぁいいだろう。協力しよう」

「あなたは女性ですか？」

「ノー」

「あなたは男性ですか？」

「ノー」

「鼻が長いのはゾウですか？」

「ノー」

「今日は金曜日ですか？」

「ノー」

　これで分かった。川端先輩が噓をつく時の「ノー」は、若干だが音が低くなる。

　ごく微妙な違いだが、俺の耳はごまかせない。人によってはイントネーションを全く変えずにウソをつけるのだが、幸いにも川端先輩はそうではなかった。

　さて、ここからが本題だ。

「古山先生を朗読部に譲る気はありますか？」

「ノー」

　噓ではない。当然だが譲る気はないらしい。

「古山先生の弱みを、何か握りましたか？」

「ノー」

　これは噓だ。やはり先生の弱みを見つけているようだ。

「川端先輩が先生の弱みを調査したんですよね？」

「ノー」

　これは噓ではない。調査したのは根越だからだ。

　素直に顧問を譲る気はないらしいが、こちらの方針は決まった。学校側に脅おどしの事実を告げて、第三者に間に入ってもらうしかない。

　スマートとは言えないやり方だが、他にやりようもない。

「（さて……！）」

　俺は居住まいを正した。次は〝下の息子〟の件を調べる番だ。

　これが確かめたくてやって来たのだ。俺は少しゆっくりと、はっきり相手に聞こえるように質問する。

「最近朗読部の部室に来ましたか？」

「ノー」

「（ま……まさか！）」

　川端先輩の「ノー」は、噓をついていない「ノー」だった。

　結果が信じられない俺は、念のためもう一度質問する。

「今日も朗読部のリクエストボックスに紙を入れましたね？」

「ノー」

　やはり、噓はついていない。

　ということはつまり、川端先輩は〝下の息子〟ではないということだ。

「（何でだ……他に留年した生徒がいるのか……）」

　完全に当てが外れた俺は、そのまま黙りこんでしまう。

「……もうフィニッシュかい？　残念だが古山ティーチャーは、ニュースペーパー部の顧問として迎え入れるぜ。ＯＫ？」

「そ、そんなのズルいと思います！」

　突然叫んだのは二宮さんだ。彼女は朗読部メンバー以外の前では、独特なイントネーションの標準語で喋る。方言を聞かれるのが恥ずかしいのだろう。

「何がズルいんだいプリティガール？」

「人を脅して何かをさせるだなんて！」

「脅しちゃいない。協力関係を築いたまでさ」

「でも……」

「アプローチは違えど、どこも顧問ゲットには力を注いでる。今回はミーたちがウィンしただけだ。恨みっこなしだぜ。ここから顧問をスティールしたら、バンディット呼ばわりされるのはユーたちだぜアンダスタン？」

「やけんど、やっぱりおかしい！」

　感情が高ぶったのだろう。二宮さんがバリバリの伊予弁で叫ぶ。

「おや？　ユーは地方シティのパーソンか？　ハッハッハ！　田舎いなかくさくておかしなイントネーションだな！　ハッハッハ！」

　この言葉に、俺はカチンと来た。二宮さんの苦悩や努力を何一つ知らない人間が、彼女をバカにしていいはずがない。元来気は長い方だが、怒りの感情が一気に沸ふつ点てんに達する。

「方言のイントネーションは全然おかしくない！　おかしいのはあんたのイントネーションだ！　分かるぞ。あんた東北出身だろ？　隠そうとしても、そういうのは言葉の端はし々ばしに出るんだ。いや、隠そうとするからこそ不細工なイントネーションになる。彼女の伊予弁は全然おかしくない。むしろ美しいぐらいだ！　自分の地方の方言すら誇れずに隠そうとする奴が、偉そうに標準語のイントネーション語ってんじゃねーよ！」

「音好くん、もういいけん……」

　自分でも驚くほどの剣けん幕まくだったのだから、横で聞いていた二宮さんはもっとビックリしただろう。恐る恐るといった感じで俺を諫いさめる。

　しかし、普段怒らない人間というのは、一度怒り出してしまったら矛ほこを収めるタイミングを摑めないものだ。

「いいやよくない！　そもそも何だ、たまに挟まる英語は!?　日本語にも誇り持てないなら、ずっと英語で喋っとけ！」

「まぁまぁ音好くん。方言を隠そうと思って、あえて英語を使ってるんだと思うよ。英語だと印象変わるもんね」

　今度はユウくんが俺をなだめる。まだまだ行けまっせ状態の俺であったが、ユウくんの清せい浄じようなる声色が心を落ち着かせる。

　と同時に、大事な何かに気づけるような予感がした。

「わだり、すきで訛なまってら訳だばね！」

　川端先輩も罵ののしられて興奮状態になったのだろう。標準語をかなぐり捨てて津つ軽がる弁べんで反論してきた。しかし、あまり耳には入ってこない。

　俺はここぞとばかりに、両手を耳にぐっと押し当てた。

　俺の思考が高速で回転して、ここ最近の出来事が頭の中を駆け巡る。

　やがて、それぞれのピースがカチカチと組み合わさり、一つにつながった。

「……そうか！」

「どうしたの音好くん？」

「ナイスだユウくん！　行こう、もう用は済んだ！　じゃーな根越！」

　俺はそれだけ言うと、さっさと新聞部の部室を出る。ユウくんはわけが分からないといった様子で慌ててついてくる。

　二宮さんは扉の前で立ち止まり、何かを言おうか言うまいか悩んでいる様子だったが、意を決したように川端先輩に声をかけた。

「あの……標準語の事はわからんけど、英語の発音は全然合っとらんけん、勉強した方がええよ」

　その一言が川端先輩にトドメを刺したようで、直後部室の中から「ちぐしょ～～う！」という哀しい断だん末まつ魔まのような声が聞こえてきたのだった。
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　新聞部を後にした俺はユウくんと二宮さんに、先に部室に戻るように伝えた。

「それはいいけど、ちゃんと説明はしてくれるんだよね？」

「もちろんだユウくん。部室で待っててくれ」

「わかった。じゃあ先に戻ってる。行こう二宮さん」

　ユウくんにそう言われた二宮さんは、俯いていた顔を上げて俺をまっすぐに見据えた。何だか必死な表情に、一瞬ドキッとする。

「音好くん、さっきはウチのために怒ってくれたん？」

　明らかにそうだったが、本人を前にそれを認めるのは恥ずかしい。

「いや、まぁ流れで庇う形になっただだだけさ。俺はいい奴さ！」

「知っちょんよ。……ありがとう」

　そう言ってから、二宮さんは小首をかしげる。「〝ありがとう〟のイントネーション合ってる？」のジェスチャーだ。

「だいぶ近付いてきた」

　褒ほめられて嬉しかったのだろう。二宮さんは少しはにかむ。

「あ、じゃじゃじゃあ俺こっちに用事があああるから」

　二宮さんが〝はにかみ〟ならば、俺は〝嚙かみ嚙かみ〟だ。

　何故嚙んだのか。そりゃあ、うろたえたのだ。可愛い女の子にナチュラルな表情をまっすぐに向けられてうろたえたのだ。

「じゃあ部室で」

　ユウくんの言葉に、自分がすべきことをハッと思いだす。

　彼にお礼を言いたかったが、言うと嚙む事は目に見えている。俺は無言で頷いて、ある場所に向かうのだった。




　部室のドアを開けて中に入ると、既に全員が着席していた。

　俺の到着を待ちわびていたのだろう。みんなが質問したそうにしていたが、代表してジロー部長が口を開く。

「今から解決編だって？　音好くん」

「あ、はい。さっき確認してきました。その前に、会って欲しい人がいまして。そろそろ来ると思うんですけど……」

　俺がそう言うと、タイミング良くその〝音〟が聞こえてきた。

　ペタン、ズズー、ペタン、ズズー……。

　俺が昨日の昼休みに聞いた足音だ。

　目を閉じて音を聞き、間違いなく同じ足音だと改めて確認する。部員のみんなも足音に注目するとともに、部室のドア付近に視線を送る。

　ペタン、ズズー、ペタン、ズズー……コンコン。

　足音が止み、ドアがノックされた。

「どうぞ！」

　俺の声をきっかけに、引き戸がさっと横に滑すべる。

「ドウモコンニチワ！」

　現れた人物を見て、みんなが訝しげな表情を見せる。

　その表情に少し満足を覚え、俺は言った。

「皆さん、こちらが用務員のウィルさんです！」

「ババーン！」

　セリフ自体は決まったが、ウィルさんが変な効果音を入れたせいで、あちこちから失笑が漏れる。なんて目立ちたがりな黄門様だ。

　しかしそんな事でくじけている場合ではない。ここからが見せ場だ。

「さて、今日俺たちは〝下の息子〟ではないかと疑われた新聞部部長、川端先輩の所に行ってきました」

「それで、何でその人を連れてくる事になったのよ？　返答次第じゃどうなるか分かってるわね」

　稲穂先輩が射るような目つきで俺とウィルさんを見る。俺はもちろん、ウィルさんも若干ビビっている。

「えっと、川端先輩については、会話を進めるにつれて〝下の息子〟ではない事が分かりました。まず足音」

「足音？」

　チューさんがいいタイミングで合いの手を入れてくれる。とても喋りやすい。

「はい。上履きのかかとを踏んだ川端先輩の足音は確かにペタンペタンと鳴りますが、何かを引きずる音はしなかった」

「なるほどね。……根拠はそれだけか？」

「いえ。川端先輩本人に聞いてみました」

　ここで俺は、川端先輩の「ノー」のトーンが、噓をつく時にやや低くなる事を説明した。

「あんた不気味ね……ポリグラフ音好。ヒヒヒヒ」

　稲穂先輩が、また変なあだ名をつけてきた。嬉しくはないが、グラビティ音好よりはいくらかましか……。

「でもそれは百パーセントじゃない気がするわ……。足音にしても、確かめられるのは音好くんだけじゃないかしら？　疑うわけじゃないのだけれど、客観的な説得材料が欲しいわ」

　これはミユキ先輩のセリフだ。

「皆さんもご存じだと思うんですけど、〝下の息子〟は結構ユーモアのセンスがあります。川端先輩とは数分話したんですが、あの人にユーモアセンスはないように感じました。……って、これも客観的じゃなくて俺の主しゆ観かん入ってるんですけど」

「音好くん、全面的に信じます。この上ない動かぬ証拠を突きつけられた気分！」

　ミユキ先輩が力強くガッツポーズを作っている。

「あ、ありがとうございます」

「さぁ続けてくださいな音好くん！」

　何故かミユキ先輩がノリノリになってきた。

「えーっと、あとで説明しますが、あるきっかけで〝下の息子〟の正体はウィルさんではないかと思い、改めて〝下の息子〟に関する謎を一個一個考えていきました。まず四年間投稿を続けているという部分」

「生徒じゃなきゃ、四年いるのは珍しくないわな」

　チューさんが頷きながら言う。

「そして足音。ペタンペタンいうのは、職員用スリッパだから。そして何かを引きずる音は……」

「竹ぼうき！」

　ジロー部長が嬉しそうにウィルさんの持ち物を指さして叫ぶ。

「そうです。竹ぼうきが地面をこする音です。あと、正体を見極めようとしたジロー部長が早朝部室にきたら、既にリクエストボックスに紙が入ってたってことがあったって言ってましたよね？　それは、正門の扉が開く前に紙を入れられる人物なら簡単です」

「みんなが見とらん時に入れるんは、生徒やなかったら簡単やねぇ」

「その通りだ二宮さん。クラスを受け持っていない職員なら、生徒に見つからずに紙を入れるのは簡単だ」

「ヒヒヒヒ。じゃあ、今日あんたの塩を掃除したのもウィルさんね」

「そうです稲穂先輩。さっき聞いたら、盛り塩の意味が分からなかったからゴミだと思って掃除しちゃったそうです」

　稲穂先輩が言っていた「盛り塩を消し去ったのは〝下の息子〟ね」という言葉は、的を射ていたわけだ。

「ちなみに今日リクエストボックスに入れてくれたネタ、〝ホワイトボードは白いけど黒板は黒くない〟ってのは、黒板を這う黒い生物を見て思いついたそうです」

　昨日のゴキブリ騒動も、事実究明のヒントになっていたわけだ。

「凄いな音好くんは。全部一人で気付いちゃうんだもんな」

　ユウくんの言葉に俺は首を振る。

「違うぞユウくん。俺がさっき言ってた、ウィルさんが〝下の息子〟ではないかと思ったあるきっかけ……っていうのが、キミが新聞部で言ったセリフだ」

「僕の？」

「ああ。ユウくんは川端先輩の変な喋り方についてこう言ったよな？　『あえて英語を使ってるんだと思うよ。英語だと印象変わるもんね』って」

「言ったかも。でも何でそれが？」

「逆もしかりだと思ったのさ。英語を日本語にってパターンもね」

「どういうこと？」

「きっと意味があると思ってたんだ」

　俺はここで一呼吸置いて、みんなの顔を見まわした。

「〝下の息子〟を、無理やり英語にしてみてください」

「英語に？」

「そうです部長」

「〝下の〟は〝アンダー〟で、〝息子〟は〝ソン〟かな。つなげると……」

「アンダーソン！」

　みんなの声が重なる。

「正解……ですよね、ウィル・アンダーソンさん？」

　そう、〝下の息子〟は次男を指す言葉ではなく、ましてや俺が思ってたような下ネタでもなく、単なる言葉遊びだったのだ。

「ソウデス。ワタシガ〝下ノ息子〟デス。好キナドラマハ『水戸黄門』デス」

　ウィルさんが余計な一言をつけたして白はく状じようする。

「オ騒ガセシタヨウデ、ドウモスミマセン」

　ウィルさんはデ・ニーロ似の顔を申し訳なさそうにしかめて、ぺこりと頭を下げる。

　それに対してジロー部長は手と首を同時にぶんぶん振った。

「とんでもない！　いつも面白い投稿をありがとうございます」

「ソウ言ワレルト照レマス！　ＨＡＨＡＨＡ！」

　ジロー部長とウィルさんが楽しそうに談だん笑しようしている。この二人、何となく気が合いそうだ。

　さて、話を切り出すならこのタイミングだろう。俺はまた一つ深く息を吸い込んだ。

「提案があります」

「なんだい音好くん。言ってごらん」

　ジロー部長がニコニコ笑いながら先を促す。

「リクエストボックスにずっと投書してくれてたウィルさんには、だいぶお世話になってると思うんです」

「そうだね」

「これって、部活動をお手伝いしてもらってる……って事ですよね」

「あぁ、だからお礼をしようって話？」

「いえ、資格があるんじゃないかと思って」

「資格？」

　まだよく分かっていないジロー部長の横で、ミユキ先輩がハッとした表情をして言葉を挟む。

「あるわ！　資格！」

　このセリフに勇気をもらった俺は、核心をついた言葉を発する。

「ありますよね、朗読部の顧問になる資格が」

　部活の顧問になる条件は三つあった。

　一つ目は流星高校の職員である事。職員であれば〝教諭〟じゃなくてもいいわけだ。ウィルさんは学校に雇われた用務員で、立派な職員である。

　二つ目は他の部の顧問ではない事。これも楽々クリアだ。

　懸けん案あん事じ項こうだった三つ目が、過去一年間の間に当該の部の活動を手伝った人物に限る……という条件だ。これも、せっせと放送のネタを投稿してくれたウィルさんならあてはまるだろうと考えたのだ。

「すごいぜ音好！　やるじゃねーか！」

　チューさんが机に身を乗り出して喜びの感情をあらわにする。他の部員たちも、押し並なべて笑顔だ。

　良かった。みんなウィルさんが顧問になる事に反対していない。

　ただし……。

「えっと、ウィルさん本人の意思はまだ確認してなくて……」

「イーヨ」

「軽ッ！」

　最後の不安はあっさり消し飛んでしまった。絵に描いたような〝案ずるより産むがやすし〟だ。

「ナンカ、楽シソーダシネ」

「じゃあ早速手続きしに行こう！　間に合うよね？」

　不安そうなジロー部長に、俺がしっかりと頷きながら答える。

「それは大丈夫です。ここに来る前に、古山先生にしばらく待っとくように言っておいたので。本人も朗読部には後ろ暗い部分があるんでしょうね。あっさり了りよう承しようしてました」

「じゃあ行きましょうジロー。ウィルさんもお願いします」

　ミユキ先輩はそう言って、何やら楽しげに喋るジロー部長とウィルさんを引き連れて部室を出て行った。




　十分後、今度はジロー部長を先頭に三人が帰って来た。

「どうでしたか？」

　一応といった感じでチューさんが聞いたものの、ジロー部長やミユキ先輩のにこやかな表情から見ても結果は明らかだった。

「じゃあ紹介するよ。朗読部新顧問の、ウィル・アンダーソンさんです！」

「イヤードウモドウモ！」

　部員全員の拍手が鳴る中、ウィルさんは照れ臭そうに部室に入って来た。そして感極まった部員達の握あく手しゆ攻めに遭っている。まるでデ・ニーロの来日シーンだ。

「いや～、一時はどうなるかと思ったけど、また音好くんが助けてくれたね」

　特にご機嫌なジロー部長が、今度は俺に握手を求めてきた。

　拒否するのも変なのでそれに応じると、他の部員もそれに倣う。最後はウィルさんまでが握手を求めてきた。

「コレカラヨロシク、ヤシチ！」

「あ、どうも……ってか、今後も〝弥七〟って呼ぶんですね」

　最近はよくあだ名を付けられるなと思いつつ、ウィルさんの大きな手を握り返す。

　すると沸わき立つ朗読部の部室。騒ぐイメージのない稲穂先輩でさえ、指笛をピーピー鳴らしている。今気付いたが、基本的にみんな陽よう気きな人達のようだ。

「よし、それじゃあ最後はウィルさんに『水戸黄門』っぽく締めてもらいましょう！」

　部長の呼び掛けにウィルさんは「ヤー！」と答えて口を開く。

「コレニテ、一件落着！」

　むむっ！　これはと思い、俺はここぞとばかりに素早く突っ込む。

「それ『遠山の金さん』ですよ」

「シマッター！　ゴッチャニナッチャッタ！」

　恥ずかしそうに頭を抱えるウィルさんに、俺は万ばん感かんの思いを込めて一言。

「まぁ、よくある間違いですよ」

　晩春の少し冷えた校舎の片隅に、ウィルさんの豪ごう快かいな笑い声がこだました。
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「二にの宮みやの海外留学が決まったらしい」

　俺が衝撃の言葉を耳にしたのは、季節が梅つ雨ゆに差しかかり空がぐずつき気味な六月上旬の事だった。

　その日の俺は大幅に寝坊をしてしまい、入学式以来の遅ち刻こくの危機だった。

　人気のない校庭をダッシュし、昇降口をくぐって下げ駄た箱ばこから急いで上履きを取り出している最中、冒頭に述べたセリフが聞こえてきたのだ。

「（……え!?）」

　急いでいた事も忘れ、俺は思わず足を止めて聞き耳を立てた。

　声は俺の進行方向とは逆の廊下から聞こえてくる。喋っているのは教師だろうか。

「えらく急な話ですね。いつからですか？」

「一学期が終わったらすぐって話だ」

　そこまで聞いた時、校内にチャイムの音が鳴り響いた。気になる話の続きがかき消される。もっと詳しく聞きたかったが、遅刻するのもマズい。

　俺は後ろ髪を引かれる思いで、自分の教室へと向かったのだった。




　同日、一限目終わりの休憩時間に、俺はいてもたってもいられず二宮さんのいる一年二組の教室へと向かった。留学の件を本人に直接尋たずねようと思ったのだ。

　廊下の窓から教室を覗のぞくと、二宮さんの姿が見えない。近くに根ね越ごしがいたので、俺は彼を手招きで呼んだ。

「どうした音おと好よし、二宮でも捜してるのか？」

「さ、さすがに鋭いな。彼女、今日来てるよな……まだ日本にいるよな!?」

「何言ってんだお前」

　情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていな俺に対して、根越は呆れたように首をかしげた。そして俺の後方に軽く顎あごをしゃくった。

「後ろの奴に聞いてみな」

「後ろ？」

　俺が振り向くと、超至近距離で天使が微笑ほほえんでいた。

「わっ！　二宮さん！」

「ふふふ。誰か捜しよったん？」

「あ……あの、二宮さん来てるかな、二宮さん」

「ん？」

「あぁ、来てるね、うん、来てる！　質問があるよ！」

　混乱ここに極まれり、という感じだが、俺は必死に質問の言葉を投げかけた。

「あの……あのさ、二宮さんが……その、海外に行く、なんて噂うわさを聞いたんだけど……」

　俺が必死で声を絞り出したのとは裏腹に、二宮さんはあっさり答えた。

「うん。まだ誰にも言いよらんかったに、どこで聞いたん？」

　やはり聞き間違いではなかった。二宮さんが海外に行ってしまう。俺は念のため重ねて質問をする。

「一学期が終わったら、行っちゃうんだよね」

「うん。なぁせ、そがいな事まで知りよるん？」

「はは、ちょっとね……」

　その時、授業開始のチャイムが鳴った。俺は「じゃあまた放課後ね」と言って自分の席に戻る二宮さんをボーッと見ながら、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすのだった。




　二限目から四限目は、ずっと二宮さんの事を考えていた。出会ってから二カ月に満たないが、彼女と過ごした高校生活は間違いなく楽しかった。不ふ遇ぐうな中学時代を塗ぬりつぶしてくれるような、充実した日々だった。

　何をしなくても、横にいるだけで……いや、同じ学校にいると思うだけで心が浮き立った。

　授業が退屈でつまらない一日も、放課後に二宮さんに会えるというだけで、何だか楽しい一日になった。

　部活ではコロコロと笑う彼女の笑顔につられて、何度も笑顔になった。

　家に帰ってふと見たスマホに彼女からのメッセージが入っていた時、たとえそれが何でもない言葉でも、何度も画面を開いた。

　大事な同級生は、いつしか大事な部活の仲間になり、今では学校や部活といった枠を超えて、ただ単純に〝とても大事な人〟になっていた。

　簡単に言うと、彼女の事が好きになっていたのだ。

「（……よし！）」

　俺は一つの決意をもって、昼休みにユウくんを屋上に呼び出したのだった。




「あ、いた。音好く～ん!!　僕に用事だって？」

　梅雨特有のジメジメした空気の中、ユウくんのエンジェルボイスが響き渡る。湿気がある分、声も良く通る。

「悪いねユウくん。ちょっと告白したい事があって」

　そう切り出した俺に、ユウくんが悪戯いたずらっぽい笑みを向けてくる。

「告白って音好くん、愛の告白？」

「そうだよ」

「ええええええええ!!　本当に!?　気持ちは嬉しいけど、困るよ音好くん！　音好くんほどじゃないけど、僕も女の子が好きなんだ！」

「ユウくん、何か勘かん違ちがいしてないか？　あと俺の女の子大好き宣言の事はもう忘れて！」

　入学当初の失言を思い出し、顔が真っ赤になる俺。今思い出しても恥ずかしい。

　しかし、今からする告白は、ある意味それよりも恥ずかしい事かもしれない。

「聞いてくれるかユウくん」

「うん……！」

　俺の真剣さが伝わったのだろうか、ユウくんも緊張の面持ちで喉のどをごくりと鳴らした。俺は覚悟を決めて口を開いた。

「驚かずに聞いてくれ……。実は俺、二宮さんの事が……好きなんだ！」

「だろうね」

「まぁ驚くのは分か……え!?　だろうね、って」

「うん。普通に気付いてたよ」

「ええええええええ!!　マジで!?」

「マジで」

「いつから!?」

「朗ろう読どく部ぶに二宮さんを誘う前あたりから」

「な……！」

　自分ですらついさっき気付いたというのに、ユウくんはそれよりはるか前に俺の気持ちに気付いていたというのだ。

　これが恋愛慣れした男の実力だというのか!?　圧倒的じゃないか！

　そこまで考えた時、俺はふと疑問が浮かんだのでユウくんにぶつける。

「もしかして、二宮さん自身も俺の気持ちに気付いてたりするかな？」

「どうかなぁ。二宮さんって、感かん受じゆ性せいが豊かというか空気を読み過ぎるところがあるでしょ？　だから他人の感情を摑むのが上手くて、相手が何を思っているのかをすぐ察しちゃう」

「うんうん。確かに。よく心読まれてるんじゃないかと思う事がある」

「でも、何ていうか、〝自分へ向けられた好意〟には鈍どん感かん……いや、鈍感とは違うな。慎しん重ちようというか疑り深いというか、素直に受け取っちゃいけないと思ってる節があると思う」

「そうなの？」

「うん。あんなに可愛いのに、自分に対する自信は何故か薄いんだよ。方言だって気にしすぎるし……過去に何かあったのかもね」

　確かに、あの美び貌ぼうと元来の明るくてキュートな性格があれば、クラスでももっと人気者になれるはずだ。それなのに彼女は方言というほんの一部だけを過か剰じように気にして、ある意味殻からに閉じこもってしまっている。

「僕にしたかった告白って、それだけ？」

「あ、いや、実は恥ずかしながら二宮さんに告白しようと思って……。ユウくんにだけは先に言っておこうと思ったんだ。……でもやめた方がいいかも。俺は彼女の事を何も分かってなかった……」

「分かってなくていいんだよ！　彼女の事をもっと理解したいと思う気持ちが大事なんじゃないか。告白しちゃいなよ！」

　ユウくんイケメンすぎるだろ！

　外見だけではない、内面の魅み力りよくももはや異次元レベルだ。神様が本気だして作った感じだ。〝天は人の上に人を作らず〟と最初に言い出したのが誰かは分からないが、今ならそいつを論ろん破ぱできる気がする。

　敗北感と自分へのふがいなさがない交ぜになり、だんだんと腹が立ってきた。そして何故か「やってやろう！」という気分にも。

「じゃあ告白する！」

「いいね！　いつ告白するの？」

「まずラブレター書かなきゃだから……」

「え！　面と向かって告白した方がいいと思うよ」

「けど俺、緊張すると言葉に詰まるから、言いたい事は先に手紙で伝えておきたい」

「そっか。じゃあ言いたい事を手紙に書いて、どこかに呼び出して告白すれば？」

「なるほど！　それで行くわ。ところでウチの高校に〝伝説の樹〟的なでっかい樹じゆ木もくあるかな？」

「一番大きい木は正門近くにある腐くさりかけの松の木だけど」

「なんか縁えん起ぎ悪わるっ！」

「そうだ、南校舎の二階つきあたりに空き教室あるでしょ？　その前で告白すると上手く行くって噂は有名だよね」

　知らなかった。こういった噂は、恋愛ヒエラルキーの下位に属する人間にはとんと伝わってこないものだ。

　きっと俺の知らないうちに恋愛上手達の間で〝恋愛回覧板〟みたいなものが回されているのだろう。

「じゃあそこにする」

　俺は素直に決戦の地を決めたのだった。




　　　　■■二■■




「おはよー」

「あ～、おはよう！」

　下駄箱周辺は、生徒達の元気な声であふれている。

「（意外と人が途切れないな……）」

　ユウくんへの相談の翌週、俺は懐ふところに渾こん身しんのラブレターを忍ばせて下駄箱付近の柱の陰に身を潜めていた。

　いよいよ今日、二宮さんに告白する……。

　そう決めて、いつもより早めに家を出たのだが……。

「（みんな学校来るの早すぎだろ……）」

　着いてみると下駄箱は既に活気にあふれており、ラブレターを入れるタイミングがない。

　人波の途切れる瞬間を待とう！　そう思って周りをうろつき、ラブレターを入れるタイミングを探っていると、後ろから声をかけられた。

「音好くん、おはよう」

　振り向く前からイントネーションで誰かわかった。

「おおおおはよう二宮さん！」

「今日は来るの早いんやね。音好くんの自転車がありよったけん、あれ、もう来とるんや思うて。何か用事？」

「いやいやいいや、用事はこれっぽっちもないぜベイベー！　たまには早起きしなければと思ってね！　ほら、早起きは三さん文もん芝しば居いって言うじゃあないか！」

「〝三文の徳〟やないん？」

　そうだった。三文芝居は今俺がやっている行為だ。

「とにかく、いい朝だよなぁ」

「うん」

　そう言ってにっこり笑い、二宮さんは教室へと向かって行った。

「（もう今朝は人並みが途切れないな……手紙入れる瞬間を誰かに見られると恥ずかしいし……）」

　この次に彼女が下駄箱を利用するのは放課後だ。しかも今日は家の用事で早く帰る事は調査済みである。となると、彼女が帰る前にラブレターを入れるか、帰った後に入れて翌朝手に取ってもらうのが良いだろう。

「（帰った後にするか……いや、放課後までに入れるべきだ！）」

　こういう事は、先延ばしにするとズルズル行ってしまうものだ。善は急げ。俺は気合いを入れ直し、自分の教室へと戻るのだった。




　放課後までにミッションをやり遂げる！　そんな強い決心とは裏腹に、その日はさまざまな邪魔が入った。

　二限目終わりの休みには、体育教師の金かね子こ先生と鉢合わせした。彼は脳まで筋肉でできているようなタイプで、ゴツい金のネックレスをして手には竹刀しない……と、漫画に出てくるような格好をしている。

　体たい罰ばつ的な事はしないのだが、何かにつけて荒削りでガサツなため、特に女子生徒からは煙けむたがられている。

　そんな金子先生は、実は俺に目をつけている。何故かと言うと、入学直後に行った体力測定の短距離のタイムが良かったせいだ。

「おぉ田た野の！　いい所で会った！」

　金子先生が顧こ問もんを務めるラグビー部は、慢まん性せい的てきな部員不足に悩まされている。そのため、ちょっとでも戦力になりそうな生徒を見かけるとガンガン勧誘してくるのだ。

「田野、ラグビー部に入――」

「――りません！」

「断るの早いぞ田野！　しかしその判断の速さ、司し令れい塔とうであるスタンドオフのポジションを務める資質がお前にはあるかもしれない！」

「ないですよ。何度も言いますけど、ラグビー部には入る気はないです」

「ふむ、その目上の人間相手でも臆おくさない度ど胸きよう、むしろフォワード向きかもしれん！」

「聞いてます？」

「今日放課後に練習があるから――」

「さようなら！」

　この手の人には何を言っても無駄だと悟った俺は、その場からさっさと走り去った。

　背中に「そのスピード、やはりウィング向きだ！」という叫び声を浴びながら。




　昼休みは古こ典てんの更さら井い先生に捕まった。

　更井先生は古典担当でありながら、茶髪にピアスでブランド物のスーツをいつも着こなしており、遊び人的な風ふう貌ぼうだ。

　言動も容よう姿しに違わず現代っ子風で、生徒からは苗みよう字じをもじって「チャラ井先生」と呼ばれている。しかもそう呼ばれている事を、本人は特に気にしていない。良くも悪くも、生徒と距離の近い先生と言えた。

　そんなチャラ井先生と自分には、ある共通点があった。

「おう田野っち！　昨日の試合見た感じ？」

「見ましたよ！　マエケン絶好調でしたね！」

　そう、俺達二人は広島東洋カープファンなのだ！

「やっぱ俺的にはマエケンには石原なわけよ」

「分かりますよ。その二人だと安心して見てられますもん」

「翼つばさちゃんも好きなんだけどね」

「打てるキャッチャーはやっぱり魅力ですよ。下位打線の迫力が増して相手ピッチャーへの圧力になりますからね。あと最近気になるのが――」

　気が付けば昼休み終了のチャイムが鳴っていた。

「じゃねー田野っち。きょ～ぉ～もカァープはか～ち、か～ち、かっちかちぃ」

　チャラ井先生の背中を見送って、俺は「話しすぎた……」とがっくり肩を落とした。




　放課後は、数学の柳やなぎ先生が立ちはだかった。

　終礼が早めに終わった俺は、二宮さんが下駄箱に行くまでに手紙を入れようと思い、廊下を走っていた。

「こりゃ田野ぉ！　廊下は走る所ではないぞ」

　齢よわい六十に近い柳先生は、とてもまじめでマイペースな先生だ。

　校則に厳しく、いつも何かしら生徒を注意している。たとえ無視しても意外と粘ねばり強い……と言うかシツコイので、注意されたらすぐ謝るのが鉄てつ則そくだ。

「すいません。もう行っていいですか？」

「まぁ慌てるな。お？　お前耳みみ栓せんしてるのか？」

「はい。でもちゃんと聞こえてるので大丈夫ですよ」

「ワシのこれは補ほ聴ちよう器きでな……。年をとるのは辛いぞぉ。今はかけとらんが、近くの文字が見づらくて老ろう眼がん鏡きようも手放せなくなってなぁ」

　柳先生が自分の耳や目を指差して、聞いてもいない体の衰おとろえの話を始めた。

「先生！　急いでいるので……」

「慌てるなと言ってるだろう。人生は長いぞ」

　お前は老い先短けぇけどな！　という言葉を俺はぐっと飲み込む。

　柳先生には何を言っても無駄だ。正に柳に風とばかりに、こちらの主張をスルリとかわされてしまう。

　そうこうしているうちに、二宮さんのクラスの生徒の姿がちらほら見え始め、ほどなく二宮さんも下駄箱に現れたのだった。




「ちくしょう……」

　下駄箱で二宮さんを見送った後、俺は朗読部の部室で意い気き消しよう沈ちんしていた。いつもはそんな事はないのに、今日はやけに教師に話しかけられ、ラブレターを下駄箱に入れられなかった。

　隣には事情を全て知ったユウくんがいた。先輩達はまだ来ていない。

「今日は日が悪かったんだよ。明日はきっと渡せるよ」

「そうかなぁ……」

「きっとそうだよ！　そう言えば、手紙で〝放課後南校舎に来てください〟って呼び出してるんだよね？」

「うん」

「じゃあ今日渡せちゃってたら、二宮さん用事あるから来られなかったんじゃない？」

　ユウくんにそう言われて俺はハッとした。本当だ！　放課後二宮さんに用事がある事は知っていたのだが、イコール告白の時間と重なるという発想ができていなかった。

　俺は自分のバカさ加減に呆れながら、手紙を渡せなかった事を運が良かったととらえ始めていた。

「手紙を渡せなかった事は、吉きつ兆ちようかもしれない！」

「そうそう！　元々明日渡すのがベストだったんだよ！　きっと明日は大たい安あん吉きち日じつだよ」

　二人でテンションを上げてカレンダーを見ると、明日は思いっきり仏ぶつ滅めつだったものの、俺の気持ちは上向いていた。

「よし、今のうちにラブレターを見直すぞ」

　封を開けて中身を改める俺。

　便箋は三枚。自信の表れか、いつもより強い筆ひつ圧あつで愛の言葉が綴つづられている。

　が……。

「なんだコレ！　すごく恥ずかしい！」

　昨夜は後こう世せいに語り継がれるレベルの名文が出来たと思っていたが、一晩明けてから見ると、ただの恥ずかしい駄だ文ぶんだった。

　ユウくんが「どれどれ」と言って横から覗のぞき、直後に息を飲んで硬こう直ちよくする。

　彼の表情から察するに、必死でフォローの言葉を探してくれているのだろう。しかし、ユウくんの豊富なフォロー経験をもってしても、我が恋文に対する適切な言葉は見つからないようだ。

「え～っと……」

　それでも脳内での言葉の検索をやめないユウくん。

　もうやめてくれユウ先生！　検索結果はきっとゼロ件だ！　いくら頑張っても【もしかして：ラブレターじゃない】みたいな言葉が出るだけだ！

「……手書きっていいよね」

　出た！　内容は壊かい滅めつ的てきだからそれ以外の部分を褒ほめる作戦だ！　さすがユウくん、あんたフォローの鬼だよ！

「ありがとう」

　色々ひっくるめてお礼を述べたところで、先輩達が部室に入って来た。

「お、今日は二人か」

　チューさんがそう言ったところで俺の手元の便びん箋せんに目をやる。

「まさか音好、ラブレター貰ったのか!?」

「ヒヒヒヒ。ちょっと見せなさいよ」

「私も見てみたいわ」

　稲いな穂ほ先輩とミユキ先輩にそう言われ、俺は思わず便箋を差し出した。

　俺のラブレターを中心に、先輩達の輪ができた。

「おぉ……すげぇ。〝キミという名の愛の鎖くさりに私は囚われました〟だってよ！」

　チューさんの驚きの声に、稲穂先輩も続く。

「クックック。次の行の〝愛の罪つみ人びとたる私は懲ちよう役えき「永遠」だ〟ってのもすごいわね」

　次はミユキ先輩だ。

「恋って盲もう目もくなのね……〝南校舎の愛の楽らく園えんで待ってます〟ですって。一体どこで待ってるかさっぱり分からないわ。って言うか〝愛の〟って言葉使いすぎね」

　最後はジロー部長。

「俺には絶対思いつかないなぁ！　こういう文章。単純に伝わりにくいって気もするけどね！　ハハハハハ！　あ、名前があるよ〝愛の狂戦士バーサーカーより〟だって。また〝愛の〟だ！」

「おい音好、これ誰に貰ったんだ？」

　笑顔で話しかけてくるチューさんの問いに、俺は答えられない。

　しかし、歯を食いしばって顔を真っ赤にしている俺を見て、先輩達は何かを察したようだった。

「まさか……」

　こうなったらもう言うしかない。俺は声を絞り出す。

「どうも、〝愛の狂戦士バーサーカー〟です……」




　先輩達にひとしきり謝られた後、俺はものすごい優しい言葉をかけられながら、様々なアドバイスを貰っていた。

　意見をまとめると、ラブレターは言い回しに凝らなくていいから、伝わりやすい素直な気持を書け……という事だった。

　予備の便箋にアドバイス通りに書くと、三枚に書いていた内容が一枚に収まった。

「これでどうでしょう？」

　俺がそう聞くと、先輩達は少しオーバー気味に何度も頷いた。代表してチューさんが感想を述べる。

「いい感じだぜ。俺は好きだな、こういうラブレター！　〝あなたのファンより〟って差し出し人の名前も、ミステリアスでグッドだ」

　続けてユウくんも感想を言ってくる。

「いいよいいよ。これなら貰って嬉しいよ」

〝なら〟の部分が魚の小こ骨ぼねのように心に引っかかったが、基本褒められているようなので気にしない事にした。

「みなさんありがとうございます」

　ここで俺は、ユウくん以外には〝誰に渡すラブレターか〟を伝えていなかった事に気付いた。宛名は〝大好きなあなたへ〟にしている。

「あの、実はこのラブレター、誰に渡すかというと――」

「向日葵ひまわりちゃんだろ？」

　当たり前のことのようにそう言うチューさん。

　ミユキ先輩や稲穂先輩も「そりゃそうだろう」という表情をしている。

　鈍どん感かんそうなジロー部長でさえ「何を今さら」と言いたげな風情だ。

「え……そんなに分かりやすかったですか？」

「うん」

　俺の問いかけに対する、先輩達の返事が綺麗にハモった。

「初代タイガーマスクの正体が佐さ山やま聡さとるだってぐらい分かりやすかった」

　ジロー部長の喩たとえは分かりにくかったが、とにかく俺の態度が分かりやすかったという事だけは分かった。

「みんな応援してっから頑張れよ！」

　チューさんの言葉に背中を押されるように、俺は下駄箱へと向かったのだった。




　夕方五時台にもなると、さすがに下駄箱は閑かん散さんとしていた。

　逆に言えば、誰かがいると非常に目立つわけなので、俺は耳栓を外して周囲の音を気にしながら慎重に歩を進めた。

　そして二宮さんの下駄箱近くで一旦周囲の様子を窺っていた時、誰かの足音が聞こえてきた。俺はとっさに物陰に隠れた。

「（ん？）」

　聞こえてきた足音に俺は違和感を覚えた。何だか周囲をこそこそ窺いながら歩いているような、そんな足音だったのだ。

　足音の主は正に俺が向かおうとしていたスペースで足を止めた。

　カチャリ。

「（……何の音だ？）」

　俺の耳が、何か固い物同士がぶつかるような異音をキャッチした。どこかで聞いた事のあるような音だったが、それが何かは思い出せない。

　しばらく考えていると、足音の主は下駄箱から玄関方向へと遠ざかって行った。

「（チャンスだ！）」

　異音の正体が妙に気にはなったが、今はラブレターミッションに集中せねば！

　俺は急いで二宮さんの下駄箱へ向かい、ほどなく到着。すると、目の前に意外な光景があった。

　二宮さんの下の〝美み山やま知ち里り花か〟という名の生徒の下駄箱の扉が半分開いており、中にラブレターと思しきものが入っていたのだ。

　俺ははたと気づいた。これはさっきの足音の主が入れたものだ、と。

　だから周囲を窺う、こそこそとした足音だったのだ。

　俺は謎の足音の人物に妙な親しん近きん感かんを覚えつつ、自分のラブレターを二宮さんの下駄箱に入れようとした。

　するとその時、急な突風で美山知里花の下駄箱の扉が完全に開きラブレターが地面に落ちてしまった。これは戻してあげねばと焦っていると、玄関の方から聞き覚えのある教師達の声と足音が聞こえて来た。

「（ヤバイ！）」

　そう思った俺は急いでラブレターを拾って、自分のラブレターも合わせて二宮さんと美山知里花の下駄箱にそれぞれ突っ込んでバタンと扉を閉める。そして何食わぬ顔で昇降口へと向かった。下校途中の一生徒を装ったのだ。まぁ装うまでもなく、下校途中の一生徒ではあったが。

　足音の主は、俺をラグビー部に勧誘する体育の金子先生、見た目も言動もチャラい古典の更井先生、マイペースな数学の柳先生だった。

「今日の練習はもう終わるぞ」

　竹刀を地面にツンツンしながら金子先生が言う。

「あ、田野っち。今日の予告先発大おお瀬せ良らだっけ？」

　チャラ井先生はピアスをいじりながら話しかけてくる。

「田野ぉ……寄り道するなよ」

　柳先生はメガネを下にずらして、上目遣いでこちらを見ながら喋っている。

　全員を相手していると、時間がいくらあっても足りない。

　俺は三人を横目に「さようなら！」と言い残して自転車置き場へとダッシュした。




　　　　■■三■■




　翌日はいつもより少し遅く登校し、自分の教室に入る前にそーっと一年二組の教室を覗いた。何だか最近二組を覗いてばかりいる気がする。

　二宮さんの席は窓際の一番前だ。

　彼女は一人でポツンと座っていた。まだどの女子グループにも属せずにいるため、誰とも会話できずじっとしている。一学期が終わると、彼女はいなくなってしまう。それでも、少しの間だけでも友達と楽しい学校生活を過ごして欲しいと切に思う。

　そんな事を考えていると、視線の先で不意に二宮さんが後ろにいた女子生徒に話しかけられた。俺は思わず耳栓を外して会話に聞き入る。

「ひまちゃん暗い顔してどうしたの？」

　そう言われた二宮さんは、ゆっくりと顔を上げた。

「……!?」

　俺は驚いて思わず隠れてしまった。それは何故か。彼女の表情が、今まで見た事もないように暗かったのだ。いつも体の内からにじみ出ている天てん真しん爛らん漫まんさが消えうせ、負のオーラを漂わせている。

　そのオーラを纏まとったまま、二宮さんが話しかけてきた女生徒に返事をする。

「美山さん……」

「（……美山？）」

　どこか覚えのある名前だった。そう、昨日ラブレターをもらっていた女子生徒だ。

　良く見てみると、さすがラブレターをもらうだけの事はある逸いつ材ざいだった。

　表情は基本笑顔で、性格がとても明るそうだ。顔立ちを見ると、少し吊り目気味だがきつい印象は全くなく、笑うと口角がクイッと上がるのが愛らしい。清せい潔けつ感かんのあふれるショートカットは見ている者に好印象を与え、チラリとのぞく八や重え歯ばも魅力的だ。

「なんかあったら相談しなよ。信用できなかったら別に私にじゃなくていいからさ！　キャハハハハ！」

「はい……」

　二宮さんは暗いままだが、やさしい言葉をかけてくれるクラスメイトはいるようなので少し安心した。

「（でも、何であんなに暗い表情を……。俺のラブレターが気に入らなかったとか!?）」

　俺は二宮さんの表情が乗り移ったように暗い顔で教室に戻ったのだった。

　ちなみに、そんな暗い表情をした俺に、やさしい声をかけてくれたクラスメイトは一人もいなかった。

　二宮さんの心配してる場合じゃなかった。




　　　　■■四■■




　その日は一日中、暗い気持ちで過ごした。

　当初はドキドキを楽しんでいたのに、二宮さんの暗い表情を見てからは不安しかなくなったのだ。

　暗い気持ちを払ふつ拭しよくするために、いつにも増して男子連中とバカ話をしてみたものの、虚むなしさは増すばかり。

　気を取り直して女子に相談して女性心理を聞こうと思ったものの、まともに会話できる女子生徒自体がいない事に気付き、さらに虚しさは増した。

　もういっそ放課後なんて来なければいい！　と、ネガティブが行きつく所まで行き、時間の流れに反抗的になったものの、そんな事で時の流れは止められない。

　あっという間に放課後が来てしまった。

　と同時に、ユウくんからスマホにメッセージが届いた。がんばれ的な応援だろうか。

　そう思って画面を見ると、次のような文面があった。『今から中庭の池に来て。相談がある』。

「（相談って何だろう？）」

　固い文面にいぶかりながらも、失敗しそうな告白を先延ばしにする言い訳ができたのを幸いに、俺は急いで中庭へと向かったのだった。




　中庭にはユウくんと共に意外な人物が待っていた。

「二宮さん……？」

　そう、告白相手の二宮さんが暗い表情でユウくんの横に立っていたのだ。

「えっと……相談って？」

「説明が難しいんだよ音好くん。とりあえずこれを見て」

　そう言ってユウくんが差し出したのは一枚の便箋だった。こ、これは俺の出したラブレターじゃないのか!?　それを今見せてどうする!?

　混乱しながら便箋を見た俺は、さらなる混乱に陥った。

「（何だこれは!?）」

　そこにあったのは、俺のラブレターではなかった。

　手書きではない、プリントアウトしたテキストを貼り付けた便箋だった。

「それが今朝、下駄箱に入ってたんだって」

　俺は何が起きているのか分からないまま文面を目で追った。






　前略。

　始めまして、貴方の事が大好きな者（♂）です。

　いつもこっそりと、貴方の姿を見させていただいています。

　目も何度か合いました。もはや貴方と私は知らぬ仲ではございません。

　前世では夫婦でした。今世でもそうならざるを得ないかと存じます。

　よろしければ今度、私物などを頂けると幸いです（いつも身につけている物など）。

　その代わりに、同封のブローチを差し上げます。

　二人の絆はより強固になるでしょう。

　あ、捨てるのはダメですよ。ずっと監視してるので（笑）。

　もし捨てられたら、私は悲しくて何をしてしまうか……。

　もらえる物が決まったら末尾のアドレスにご連絡ください。

　貴方の素敵な写真なども添付されていると良いですね。

　ではまた明日。学校で。





アドレス：×××××××＠××××××.co.jp








「ユウくん、これって……」

「意図は良く分からないけど、ラブレターを装よそおった嫌がらせ……なのかなって」

「これが二宮さんの下駄箱に？」

　俺の問いに二宮さんがコクンと頷いた。

　これで今日二宮さんがずっと暗い表情をしていたわけが分かった。変な嫌がらせの手紙を貰って、心を痛めていたのだ！　放課後まで誰にも相談せずに、一人で悩みを抱えていたかと思うと胸がつぶれそうだ。

「許せない！　これは到底許せる事じゃないぞユウくん！　よくも二宮さんにこんな下げ劣れつなものを……」

　自分も危うく似たような代物を二宮さんに渡しかけた事は棚上げして憤いきどおっていると、ユウくんが言葉を挟んできた。

「違うんだよ音好くん。二宮さんの下駄箱に入ってたんだけど、宛あて名なは二宮さんじゃないんだって」

「へ？」

「下駄箱が一つ下の、美山さん宛てなんだって。どうも、入れる下駄箱を間違えてたみたいなんだけど……」

「へぇ…………ん……あ！　あああああ！」

　俺は昨日の下駄箱前での出来事を思い出していた。

　地面に落ちた美山さんへのラブレター、そして俺のラブレター。二つのラブレター。それぞれの下駄箱へ入れたラブレター。急いで入れたラブレター。

　うん、間違いない！　これ俺が逆に入れちゃってる！

「ちょちょちょちょ、ユウくん」

　俺はユウくんを少し離れた位置へ引っ張って行き、声を絞り出す。

「……把は握あくしたぞユウくん。俺のせいで、ラブレターがクロスしてる。俺があいつであいつが俺で……神社の石段転げ落ち……」

「落ち着いて音好くん！」

　俺達が騒いでいると、二宮さんがポツリとつぶやいた。

「ウチこんな手紙、知里ちゃんに渡されん……」

「とは言っても、変な奴に目を付けられてるって事は言わなきゃいけない。……だからどうしようかって一人で悩んでたみたい」

　ユウくんの説明に俺は深く頷いた。

　二宮さんは、他人の悩みを自分の事のように感じられるやさしい人だ。今日一日、とても辛かっただろう。そんな辛い思いは、すぐに消し去ってあげるべきだ。

　俺は気合いを入れて声を張り上げた。

「俺に任せてくれ二宮さん！　犯人を見つけて、きついお灸きゆうをすえてやる！　変態には変態なりのルールがあるんだ！　その手紙送った奴は〝相手を怖がらせる〟という違反行為を行った、変態の風上にも置けない変態野郎だ！」

　俺が熱い変態論を語っていたその時、スマホが鳴った。チューさんからだった。

「もしもし」

『あぁ音好、何か向日葵ちゃんじゃない可愛い子が待ってるけど、お前誰にラブレターだしたんだ!?』

「ちょっとした手違いがあり……てか、チューさんどこにいるんですか？」

『あ……え～、まぁあれだ……南校舎の空き教室でたまたま休んでてな。そしたら今日お前が告白する事をたまたま思いだしてだな……。で、たまたま廊下を見たら、たまたま可愛い子が……、まぁとにかく野や次じ馬うま根性出して見に来たわけじゃないぞ！　偶然だ偶然』

　俺は、そんな偶然あるか！　と叫びたかったが、ぐっとこらえてチューさんにお願いをする。

「とりあえず、そこにいる子……美山さんっていうんですけど、その子を朗読部の部室まで連れて来てください。色々相談したい事があります」

『おぅ、分かった。みんなと一緒に行くわ』

「……みんな!?」

『あ……まぁ、偶然ジローさんやミユキ先輩や稲穂がいたんだ。じゃあ後で！』

　急いで電話を切るチューさん。どうやら朗読部の先輩達が、南校舎の空き教室に偶然に大集合していたらしい。いや～、偶然って恐ろしい。

　……ってそんな偶然あるか！　怖いのは偶然じゃなく、好こう奇き心しん旺おう盛せいな先輩達だ！

　俺は若干ぷりぷりしながら、ユウくんと二宮さんに声をかけた。

「部室に行こう。二宮さんは俺が守る！　安心して海外に行けるように！」

「ありがとう」

「お、ナイスイントネーション。もう一歩って感じ！　練習の成果だな」

　俺がそう言うと、二宮さんはその日初めて「フフフ」と嬉うれしそうに笑った。

　やっぱり二宮さんには笑顔が似合う。何としてもこの笑顔を守ろうと、俺は固く心に誓うのだった。
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　部室に着いてしばらく待っていると、不思議そうな顔をした美山さんが先輩達に連れられて来た。

「連れて来たぞ音好」

　どこかバツの悪そうなチューさんが美山さんをグイと前に押し出した。

「ひまちゃん、何なのこれ？」

　美山さんは混乱した様子でクラスメイトの二宮さんに話しかけている。

「ま、とにかく座って座って。俺達決して怪しいものじゃないから」

　ジロー部長がそう言って美山さんを座らせる。

　空き教室から急に出てきた上に、いきなり部室へ連行している時点で十分に怪しいものだとは思ったが黙だまっておいた。美山さんも良くついてきたものだ。

　しかし二宮さんがいる事で少し安心したのか、美山さんは大人しく席に着いた。先輩達も思い思いの位置に座ったので、俺が話を切り出した。

「二宮さん、とりあえずさっきの手紙を美山さんに読んでもらって。美山さん、嫌な思いするだろうけど、俺達にはキミを傷つける意図はないから」

　俺の言葉を合図に、二宮さんが美山さんに手紙を渡した。

「何これ、気持ち悪い……」

　紙に書かれた文面を読んだ二宮さんは、そう言って手紙をぱっと手放した。そんな彼女に、ミユキ先輩が声をかける。

「嫌がらせの手紙なのね。私達も見ていいかしら？」

「……はい」

　美山さんの許可を得て、先輩達が手紙を読む。

「気持ち悪いわね……」

　ミユキ先輩が二の腕をさすりながら顔をしかめる。稲穂先輩も同意するように頷いている。

　美山さんは茫ぼう然ぜんといった体で手紙をじっと眺めている。

　そんな美山さんに、俺は質問をぶつけてみた。

「手紙の差さし出だし人にんに心当たりある？」

「ない……誰だろう。怖い……」













　ショックを受けたように美山さんが呟く。明るい笑顔が影を潜めているのを見て胸が痛み、同時に犯人への怒りが湧わく。

「ちょっとトイレ……」

　美山さんが俯うつむきながら席を立った。

　俺が二宮さんに目くばせすると、彼女は軽く頷いて美山さんに付き添うようにトイレに向かった。

　二人がいなくなったところで、チューさんが質問をしてきた。

「つまり、お前の手紙とあの手紙が入れ違ってたのか？」

「そうです。入れ違いの原因は俺です……」

「もう一人〝愛の狂戦士バーサーカー〟がいたわけか……」

「い、一緒にしないでください！　そしてその呼び名は忘れてください！」

「すまんすまん」

　謝るチューさんの横で、ジロー部長とユウくんが続けて口を開く。

「その手紙の主を仮に〝狂戦士バーサーカーＡエー〟と呼ぶけど、絶対に許せないね」

「そうですねジロー部長。卑ひ劣れつな奴だと思います、〝狂戦士バーサーカーＡエー〟」

「やめて！　ソイツを〝狂戦士バーサーカー〟って呼ぶのはやめて！　百歩譲って呼ぶのをＯＫしたとして、俺がＡでしょ！　ソイツの方がＢだ！　俺がオリジナルの〝狂戦士バーサーカー〟だ！」

　無様にわめく俺を見て気の毒に思ったのか、ミユキ先輩が部長達を諫いさめる。

「ジローもユウくんも、笑い事じゃないわよ。こんな手紙貰った当人にとっては特に」

　この手紙がどれほど気分を害するものなのか。それはミユキ先輩の声に含まれた軽けい蔑べつと怒気に表れていた。

「ですよね……」

　俺がグスングスンと鼻をすすりながら頷く。

　そこへ二宮さんが美山さんを連れて戻って来た。顔を洗ってきたのだろう、美山さんの前髪が少し濡れていた。

　誰もが声をかけあぐねていると、美山さんが口を開いた。

「みなさんお騒がせしてごめんなさい。そんな奴無視すればいいと思うので……」

　気き丈じようにも笑顔を交えながらそう言う美山さんを見て、俺は改めて犯人への怒りが湧いてきた。そして被害者が二宮さんだったらと考え、その怒りに拍はく車しやがかかった。

　俺はゆっくりと言葉を選んで美山さんに語りかける。

「美山さん、聞いてくれ。キミがここで我慢すると、今後変態野郎の行為がエスカレートする可能性もある。クソ野郎は俺が必ず見つけ出して懲こらしめる。約束する。だからこの件は俺に預けて欲しい。お願いだ！」

　今回の件を見過ごしていたら、この先健すこやかな学生生活を送れない。そんな気がした俺は、自らトラブル解決を買って出た。

「う……うん。ありがとう、あの……名前も知らないたまに廊下とかで見かける人」

「あ、どうも、一年一組の田野音好です」

　今さらな自己紹介の後に、ジロー部長が言葉を付け足す。

「またの名を、〝愛の狂戦士バーサーカー〟……！」

　俺が部長をキッと睨んだのと同時に、ミユキ先輩と稲穂先輩が部長の頭を両サイドからパシンとはたいた。

　それを見た美山さんが「キャハハハ！」と笑う。どこか張り詰めていた空気が一瞬にして緩ゆるんだ。

　ジロー部長の空気を読まない軽口も、たまには役立つようだ。

「ありがとう田野。ひまちゃんも三み崎さきも、先輩達もありがとうございます。犯人捜しよろしくお願いします。とりあえずどうしよう……」

　不安そうな美山さんに、俺は言葉を選びつつ答えた。

「こっちの動きをあまり知られたくないから、難しいかもしれないけど、しばらく普通に過ごしてもらえるかな？」

「うん、分かった」

　少し不安そうに頷く美山さんに、ジロー部長が柔にゆう和わな笑みを向ける。

「大丈夫、ウチの一年生トリオは凄いから。ユウくんは人の話を聞き出すのが上手い圧倒的な〝聞き上手〟だから有益な情報仕入れてくれるし、向日葵ちゃんは相手の気持ちを汲んで心を読むのが得意だから、犯人の心理も読めるんじゃないかな。それに音好くんは単純に耳がいい。三人の〝聞く天才〟が組めば最強なんだよ」

　部長の説明に俺は少し感心した。普段は何も考えていないようだが、部長は三人の事を良く見て理解してくれていたのだ。

　でも、俺の「単純に耳がいい」という技能だけは何だか体力バカみたいでダサい。

「あ、そろそろ部活行かなきゃ……また来ますね」

　美山さんは時計を見ながらそう言うと部室を出て行った。手紙とブローチは念のため彼女に預けておいた。

　部室に一瞬の静せい寂じやくが訪れる。沈黙を破ったのはチューさんだった。

「さて音好、どうやって捜す」

「俺、たぶん犯人の足音聞いてるんですよね……」

「お！　何か特とく徴ちようが……」

「ないんですよ……。歩き方は神経質だったけど、常にそう歩くとは限らないし……。あ、あと小さな金属音がしたなぁ。どっかで聞いた音なんですけど……」

「そうか……」

　そこで再び沈黙。みんな犯人を捕まえたい気持ちはあるものの、どう動いていいのか分からないのだろう。逆に俺は脳内で今後の動きをカチカチと組み立てていた。

　中学時代に散々やった悩み相談の経験から、こういう時にどう動けばいいのかを自然と考えられるようになっていたのだ。

「（よし！）」

　ある程度考えがまとまったところで、俺はみんなに指示を出し始めた。

「誰かブローチについて調べてくれませんか？　同じものが売られている店……できればその中で最近購こう入にゆうした人を捜して欲しいです」

「んじゃ俺がやるわ。現物の写真あるよな？」

　チューさんが快こころよく引き受けてくれた。任せるなら会話術の巧みなユウくんかチューさんがいいと思っていたのでちょうどいい。

「あと、誰か学校裏サイトで変なラブレターの噂がないか探って欲しいです。何か新事実が分かるかも」

「了解。ヒヒヒヒ、任せなさい」

　手をあげてくれたのは稲穂先輩だ。何だか心強い。

「あとは、ウィルさんに事情を説明して、昨日の夕方五時四十五分から六時ぐらいまでの昇降口付近の防犯カメラ映像を見せてもらいたいんですが……」

「わかった。俺とミユキで頼んでみる」

　ジロー部長も協力的だ。

「ユウくんと二宮さんは、美山さんからなるべく目を離さずに犯人の影が見えないか見張ってて欲しい。ユウくんは遠距離、二宮さんは近距離から。俺は犯人の足音についてもう一回考えてみます」

「了解。じゃあみんな何か分かったら音好くんに連絡ね。犯人に気付かれないように、みんなくれぐれも慎重にね」

「ジロー、あなたが一番心配だわ」

　ミユキ先輩のツッコミに、みんな深く頷いた。

　それにしても、みんな嫌な顔一つせずに協力してくれる。中学時代は何でもほぼ一人で解決していたので、こういった一体感はとても新鮮だった。

「（トラブル解決も悪くないな……）」

　中学時代は絶対に思わなかった感想が自然と湧き出てくる。俺はそんな自分の心境の変化に戸惑いつつ、絶対に犯人を見つけようと気合いを入れ直すのだった。
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　翌日から本格的に犯人捜しが始まったのだが、調べ物や見張りの役割がない俺はすごく暇だった。

　その分頭を動かしていたのだが、新たな発見は何もない。

　自分をもどかしく思い、その分授業中はいつにも増して心ここにあらず状態になってしまっていたのだろう。心配する先生達にたくさん話しかけられた。

　体育教師の金子先生には「昨日は比ひ較かく的てき生き生きしていた目が今日は死んでるぞ！　やはり運動部で体を動かしたほうがいいに決まってる！」と勧かん誘ゆうされ、古典のチャラ井先生には「分かる……分かるよ田野っち、昨日は大変だったよね……大瀬良。でも落ち込んじゃダメだよ！　今日は祐ゆう輔すけだよ！」と叱しつ咤た激げき励れいされ、数学の柳先生には「昨日女生徒達と話してた時は声に覇は気きがあったのに、今は地獄の底から喋ってるようだ」と評された。

　他にも「枯れた観かん葉よう植しよく物ぶつのようね」だとか「人じん体たい模も型けいの方が生き生きしているぞ」だとか「……昨日ゾンビに嚙かまれた？」だとか色々言われた。

　傍から見て心配されるほど自分がボーッとしてた事にも驚いたが、我が校の教師の歯に衣きぬ着せぬっぷりにも驚きだ。

　結局授業には身が入らないまま、またたく間に三日が過ぎてしまった。




　三日後の放課後、俺は「よーし！」と気合いを入れ、急いで部室に向かった。放課後を調査に当てるため、この三日は部活動は休みだったのだ。そして今日はみんなが仕入れてきた情報を報告し合う事になっていた。

　この三日、クラスは違えど美山さんの姿を見かける事が何度かあった。印象的な笑顔は影を潜め、彼女はどこか元気のない表情をしていた。やはり不安なのだろう。

　今日は何としても犯人に繋がる情報を手に入れなければいけない。

　そう思いながら部室に入ると、先輩達が既すでに集合していた。ウィルさんもいる。

　ちなみにユウくんと二宮さんは、放課後も美山さんに張り付いている。

　二人もやはり、美山さんの不安を感じ取っていたようで、表情にふと影が差す瞬間がある……と心配していた。

　俺は椅子に座るのももどかしく、周囲を見渡して声を出した。

「すいません、遅くなりました。これで全員ですね」

「うし、じゃあそれぞれが仕入れてきた情報を披ひ露ろうしあうか。まずは俺から」

　前置きもなくチューさんが口火を切った。俺は一言も聞き洩もらすまいと耳栓を外す。チューさんはブローチについて調べていた。

「結果から言うと、どこで売られてるもんかは分からなかった。近所の売ってそうな所は大体回ったんだが、全部空振り」

　チューさんはブローチの写真を表示させたスマホを机に滑すべらせてため息をついた。俺も自然とため息が出てしまう。

「（手掛かりゼロか……）」

　俺が肩を落としていると、チューさんは多少言い辛そうに言葉を続けた。

「これは関係ないかもしんねーけど、気になる事が一つあってな」

「な、何でしょう!?」

　勢い込んで尋ねると、チューさんは俺をなだめるように苦笑して言う。

「コサージュなんだわ」

「え？」

「これ厳げん密みつにはブローチじゃなくてコサージュ。女子はそういうの詳しいから、やっぱり犯人は男じゃねぇかなって。んでこっからは完全なイメージだが、若い人間の方が言葉の違いに敏びん感かんだから、犯人はおっさんなんじゃないかって思ったんだが……まぁ決めつけんのはよくねぇな」

「なるほど……」

　そう言いながら俺は、チューさんの言う通り何事も決めつけるのは良くないと思っていた。と言ってもそれはチューさんに対してではなく、自分にだ。

　俺はすっかり同級生の誰かが犯人だと決めつけていた。しかしそれは、何の根こん拠きよもない思い込みだった。

「（一人で考えてたら、ドツボにハマってたな……）」

　俺は自じ戒かいしながらチューさんの情報を頭に刻み込んだ。

「次は俺とミユキ……とウィルさんから」

　そう言ってジロー部長が何枚かの紙を机に広げた。

「該当時間に昇降口付近にいた人達の画像をプリントアウトしたものだよ。放課後だし、すごく多いってわけじゃないけど、少なくもないね。男に限定すると三十人ぐらいかな」

「それでもだいぶ容疑者絞しぼり込めますよね!?」

「と言いたいところなんだけどね、音好くん。角度的に昇降口そのものを写したカメラじゃないから、多少正確性には欠けるんだよ。ここに写ってない人が犯人だって事も十分にあり得る」

「でも、そうね……」

　ジロー部長に続いてミユキ先輩が口を開いた。

「さっきのチューくんの考こう察さつを元に考えると、男だん性せい教きよう諭ゆが怪しいって事になるわね。現に何人か写ってるわ。あら……ウィルさんも」

　その言葉の後に、みんな何となくウィルさんを見つめてしまった。

「ノノノノー！　ミージャナイデスヨ！　水み戸と光みつ圀くに公こうニ誓ッテ！」

「分かってますよウィルさん！　そもそも疑ってないし、ウィルさんなら足音に竹ぼうきの音が混ざったはずですから！」

　自分でそこまで言ってから、下駄箱前で微かすかに聞いた金属音について何か気付けそうな予感がした。が、確実に摑むには至らず、予感はふっと逃げてしまった。

「じゃ、私が最後ね。見えてきたかもしれないわよ、ヒヒヒヒ……」

　いつものようにどこか不気味に微笑んで、稲穂先輩が喋り出した。

「学校裏サイトで変態ラブレターの噂をざっと調べたわ。確かく証しようはないけど、変なラブレターを貰った子の噂はチラホラ見かけたわ。具体的にその噂が出始めたのは……」

　稲穂さんが言葉を区切ってみんなの顔を見まわした。

　俺達は息を飲んで次の言葉を待つ。

「……五年前だったわ」

「って事は稲穂先輩！」

「クックック。同一犯の場合、五年は学校にいるって考えるのが自然ね」

　その言葉の後に、みんなまた何となくウィルさんを見つめそうになってしまい、慌ててそれぞれが部室中に視線を外す。

　俺は意味もなく部室の窓を見る。するとまた、何かに気付きそうな予感が襲ってきた。

　犯人は教師の可能性がある……それをベースに考えてみる。すると、一つの不自然な発言がある事に気がついた。

「（あの時、あの人はどうしてあんな事を言ったんだ？）」

　ほんの些さ細さいな疑問だったが、一度気になるととことん気になる。

　俺は疑惑を確信に変えるべく、両手をぐっと両耳に押し当てて目を瞑つむる。

　怪しい教諭、下駄箱付近で聞いた金属音、不自然な言動、付けろと指示されたコサージュ……。

　耳から仕入れた情報たちが頭の中をぐるぐる回り、やがて一つの形を作った。しかし、それはまだ単なる推すい測そくにすぎなかった。これでは解決とは言えない。

「先輩、ちょっと席外していいですか？」

　俺は先輩達に断りを入れて部室を出たのだった。




　最初に向かったのは職員室だ。疑惑の相手は机に座って何か作業をしていた。グラウンドに近い窓際の席だ。

　何かが気になるのか、時々窓の外を窺うかがう様子を見せている。しかし窓にはカーテンがあり、外の様子は見えない。

「（なるほど……）」

　俺は職員室を離れ、次の場所へ向かう。中庭だ。

　鯉こいのいる池の近くに立ち、周囲をぐるりと見渡す。開けた場所で校舎の二階より上からは丸見えだが、所々に茂しげみがあり一階からだと死角になる場所も多い。

「（職員室からここは見えない……と）」

　俺は自分の推理に対する自信を深めた。

　動どう機きは不明だが、色々な状況を考えると、犯人はどう考えてもアイツだ。

　今からそいつの元へ行き、問い詰めてやろうかと考えた。しかし今は証拠が不十分で、言い逃れられる危険もある。

　どうしたものかと考えていると、池の鯉が尾びれでパシャンと水面を叩いた。そして岸に近づいてきて口をパクパクさせる。

「何だ、オトヨシじゃないか。エサよこせってか？　俺は持ってな――」

　そこまで言った時、俺は何かがひらめく予感がした。すかさず両手をぐっと両耳に押し当てる。周囲から音が消えて、思考の歯車がぐるぐると回る。最初は空回りだったが、やがて幾いくつかの歯車ががっちり嚙み合い、ある一つの作戦が導き出された。

「やれるか……いや、やるんだ。それには確認と手回しだな……」

　一人では決して解決できないが、周りの力を借りれば不可能ではない気がする。

　俺はスマホを取り出し、部室にいる先輩達に連絡を取ったのだった。




　十五分後、ユウくんと二宮さんを除く朗読部メンバーが再び部室に集合した。

「どうでしたチューさん？」

「お前の予想通りだった。例の部室に、お前があるんじゃないかと言ってたモノが確かにあった。部室にはダチに頼んで入ったから、犯人には気付かれてないぜ」

　チューさんの報告に稲穂先輩が追つい随ずいする。

「あと、作戦に使えそうなものも見つけたわ。色々バッチリよ。ヒヒヒヒ」

「ありがとうございます。ジロー部長とミユキ先輩は？」

「言われた通りのものを用意したよ。ね、ミユキ！」

「えぇ……でもこんなものが必要なのかしら？」

　首をかしげるミユキ先輩に、俺は力強く頷いた。

「必要です！　……で、ウィルさんは」

「問題ゴザイマセン。年ノ離レタ親友ニチャント説明シタヨ。何ダカ気合イ十分ダッタ」

「そうですか……みなさん、ありがとうございます！」

　深く頭を下げた俺に対して、ジロー部長が明るく返事をする。

「お礼を言うのはこっちだよ！　ほんとよくこんな事思いつくよね！　絶対犯人捕まえようね」

「はい！　あとの仕込みは俺がやるので、先輩達は明日に備そなえてください」

　俺の言葉をきっかけに、先輩達が部室を出て行く。

　その姿を見送り、一日の仕上げをすべく一本のメールを送信した。

「（あとは美山さんへの指示だな……）」




　俺は彼女がテニス部の活動を終えるのを待ち、グラウンド脇わきのベンチで話を切り出した。もちろん二宮さんとユウくんも一緒だ。

「一つお願いがあるんだ、美山さん」

「なに？」

　不安を湛えながら、美山さんが首をかしげる。

「一旦、手紙の相手からの要求を飲んで欲しい」

「え!?」

「明日の部活動が終わったら、写真を送って欲しいんだ。手紙の主の出方を見たい」

「……分かった。どんな写真がいいかな？」

「なるべく過か激げきなやつ。相手が大喜びしそうな」

「犯人を捜す為には、しょうがないんだよね？」

「ごめん」

「ううん、私がんばるから気にしないで」

「本当にごめん」

　俺はそう言うとその場から足早に立ち去った。

　去り際に後ろを振り向くと、明るく輝く職員室の窓をさっと人影が横切った。
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　月明かりがかすかに照らす校舎の廊下を、懐かい中ちゆう電でん灯とうの丸い光がソロリソロリと不気味に滑る。




　コツ……コツ……コツ……。




　控えめな靴音を鳴らして廊下を歩くその人物は、慎重に、だが迷いなく歩を進め、ある扉の前で足を止めた。微かに聞こえる呼吸音が少し乱れている。

　ほどなく鍵かぎ穴あなに鍵が差し込まれ、静かな校舎にはやや不似合いな「ガチャリ！」という大きな音を響かせて錠じようが解かれる。ドアが横に滑り、淡い月の逆光で真っ黒になった男が部屋にぬるりと入って来た。

　部屋には演えん劇げきで使う様々な小道具や着ぐるみ、西せい洋よう甲かつ冑ちゆう、書き割りなどの大道具、衣装を入れるクローゼットなどがある。演劇部の部室だ。

　男が後ろ手にドアを閉め、部屋の中に二～三歩足を踏み出した。と、カチャリと小さな金属音が鳴った。




　カチ……カチ……カチ……カチ。




　男は部屋の棚に置いてある中型金庫のダイヤルを回している。興奮のせいか、呼吸音が先ほどより大きくなっている。そして、重い扉が開かれた。

　中から取り出したのはノートパソコンだ。

　彼は机にそれを置き、インターネットに接続。メールを受信して、「フフッ」と笑い、マウスをカチカチとクリックして添付ファイルを開く。

　画面いっぱいに添付写真の画像が広がる。

「…………ッ！」

　犯人の絶句した様子が伝わって来た。

　と、次の瞬間、部室内にあった西洋甲冑が突然動きだした。

　気配を感じて振り向いた男が、驚きと恐怖が入り混じった叫び声をあげた。

「な……なんだお前は！」

　振り向いて甲冑の胸を突き飛ばそうと右手を出した男だったが、その手を摑まれ、ギシリと背中にねじり上げられた。

「ぐぉぉぉ！　痛っ――放せ！」

　男は必死にもがいているが、西洋甲冑は決して彼を放さない。

「やめろ！　お前は誰だ！」

　男がそう言った時、ずっと息を潜めていた俺はゆっくりと動き出した。

　そして被っていた熊の着ぐるみの頭部を脱いで言い放った。

「黙れ変態！　いや、もう名前で呼ぶ……大人しくしろ、柳！」

　西洋甲冑に続く、新たな人物の登場に変態ラブレター魔、柳教諭は驚いた様子で口をパクパクさせていた。

　彼の驚きはまだ続く。

　柳が俺の姿を認めた次の瞬間、部室内のクローゼットが開き、中から飛び出してきた稲穂先輩がノートパソコンを取り上げた。

「ヒヒヒヒ。パソコン確保。色んな証しよう拠こが残ってそうね。クックック」

「か……返せ！　お前らここで何してる！」













「こっちのセリフだっつーの変態教師さんよぉ……」

　部室の電気をパチンとつけて入って来たのはチューさんだ。後ろにはユウくん、二宮さん、美山さんを従えている。

「何なんだ……何なんだお前達は！」

　尚もわめく柳に、西洋甲冑を来たジロー部長が決然と言い放った。

「分かってるんじゃないですか。大人しくしないと……折っちゃうかもしれませんよ。……二、三本ぐらい」

　その言葉で、柳はようやく体の力をがっくりと抜いたようだ。

　そう、俺達はあらかじめ演劇部部室に侵入し、柳が来るのを待っていたのだ。ジロー部長は西洋甲冑、俺はクマの着ぐるみをまとっていた。

「しかし音好、メールにわざわざその画像添付する必要あったか？」

　チューさんがパソコン画面を指差す。そこには、上半身裸でマッスルポーズをとったジロー部長の写真があった。顔はボディービルダーのように満面の笑みだ。

「犯人に少しでもショックを与えようと思って」

「もっと過激なのもあったのよ。でもそれで充分だったようね」

　冷たい目で犯人を見下ろしながらミユキ先輩が言う。

　すると、それまで黙っていた美山さんがツカツカと真っ直ぐ柳教諭の元へ歩いて行き、その辺にあった小道具の棍こん棒ぼうをガッと摑んだ。

「（な……殴る気だ！）」

　一瞬止めようかと思ったものの、美山さんには柳を殴る権利があると思い、俺は踏みとどまった。しかし気になる事が一つ……。

「（その棍棒、材質が紙の張りぼてか!?　それともマジな木か!?）」

　木だったらマズいな……と、やきもきする俺をよそに、美山さんは何の逡しゆん巡じゆんもなく右手を振りかぶり、柳の頭を「バッコ――ン！」と殴りぬけた。

　うん、木だ！　音で分かった。

　ジロー部長に拘束されていた柳は、そのまま白目をむいて気絶したのだった。




　気絶した柳を小道具のロープで縛っていると、途中で目を覚まして猛もう烈れつな勢いで言い訳を始めた。

「お前たち何か勘違いしとらんか。部の活動予定を作るために今日は来たんじゃ。今すぐロープをほどきなさい！」

　最っ高に見苦しい。しかしこの反応も想定済みだ。

「へぇ……あくまでしらを切るんですね？」

「その態度は何だ田野ぉ！　あれだけ目をかけてやったのに！」

「迷惑しかかけられてないですよ」

「何だとぉ！　けしからん！」

　なおも騒ぐ柳を見て、美山さんが棍棒を持って立ちあがった。それを見た柳はビクリとして口をつぐむ。恐怖が刷り込まれているようだ。

　その様子を見て「ふん」と軽けい蔑べつのまなざしを柳に向け、美山さんが俺に質問してくる。

「田野、私にも説明して。どうしてコイツが犯人って分かったの？」

　思えば犯人確定に至る推理は、ちゃんとみんなに聞かせていない。

「じゃあ、この部屋にいるみんなに説明します。そこに転がってる奴が、何故変態恋文野郎だと分かったかを」

　俺は周囲を見まわした。誰も異論はないようで、話を聞く態勢になっている。

「きっかけはソイツ自身の言葉さ。手紙の件を二宮さんから相談された翌日、俺は犯人が誰かを考え過ぎて授業中ボーッとしてたんだよ。そんな俺にソイツはこう言ったんだ。『昨日女生徒達と話してた時は声に覇気があったのに』って」

「それが何で変なの？」

　美山さんが疑問をはさんでくる。

「変なのさ。俺はその日、〝女生徒達〟とは一度も会話してなかったんだ」

「へ？　どういう事？」

「その日は、同時に二人以上の女生徒と話してなかったんだ。部室では話したけど、男女入り混じってるから〝女生徒達〟って表現は少しおかしい。それに、そもそも窓にはカーテンがあるから、喋っている姿は見えないしね」

「なるほど……でも、そしたらなんでソイツは田野が女生徒達と話してると思ったの？　あと、本当に一日中女の子達と会話しなかったの？」

　後半部分の多少胸に来る質問は無視して、俺は美山さんの問いに答える。

「ソイツは勘違いしたんだよ」

「勘違い？」

「あぁ。中庭で俺とユウくんと二宮さんが会話していたのを聞いて、俺が女の子二人と会話してる……ってね」

　俺の言葉を聞いて、柳が眉をひそめている。何を言っているのか理解できていないのだろう。

　そこで俺はユウくんに語りかける。

「ユウくん、中庭には俺達と二宮さんしかいなかったよな？」

「そうだね」

　ユウくんのエンジェルボイスを聞いて、柳が息をのむのが分かった。

　そこへ美山さんの疑問が重なる。

「でも三崎は男じゃん？　見れば男ってわかるじゃん？」

「見ればね。でもソイツは見てなかった。〝聞いて〟いたんだ、そのコサージュに仕込んだ盗聴器でね」

　柳がギリリと奥歯を嚙みしめる音が聞こえた。俺は畳たたみかける。

「恐らく、手紙を受け取った相手の反応をチェックするために盗聴器をコサージュに仕掛けたんだろう。ちなみに受信機は補聴器だ。で、当初コサージュは二宮さんが持ってたから、例の日に柳は俺達三人の中庭での会話を聞いたんだ」

「なるほど」

「聞いていたのは職員室でだろう？　あそこなら電波も届くだろうし。でも、中庭の様子は茂しげみの死角になって見えない……」

　声だけ聞いた柳が、ユウくんを女性だと間違えるのも無理はない。不本意だが、この俺でさえ間違えたのだ。

「そういう事か」

　コサージュが盗聴器だという事は前日に美山さんに伝えていたので、彼女の理解は早かった。

「下らん妄想だ！」

　柳は虚きよ勢せいを張るようにそう吐き捨てたが、声に勢いはない。

「まぁ最後まで聞いてくださいよ」

　俺の余裕の態度を見て、柳は徐々に焦り始めた。息は荒くなり、額ひたいには汗が光り始めている。

「実は俺、アンタが下駄箱に手紙を入れた時に近くにいたんですよ。直後に昇降口でも会いましたよね？」

「昇降口にいたのは私だけじゃないだろう！」

「そうですね。じゃあ質問です、あなたは何であの時メガネをかけていたんですか？」

　俺は柳の目を見つめながら、ゆっくりと問いかけた。

「……何だって？」

「今もかけてるそのメガネ、老ろう眼がん用ですよね？」

「…………」

「授業中に教科書見る時や、金庫開けたりパソコン画面見たりする時にかけるのは分かります。近くを見たいわけですしね。じゃあなんで、昇降口でメガネをかけていたんですか？」

「…………」

　柳は答えられずにいるようなので、代わりに俺が言う。

「近くを見る必要があったんですよね、下駄箱に書いてある生徒の名前を」

　柳は玄関口で会った時、メガネのレンズを避けるように上目遣いで俺を見ていた。

　授業中に良く見る仕草だったのでその時は気にならなかったが、考えてみればおかしな話だったのだ。

「ちなみに、メガネかける時の補聴器とメガネのツルがぶつかるカチャッて音もその時に聞いてます。さっきメガネかける時にも同じ音がしてました」

「何故……この場所が分かったんだ」

　柳は反論する気力が失せたのか、単純な疑問を投げかけてきた。

「犯人がアンタだと目星がついた時に考えたんです。アンタは既き婚こん者しやだ。変なメールのやり取りを自宅で行うのはリスクが高い。となると自宅のパソコンは使えない。もちろん、いつ受信するか分からない携帯も危険だ。奥さんにでも見られたら大変だもんな。だからメールをチェックするのは校内で、いつ受信してもいいようにパソコンを使ってるだろうと予想したんだ」

「フン……」

　柳が、さもつまらなそうに鼻を鳴らした。俺の推測は当たっていたようだ。

「ただ校内といっても、誰かに見とがめられる場所じゃマズい。そこで一番都合のいい場所が部室だった。あんたは演劇部顧こ問もんだ。だからその部室が怪しいと思って調べてもらったんだよ。ですよね、チューさん」

「あぁ、演劇部のダチに言って部室を見せてもらった。音好には、パソコンを隠せるようなスペースがないか探すよう言われてた。そしたらあるじゃねぇか、おあつらえ向きの金庫が。俺はこれだと確信したね」

　チューさんのセリフを俺は引き取る。

「パソコンだけ押収しても、しらを切られる恐れがあった。だからメールをチェックしている現場を押さえてやろうって思ったんだ」

「なるほどな……そして罠をかけよったのか。すると昨日の帰り際の会話も、ワシに聞かせるためのものだったんじゃな」

「その通りです」

　そう、昨日美山さんに「犯人の要求を飲んでくれ」と頼んだのは、柳をおびき寄せるためのエサだったのだ。直前のメールで演技するように伝え、あえて職員室近くのベンチで会話したのだ。

　鯉のオトヨシが、口をパクパクさせて餌を欲しがっている姿にヒントを得て思いついた作戦だ。

「手紙と写真が手に入ると分かれば、アンタはたまらずその日のうちにチェックするだろうと思って、今日ここで張ってたってわけです。ただ分からないのは、何でこんな事をしたか……って事だけど、どうせ大した理由じゃないでしょ」

　俺がそう言った時、柳が不気味にニコリと笑った。

「あぁ、大したことじゃあない。大げさに騒ぐほどの事はない理由じゃよ」

「……その理由をお聞かせ願いたいですね」

　いきなり変わった柳の態度をいぶかりながらも俺は尋ねた。

「〝悩み〟じゃよ」

「は？」

「昔はよく生徒が悩みを相談しにワシのところに来とった。教師っちゅうのは、誰からも尊敬される存在じゃったからな。悩みを打ち明ける生徒の顔は、何ともいえず輝いとったわ。絶対的な教師という存在に頼る弱者たる生徒……あぁ、たまらん。ワシャ、あやつらの悩んだ表情がたまらなく好きでの……」

　柳は恍こう惚こつとした表情で喋り続ける。

「じゃが最近はなんじゃ！　とーんと相談しに来る生徒がおらん。何故じゃ……！　何故ワシに頼らん！　何故ワシに悩みを相談せん！」

　柳の目は焦しよう点てんが合っておらず、言動もだんだん怪しくなってきた。

「そこで閃ひらめいたんじゃ。悩みを見せぬつもりなら、こっちで作ってやればいい……とな」

「頭の悪い発想ですね」

　たまらず嫌みを言ってみたものの、どうやら柳の耳には届いていないらしい。彼の独どく演えんは続く。

「生徒っちゅうのは単純じゃぞ……。色いろ恋こい沙ざ汰たの手紙を出しさえすれば、すぐにコロッと悩みおる。まずは生徒を散々悩ませる。それをたっぷり堪たん能のうしたらワシの登場じゃ。悩みを聞いて、解決してやるんじゃ。お前達がしゃしゃり出て来んでも、ワシが悩みを解決しとったんじゃ！　馬鹿もんがっ！　悩みを一度解決すると、次からはきっとまたワシを頼ってきおると思ってな」

「何で美山さんを狙ったんだ？」

「悩んだ生徒の顔は最高じゃ！　中でも特に最高なのが、そこの女子のように普段よく笑っとる生徒の悩み顔じゃ。その顔を見るだけでワシャ満足できた。それだけじゃ。ほれ、大した理由じゃなかったろ？　誰にも迷惑はかけとらん。ワシは悪くない！　悪くないんじゃ！」

　柳がそこまで言った時、二宮さんが見た事もない怒りの表情で歩きだした。そして途中で小道具箱にあったハンマーを手に取り、柳の元へと向かう。

「（そのハンマー、小道具用の作りもの!?　それとも普通にハンマー!?）」

　普通にハンマーだったらやべぇ！　気絶どころじゃ済まない！

　そう思って二宮さんを止めようとしたのだが、一歩遅かった。




　パコン！




　良かった、発泡スチロールだ！

　俺がホッと胸をなでおろしていると、二宮さんが柳を睨んで声を荒らげた。

「分かっちょらん……ひとっちゃ分かっちょらん！　変な手紙貰うんがどがいに怖いか、分からん人に見られちょる思うんがどがいに怖いか分かっちょらん！　そやけん誰にも悩みも相談されんのよ！　悩み相談するんは、信頼できる人だけや！　先生は誰からも信用されよらん！」

　怒気を孕はらんだ二宮さんの声を聞くのは初めてで、少し驚いていた俺だったが、それ以上に衝撃的だったのはそのセリフだった。

「（悩みを相談するのは、信頼できる人だけ……）」

　そんなの考えた事もなかった。相談されるのは、単に俺が便利な奴だからだと思っていた。

　俺が衝撃を受けていると、美山さんがそっと近づいて二宮さんをギュッと抱きしめた。

「ありがとう。ありがとう、ひまちゃん……」

　表情には、いつもの魅力的な笑顔が戻っていた。

　その様子を無表情で見ていた柳は、急に目をぎらつかせて呟つぶやきだした。

「勝手に悩みを解消しよってからに馬鹿もんが！　認めん……ワシは認めんぞ……勤きん続ぞく三十余年、コツコツやってきたんじゃ……ワシは何も悪くない！　ワシは校長に信頼されとる！　お前らが何を言おうが、ワシの事を信用してくださる！」

　あくまでも自分の罪を認めないつもりらしい。

「（しょうがないバカだな……）」

　俺は盛大にため息を一つつき、最後の仕込みに向けて大きめの声で言う。

「……って言ってますけど、どうなんですかね、校長」

　俺の声に反応するように、部室にあった草の書き割りの後ろからウサギの耳がぴょこんと飛び出る。

「話は聞かせてもらったぞ」

　出て来たのは、顔だけ出るタイプのウサギの被りものをした校長だった。

　事前に校長の親友であるウィルさんに事の経けい緯いを説明してもらい、俺達と一緒に部室に入って物陰に潜んでいてもらったのだ。

　校長の横には、ネコの被りものをしたウィルさんもいる。

　見えている場所に待機していたジロー部長や俺と違い、二人が変装する必要は一ミリもないのだが、どちらもノリノリだったので止めるタイミングがなかった。

　首から懐かい中ちゆう時ど計けいをかけた校長が白ウサギ、笑顔を心がけているウィルさんがチェシャネコのつもりだろう。

　物陰に立つ扮ふん装そうした二人を見ていると、なんだか不思議の国よりも不思議な国に紛れ込んだ気分だ。

「こ……校長……何故ここに……」

　驚愕する柳に、白ウサギ校長が滔とう々とうと説教を始めた。

「おい柳くん、くだらないキミの心を満たす為に悩みを背負わされた生徒の心情は察するに余りある――」

　どうにも長くなりそうだったので、俺は校長の話をさえぎる。

「校長、要するに？」

　俺の言葉に頷いた校長は、独特のイントネーションでこう言った。

「要するにぃ～柳くん、キミはクビだ」

　ようやく本当に観かん念ねんしたのだろう。柳の肩が、がっくりと落ちた。




　　　　■■八■■




　柳の処しよ遇ぐうは校長とウィルさんに任せて、朗読部と美山さんは家いえ路じに就く事になった。

　疲れと安心からか、みんな無言で廊下を歩いていた。

　すると、突然美山さんが走り出して集団の先頭に出て、クルリと振り向いた。そして深々と頭を下げる。

「皆さん、本当にありがとうございました。私のために色々やっていただいて、本当に、すごくすごく感謝してます！　ありがとうございました」

　そんな彼女の姿を見た俺は、不思議な充実感に包まれていた。中学時代は、トラブルを解決した後に、こんな気持ちになった事はなかった。

「俺達は大したことしてないよ。解決したのは音好くんだよ」

　ジロー部長が笑いながらそう言うと、他のみんなも納得したように頷いた。

　いや違う、断じて違う。ジロー部長をはじめ、みんなが大した事をしてないなんて噓うそだ。そんな事はない。

　俺の感情が、徐々に高ぶり始めた。

「田野、ありがとう。田野を信じて頼んで良かった」

　美山さんにそう言われた時、俺は自然と口を開いていた。

「違う、違うんだ美山さん。頼んで良かったのはこっちなんだ」

「へ？」

「俺、実は他人に悩みを打ち明けられるのが本当に面倒で、でも中学時代は悩みを相談される事が多くて……」

　自分の頭の中で話が全然まとまらないが、言葉が次から次へと出てくる。

「だから、高校では誰かに何かを頼まれても無視しようって……。誰も俺に何も頼むんじゃないって。人に何かを頼むのなんて馬鹿げてるって、そう思ってた」

「田野……」

「違う！　でも違った！　気付くのが遅かったけど、違った。今回、トラブル解決を頼まれて、その過か程ていで俺からみんなに色んな事を頼んで、さっきの二宮さんの言葉を聞いてやっと気付いた。誰かに何かを頼むのって、凄く勇気がいる事なんだなって。信頼してない人には深刻な悩みなんて相談しないし、何も頼まないんだって」

　俺は中学時代の自分を思い出していた。学友に悩みを持ち込まれる日々。彼らは一様に、俺を信頼してくれていたのだ。でも、俺は誰も信頼していなかった。

　誰にも相談せずトラブルを何でも一人で解決して、解決するたびに少しずつ周囲と距離を取っていた。そして周囲との間に壁を作って、勝手にやさぐれていた。

「今回信頼できるみんなに頼み事をして、一緒にトラブルを解決して、こんな言い方は美山さんには悪いけど……楽しかった。だから……だから」

　俺はそこまで言うと、「はぁ――」と大きく息を吐いた。そのまま続きの言葉を言えないでいると、ジロー部長がニッコリ笑って言った。

「これからも、何かトラブルがあったらみんなで一緒に解決していこう！」

「ありがとうございます」

　心の底から、お礼の言葉が出た。何と言うか、中学時代に心に抱えた荷物を少し下ろせた気がした。




　その後再び一行は歩き出し、下駄箱に差しかかっていた。

　一年生と上級生が、自然とバラける。

　思えば今回の件はここから始まったんだな……と考えたところではたと気づいた。

　事件のせいで棚たな上あげになっていたけど、俺まだ二宮さんに告白してない！

　どうしよう、事件を解決したこの流れで告白した方がいいのだろうか。今日じゃない気もするが、先延ばしにしすぎると二宮さんが海外へ行ってしまう。

　俺が悩んでいると、自分の下駄箱をじっと見つめていた二宮さんが、急にこちらを振り向いた。俺は一瞬心を読まれたのかとドキリとする。

「音好くん」

「は、はい、何でしょう……？」

「知里ちゃんを助けてくれて、ありがとう」

　俺は驚いた。そしてその驚きを声に出す。

「二宮さん！　その〝ありがとう〟完璧だよ！」

「本当？　ありがとう！」

「うん、完璧！」

「ありがとう！」

　喜ぶ二宮さんを見ていると、こちらまで嬉しくなる。イントネーションが完璧だからだろう、耳栓を外した状態で聞いても心拍数は上がらないし、動どう悸きも息切れもしない。もちろん脳もグワングワンしない。

「（方言だったら体調が悪化していたかもな……。でも何だろう、イントネーションが矯正されて、少しさびしいこの気持ちは……）」

　そこまで考えた時、入学してから今までの出来事が次々脳内に再現された。

「（まさか……！）」

　俺が初めて二宮さんの声を聞いた時は、体調は変化しなかった。方言ではない、どこか機械的な喋り方だった時だ。

　では、二宮さんの声で初めて体調が変化したのはいつだったか。

　それははっきり覚えている。中庭で初めて二宮さんの方言を聞いた時だ！　俺はてっきりそれを、方言のイントネーションに酔って体調を悪くしていたと思っていたのだが……。

「（もしかして……あの体調の変化は、気分が悪くなっていたわけじゃないのか!?）」

　まさかの考えに、俺は驚きよう愕がくした。

　二宮さんの〝方言〟を聞いて起きる体調の変化は、喜びと興奮によるものではないのか……つまり、恋のドキドキである。

　そう言えば以前にも、似たような感じで体調が変化した事があった。

「（あれは確か……そうだ！　初めてユウくんの声を聞いた時だ！）」

　俺の人生初の〝ひと耳み惚ぼれ〟は残念な結果に終わった。しかし高校生活というのは、何が起きるか分からない。

「（人生二度目の〝ひと耳惚れ〟……か）」

　そう、俺は初めて〝二宮さんの方言〟を聞いた時に既すでに恋に落ちていたのだ。

　まさか自分が二宮さんの方言だけに心惹かれるとは思わなかった故に、体調の変化を悪いものだと決めつけていたのだ。

「音好くん？」

　ボーッとする俺を見て、二宮さんが心配そうに声をかけてきた。俺の顔を覗きこむその仕草がとても愛らしい。俺は彼女の顔を見て決意を固めた。

「二宮さん、聞いてくれるか」

　突とつ如じよ俺の雰囲気が変わったせいか、二宮さんは少し緊張気味に「はい」と頷く。

「二宮さんが海外に留学する前に、言っておきたい事があるんだ」

　覚悟を決めてそう言った俺だったが、次の瞬間二宮さんが予想外のセリフを発した。

「え？　留学はせんよ」

　その言葉に、俺は一瞬フリーズする。

「……え？　だって一学期終わったら海外に行くって」

「うん。夏休みにお父さんとお母さんに会いにアメリカ行くん。留学やないよ」

　そう言われて俺は自分で聞いた彼女のセリフを思い出していた。確かに、海外に行くとは言っていたものの、留学するとは一言も言っていない気がする。

「けど、二宮さんが留学するって先生が！」

　そうだ、確かに先生が二宮の留学が決まったと言っていた。そもそもの発端がそのセリフなのだ。

「あれ、留学の話？」

　靴くつをはきかえたジロー部長が、遠くから声をかけてきた。

「僕らの学年の二宮陽よう一いちくんが海外留学するって先生が言ってたけど、音好くん良く知ってるね」

「二宮…………陽一？」

「うん。留学するんだって」

「えっと、つまり留学するのは二宮……」

「陽一くん」

「おぅふ……」

　これで確定した。俺が……俺が盛大に勘違いしていたのだ！

　まさか三年にも二宮がいたとは……。いや、特別に珍しい苗みよう字じではないのだから、それは考こう慮りよに入れておくべきだった。そう言えばジロー部長が初めて二宮さんに会った時「お兄ちゃんとかいる？」と質問していた気がする。それは同じ学年に二宮がいたが故の質問だったのだろう。

　俺は二宮さんを見ながら当たり前の事を尋ねる。

「つまり……海外に行くけど、二学期には……戻ってくる？」

「八月中旬には戻っちょるよ」

「そう……」

　声を失う俺の様子を見て、ユウくん始め朗読部のメンバーは察したようだ。

　彼らの視線が語っている。

　あ、コイツ、彼女が海外留学してしまうと勘違いして、焦って告白しようとしたんだな……と。

　その空気を読んだのか、美山さんもハッとした表情で俺の元へやって来た。そして少し離れた場所へ俺をグイグイ引っ張っていき、小声で囁ささやく。

「ちょっと田野、これひまちゃんに渡す予定だったんでしょ？　今渡しちゃいなよ」

　彼女の手には、俺のラブレターがあった。

「あ、いや、もうそれはいい。また後日にする……」

　俺は小声で囁き返した。二宮さんは二学期以降もずっと学校にいるのだ。今焦って告白する必要は全くない！

　俺のセリフを聞いた美山さんは、口角をあげてニッと悪戯いたずらっぽく笑った。小悪魔的な可愛い表情だ。

「ここで告白してたら大人しく身を引いてたんだけどなぁ……」

「はい？」

「この雰囲気で告白しない甘さがあるなら、私にも付け入る隙すきがあるって事だね！　うん！」

「何の話？」

「大事な事伝えるから横向いて」

「はぁ」

　良く分からなかったが、言われた通りに横を向く俺。

　と、首に手が巻きつく感かん触しよくがした。それと同時にほっぺたに柔らかい感触も。

　そして何より、耳元で今までに聞いた事のないような最高にセクシーな「チュッ」という音が！

「!!」

　人生最大のビックリマークを頭の上に出しながら、俺は硬こう直ちよくする。

「じゃーねー！」

　そう言って颯さつ爽そうと走り去る美山さん。

　ほっぺと鼓こ膜まくに残る余韻から抜け出せない俺。キスをされた右半身にだけ、異様に鳥肌が立ちまくっている。

　ふと気配を感じて驚いた顔のまま首を横に向けると、ユウくんや先輩達の顔があった。みんな俺と同じ表情をしている。

　さらに気配を感じて振り向くと、そこには視界いっぱいに掌てのひらが……！




　パチン！




　小気味のいい音を鳴らして、俺の頰がブルンと揺れる。

　キスされた逆の頰を、ビンタされたようだ。そのせいか、左半身だけやけに体が熱くなってきた。

　右半身は鳥肌、左半身は熱い……なんだかフレイザードになった気分だ。

「音好くんの変態！」

　そう叫んでパタパタと走り去る二宮さん。

　呆然と立ち尽くす俺の元に、先輩達とユウくんがやって来た。

「いやー！　いいもん見せてもらったよ！」

　ジロー部長はそう言ってポンと俺の肩を叩いて去って行く。

「クククク。これからが大変……」

　稲穂先輩は楽しそうに歩み去る。

「あそこで怒るって事は、向日葵ちゃんの方も脈ありだと思うわ」

　悪戯っぽく微笑ほほえんだミユキ先輩が稲穂先輩の後に続く。

「よっ、色男！」

　チューさんがニカッと笑ってミユキ先輩を追いかける。

「どっちもいい子だよ、うん」

　ユウくんもチューさんに続く。

　残された俺は、呆けて立ちすくむ。そしておもむろに両手で耳をぐっと押さえた。周囲の音が消えて集中力が高まる。

「（考えろ……考えろ俺！　この状況をどうすればいいのかを！）」













　美山さんにキスされて、二宮さんにビンタされた。美山さんは、信じられないが俺に惚れているっぽい。二宮さんはどうなんだろう？　あれは嫉しつ妬とから来るビンタなのか……ミユキ先輩は脈ありだと言ったけど……。そもそも美山さんは何故俺なんかに……トラブルを解決してあげたから？　それとも別の理由が……。

「……ってこんなもん答え出るか――――!!」

　俺は両手をずらして頭を抱えながら叫ぶ。生まれて以来、最大の難問に出会った気分だ。しかし、俺に絶望感は全くなかった。

〝高校生活〟は、まだたっぷり残っている。二宮さんや美山さんと、楽しい時間を共に過ごしながら、ゆっくり答えを出せばいいのだ。

　それに――。

「みんな待ってくださ～い！　相談がありま～す！」

　俺には信頼できる仲間がたくさんいるのだ。どんな難問も、一緒に悩んで考えてくれる仲間が。

　そんな仲間達に向かって、俺は軽やかに駆けだした。胸いっぱいに青春の予感を抱きながら。





―完―













　　　あとがき




　確か私が幼よう稚ち園えんの年長さんか小学校低学年の頃だったと思うのですが、その日は両親がかつてのご近所さんを新居に招まねいてワイワイとお喋しやべりをしていました。

　大人の会話に入れるわけもなく、つまらない時間を過ごしていた私は、それでも大人の会話を何となく聞いていました。すると、母が「竹ちく林りん公園っていうのがあって……」という言葉を発しました。それを聞いた私は、何となく言いました。

「へんちくりんな名前！」

　この発言に大人たちが大笑いしたんです。その瞬間の事は強きよう烈れつに覚えています。そして気付いたんです、「人を笑わせるのはとっても気持ちがいい」と。私のパーソナリティ形成のルーツは、自分の発言で大人を笑わせたあの瞬間である様な気がします。

　どうも初めまして「志し田だ用もち太た朗ろう」です。「用太朗」は「もちたろう」と読みます。

　このたびファミ通文庫から作家デビューさせていただく事になりました。

　最初に述べた通り、人を笑わせるのが大好きで、本書も読者のみなさまに笑って頂けるように頑張って書きました。「感動」や「興奮」もできるけれど、常に「笑い」がそれらを上回るような、そんなお話をじゃんじゃん書いていきたいと思っています。




　ページが変わったところで謝しや辞じを。

　まずは何と言っても読者のみなさま！　これを書いている時点では一人も存在しないので、そこに向かってお礼を言うのは「読んでもらえる前ぜん提てい」みたいで恥ずかしいのですが、とにかくありがとうございます！　楽しんで頂けていたらとても嬉しいです。このシリーズが続くかどうかは分からないのですが、どちらにせよ作家活動は続けていきますので、今後ともよろしくお願いします。

　そして選考委員のみなさま。選んだ事を後こう悔かいさせないよう努力していきます。

　選考委員と重なりますが、担当さんをはじめ、編集部員のみなさまもありがとうございます。一緒に仕事ができて嬉しいです。

　イラスト担当の三み月つきさんもありがとうございます。どのキャラも魅力的でした。本文もイラストに負けないよう頑張ります。

　受賞パーティーでアドバイスを下さった諸先輩方もありがとうございます。後輩に同じ事ができるように、業界で経験を積んでいく所しよ存ぞんです。

　同期の三人にも感謝。第16回応募者の代表として、切せつ磋さ琢たく磨ましていきましょう。

　最後に両親。二人が本棚に入れてくれていた数々の児童書が、今こうして形を変えて世に出ているんだと思います。形変え過ぎだけど。とにかくありがとう。

　ではみなさま、きっと二巻で……！























　　　　　この作品は、第16回エンターブレインえんため大賞小説部門、優秀賞受賞作品「田野音好の青春聞聞録～キミに一耳惚れ～」を改題、改稿したものです。
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